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 は　じ　め　に

　「⚒⚑世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動
の基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる『知識基盤社会（knowledge-based society）』の時
代である」と言われている。この「知識基盤社会」を担うため，⚒⚑世紀を生きる子どもたちには，
学校教育で現行の学習指導要領を基に「生きる力」を育んでいる。
　文部科学省は，現行の学習指導要領の基本的な考え方として，「子どもたちの現状をふまえ，『生
きる力』を育むという理念のもと，知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの育成
を重視しています。次代を担う子どもたちが，これからの社会において必要となる『生きる力』を
身に付けてほしい。そのような思いで，現在の学習指導要領を定めました。『生きる力』を育むた
めには，学校だけではなく，ご家庭や地域など社会全体で子どもたちの教育に取り組むことが大切
です。子どもたちの未来のために。」と説明している。
　子どもたちの現状を見てみると，⚒⚐⚑⚖年現在，何らかの携帯電話を持つ未成年者（⚑⚐歳〜⚑⚘歳）
のスマートフォン所有率は過去最高の⚗⚐．⚖%（小学校高学年が⚓⚗．⚙%，中学生では⚗⚖．⚒%，高校生で
は⚙⚗．⚖%【デジタルアーツ⚒⚐⚑⚖】）となった。また，⚒⚐⚑⚕年の内閣府の調査結果から，携帯電話・
スマートフォンを所有する青少年のうち，小学生は約⚔⚕%，中学生は約⚘⚕%，高校生は約⚙⚗%がス
マホ等でインターネット（SNSを含む）を利用している。
　現代社会は様々なメディアが普及し，日本でも「ソーシャルメディア時代」と呼ばれ，人々は簡
単にSNSでコミュニケーションを図り，情報を送受信していることが多くなっている。そうした中
で，様々なネットトラブルが社会現象となり，これまで以上にメディア・リテラシーの重要性が高
まっている。
　メディア・リテラシーについては，現行の学習指導要領には文言がなく，次の学習指導要領で新
教科になる予定もない。高等学校では「情報」の教科の中で，中学校では「技術」や「社会科　公
民」の中で指導されることにはなっているが，まだまだ取り扱いが少ない。さらに，小学校におい
ては教科での取り扱いがないためもっと少なく，メディア・リテラシーが重要であると考える各研
究領域での個々の実践者や研究者と共に特定の実践者がメディア・リテラシー教育の指導実践に取
り組んできている現状である。
　今回，京都教育大学附属桃山小学校で，小学生に系統的にメディア・リテラシー教育を指導する
新教科「MC（メディア・コミュニケーション科）」の開発を一緒に行った実践者の先生方や全国
でメディア・リテラシー教育を実践されている先生方，そして助言者である研究者の先生方ととも
に，現代の「ソーシャルメディア時代」におけるメディア・リテラシー教育の理論と実践を通した
研究を行い，本実践事例集で報告するという貴重な機会を得ることができた。
　「ソーシャルメディア時代」におけるメディア・リテラシーを，次代を担う子どもたちに育成す
るとともに，文部科学省が提唱する家庭・地域にまで拡がることを願って実践事例集に家庭で育成
できる事例も含め，⚑⚗の事例を掲載することができたので，今後のメディア・リテラシー教育に少
しでも寄与できるのはないかと考えている。
　最後になったが，本研究をご支援いただいた公益財団法人　日本教材文化研究財団に対し，心よ
り感謝申し上げたい。特に，財団の専務理事の新免利也氏と事務局長の菅原康夫氏、そして鍛治紀
彦氏には，研究会の運営に関して大変お世話になるとともに，研究面でも貴重なご助言をいただい
た。ここに記して，お礼を申し上げたい。

　平成⚒⚘年⚙月
メディア・リテラシー研究会

代表　　　浅井　和行
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研究の概要

⚑ ．研究の目的

　家庭や各学校園で，子どもたちに，メディア・リテラシーを育てようとする時の支援と
なるように，家庭，幼稚園・保育所から高等学校までの「メディア・リテラシー教育の実
践事例集」を開発したいと考えた。
　
⚒ ．研究の方法

（⚑）メディア・リテラシーに関する研究・講演等を聞き，理論研究を行う。
（⚒）家庭，幼稚園・保育所から高等学校までのメディア・リテラシー教育の教材の開発・
実践を行う。

（⚓）開発しているメディア・リテラシーの教材について，研究会メンバーで検討を行う。
（⚔）研究の途中経過や成果をまとめ，日本教育メディア学会で発表する。
（⚕）研究報告書として「メディア・リテラシー教育の実践事例集」を発行する。

⚓ ．研究の成果と展望

　本研究の第⚑年次では，中橋雄教授（武蔵大学）や田中博之教授（早稲田大学）による
メディア・リテラシーに関する講演を研究会で聞き，「ソーシャルメディア時代のメディ
ア・リテラシー」に関する理論研究を進めた。また，幼稚園・保育所から高等学校までの
メディア・リテラシーの教材を開発し，実践しようとしている内容を研究会で各自提案し，
検討を行った。さらに，途中経過について，「第⚒⚑回 日本教育メディア学会」で発表した。
　第⚒年次には，メディア・リテラシー育成のための教材開発と実践的な試行を引き続き
行いながら，研究会でも検討を重ねた。そして，各自「第⚒⚒回 日本教育メディア学会」で，
その成果を発表し，新教材を開発した。⚒年間の研究のまとめを終え，⚒年間の研究成果
として，家庭，そして幼稚園・保育所から高等学校までの各校園種でのメディア・リテラ
シー教育の実践報告として，⚑⚗本の実践事例を掲載した「メディア・リテラシー教育の実
践事例集」を発行することができた。
　今後の展望としては，幼稚園・保育所から高等学校までの各校園種の教員がメディア・
リテラシー教育を行う際のガイドラインとなるような学習評価も含めた教材開発を行い，
メディア・リテラシー教育のカリキュラムガイドの作成の研究開発を行いたいと考えてい
る。
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⚔ ．研究の組織（所属は平成⚒⚗年度） 

分　　　担所　　　属氏　　名
研究の運営と総括
　＜実践事例＞

京都教育大学副学長・大学院連合
教職実践研究科長・教授

浅井　和行

理論研究（カリキュラムの観点か
ら）＜講演＞

早稲田大学教職大学院
教授

田中　博之

理論研究（メディア・リテラシー
の観点から）＜講演＞

武蔵大学
教授

中橋　雄

家庭の教材開発
＜実践事例＞（事務局）

京都市立九条弘道小学校
副教頭

吉田　のり子

幼稚園・保育所の教材開
発家庭の教材開発＜実践事例＞

住吉保育所
保育士

宮前　志麻

小学校の教材開発
＜実践事例＞

京都市立梅小路小学校
教諭　

平島　和雄

小学校の教材開発
＜実践事例＞

京都教育大学附属桃山小学校
教諭

木村　明憲

小学校の教材開発
＜実践事例＞

京都教育大学附属桃山小学校
教務主任

山川　拓

小学校の教材開発
＜実践事例＞

東京都北区立豊川小学校
主任教諭

佐藤　和紀

小学校の教材開発
＜実践事例＞

島根県江津市立津宮小学校
教諭

大久保　紀一朗

小学校の教材開発
＜実践事例＞（事務局）

豊中市立千成小学校
教諭

寺岡　裕城

小学校の教材開発
＜実践事例＞（事務局）

京都教育大学大学院
院生

杉本　大昂

中学校の教材開発
＜実践事例＞

京都教育大学附属桃山中学校
教諭

神﨑　友子

高等学校の教材開発
＜実践事例＞

聖母被昇天学院中学校高等学校
教諭

岡本　弘之

高等学校の教材開発
（事務局）

神奈川県立大和東高等学校教諭生田　幸士
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第⚑章　メディア・リテラシー教育（理論研究）
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日本におけるメディア・リテラシー教育の系譜

京都教育大学　教授　浅井　和行

⚑．はじめに　

　LINEやFacebook等のSNSを始めとする様々なメディアを利活用して，人々は便利に生
活やコミュニケーションをしている今日に，人々がメディアとの付き合い方であるメディ
ア・リテラシーの能力を身に付けることが重要となっている。そのことは次代を担う子ど
もたちにとっても当然のことといえる。　
　メディア・リテラシーとは，一般的に「メディアの読み書き能力」と訳されている。こ
の「リテラシー」はユネスコによって定義され，日本語でいう「読み書き能力・識字の力」
を意味している。「メディア・リテラシー」についても「メディア教育」，「生涯教育」と
してユネスコによって世界中に広められたものである。もともと，メディア・リテラシー
の源流は，イギリスのメディア教育にみられる（小柳⚒⚐⚐⚒，村上⚒⚐⚐⚘）が，メディア・リ
テラシーが必要とされる理由は，時代背景や地域の状況によって異なる（中橋⚒⚐⚑⚕）ので，
世界におけるメディア・リテラシー教育の発展の仕方も地域によって異なっている。ユネ
スコによって広められたメディア・リテラシー教育は，国によっては公教育の中で行われ
ている。
　本研究会では，日本におけるメディア・リテラシー教育での実践の一助となるように研
究を行ってきた。今回は，日本におけるメディア・リテラシー教育の系譜を簡単に述べる。

⚒．日本におけるメディア・リテラシー研究の系譜　

　日本では，古くからメディア・リテラシーの育成は必要とされ，各研究会や領域で様々
な教育メディアを通してメディア・リテラシーに関する研究が図⚑のように行われてきた。

図⚑　日本におけるメディア・リテラシー教育の系譜
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（⚑）⚑⚙⚒⚐年代〜⚑⚙⚓⚐年代　　　　
　日本のメディア・リテラシー教育の源流は，⚑⚙⚒⚐年代に，メディア・リテラシーという
言葉こそ使われていないが，放送・視聴覚教育（映像教育，映画教育，後にメディア教育
と言われており，放送教育や視聴覚教育と同義）の分野において，見ることができる。
　高桑（⚑⚙⚘⚐）によると，⚑⚙⚑⚐年代に「活動写真（映画）」という新しいメディアが社会
に登場し，子どもに悪影響であるという議論がなされていた。⚑⚙⚒⚐年代になると，活動写
真（映画）の教育的意義が注目されはじめ，映像による教育を実践し，教育映画を教育メ
ディアと捉え，学校の教育活動に利用しようという気運が高まってきた。
　東京の私立成城小学校（現　成城学園初等学校）では，⚑⚙⚒⚑年から映画の定期的利用が
開始され，⚑⚙⚒⚕年より月⚒回の「学校映画会」が開催されるようになり，映画教育が本格
的に始まり，映画の教育的利用を試みていた“鑑賞の教育”の理念の実践（竹下ら⚑⚙⚗⚖）
が日本のメディア・リテラシー教育の源といえる。同様に，⚑⚙⚒⚗年の富山県の「教育映画
日」や⚑⚙⚒⚘年の東京等での「児童映画日」の設定等の，教育映画を学校で鑑賞させる取組
が始まった（宇川⚑⚙⚗⚒）。それとともに，新しいメディアである映画の持っている特性から
教育効果を検証する映画教育や映像教育の実践研究が現場で行われるようになった。⚑⚙⚓⚐
年代後半に映画をマス・メディアとして捉え，その批判的受容能力の育成と経済的，政治
的条件の理解の必要性を指摘していることや，映画による自己表現能力の育成に言及して
いるところにもメディア・リテラシーの源流を見ることができる（宇川⚑⚙⚘⚐）。
　⚑⚙⚓⚐年代に，日本の放送教育の研究がラジオの学校放送の普及から始まることになる。
⚑⚙⚓⚑年の学校へのラジオ体操を始まりとして，⚑⚙⚓⚓年に⚕つの放送種目を「学校放送」と
して教育に利用する学習が始まった。西本三十二は「『ラジオによって展開される』教育
とともに『ラジオのための教育』がある」とし，学習活動での活用だけでなく，家庭での
視聴番組の選択や視聴指導まで発展させる必要性を説いている（宇川⚑⚙⚘⚐）。メディアは違
うが，現代にも通じる教育であるといえる。

（⚒）⚑⚙⚔⚐年代〜⚑⚙⚕⚐年代

　⚑⚙⚔⚗年には，私立ではあるが先の成城小学校（現　成城学園初等学校）において，表現
指導・鑑賞指導・技術指導で構成する教科としての「映画科（後に映像科）」での「映画
の時間」の学習が始められるようになった（竹下⚑⚙⚗⚖）。教育映画を中心とした鑑賞を通し
て見方や味わい方を指導し，映画や写真・スライドによる創作という表現・技術指導をす
ることは，メディア・リテラシー教育と同様の教育であるといえる。さらには，約⚗⚐年前
から特設の教科として，系統的にメディア・リテラシー教育を教科として指導していた。
しかし，映画による人間形成や鑑賞能力の育成を標榜して「映画教室」運動が展開されて
いた映像教育は一般化しないままに映画そのものの衰退と共に消えていった（宇川⚑⚙⚗⚒）。
　⚑⚙⚕⚓年のテレビ放送開始そして，⚑⚙⚕⚙年のＮＨＫ教育放送開始と共に⚑⚙⚕⚐年代の放送・
視聴覚教育は転換期を迎える。同様に，映画教育も映画教育から視聴覚教育への転換期で，
視聴覚メディアが実物の単なる代用ではなく本質がこめられて作りあげてあるものである
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という映像の作られ方そのものに対する理解力を高める映像読解力を身に付けさせること
がねらいとなっていき，テレビの発達と普及と共にこれ以降発展していく（高桑⚑⚙⚘⚐）。

（⚓）⚑⚙⚖⚐年代〜⚑⚙⚗⚐年代　　
　⚒度目の転換期は，⚑⚙⚖⚐年代のテレビが学校でも教育メディアとして普及し始めた頃に
起こった。この頃には，教室で学校放送番組を活用して，視聴能力を育成する放送教育の
実践研究が行われた。テレビを中心とする教育メディアを授業に取り入れた放送教育や視
聴覚教育の研究が盛んに行われるようになったのである。放送教育研究では，映像教材の
活用を中心に研究が進められ，「ナマ・丸ごと・継続」視聴という「生放送・放送を切らず
にそのまま・同じ番組を継続視聴する」視聴方法によって，メディア・リテラシーと同様
の映像視聴能力や映像活用能力が研究され始めた。その後，⚑⚙⚗⚐年代後半にテレビの普及
に伴い，ビデオ（VTR機器）等の録画再生機が登場し，学校現場では学校放送番組等の映
像教材を授業で活発に取り入れ，「再生・分断・部分」視聴という番組を録画した映像を途
中で切ったり部分的に視聴したりする視聴方法が登場し，先の「ナマ・丸ごと・継続」視
聴と対角のものとして議論されるようになった。先の成城学園初等学校では「映画科」か
ら「映像科」へ発展し，表現指導の内容が拡がりスライドや映画，VTR，OHP等の機器を
使って教材を自作し子ども達に創る喜びや創造性や構成力等の能力育成を図った。これら
は，メディア・リテラシーの考え方とほぼ同じ考え方で行われていたのである。
　⚓度目の大きな変化は，⚑⚙⚗⚐年代後半以降にコンピュータが学校に導入されたことによ
って起こった。コンピュータ教育も盛んになり，教育工学や情報教育等の各分野で能力開
発に関わってのメディア・リテラシーと考え方が似ているコンピュータ・リテラシーの研
究が始められるようになった。坂元（⚑⚙⚘⚖）は，コンピュータ・リテラシーをメディア・
リテラシーの一部であると紹介している。
　「FCT市民のメディア・フォーラム」（現在名「FCTメディア・リテラシー研究所」，
以下FCT）が，社会学の分野で，「メディア・リテラシー」を紹介した。FCTは，テレビ
の作り手（送り手），使い手（受け手），研究者がより良いテレビの実現をめざし，⚑⚙⚗⚗年
の発足以来，市民の視座から数々の政策提言等のリソースを提供し，実証調査研究や草の
根活動を積み重ねている（鈴木⚑⚙⚙⚑）。FCTは，北米のメディア・リテラシーの考え方を
日本の学会や研究会等で紹介し，メディア・リテラシー教育と共に，ジェンダー教育等に
影響を与えた。

（⚔）⚑⚙⚘⚐年代〜⚑⚙⚙⚐年代

　⚑⚙⚘⚓年の世界コミュニケーション年を日本の「ニューメディア元年」と名付け，⚑⚙⚘⚐年
代は「ニューメディア時代」と言われた。学校現場でも，PC－⚘⚘⚐⚑といわれるパーソナル・
コンピュータや学習用ソフトそしてワードプロセッサー（ワープロ）等の様々な教育メデ
ィアとして普及した。それに伴い，複数の教育メディアを組み合わせて授業を展開するメ
ディア・ミックスが各分野で研究された。様々な教育メディアの普及に伴い，各省庁でも
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以降メディア・リテラシーについての審議会等が行われていくこととなった。
　文部科学省では，⚑⚙⚘⚑年の中央教育審議会の生涯教育についての答申で，テレビ等の大
量の情報を正しく選択，活用することを明記したり，⚑⚙⚘⚖年の臨時教育審議会第二次答申
で情報活用能力に触れたりする等，メディア・リテラシーという文言は使っていないが，
文部科学省での源流を見ることができる。
　さらに，⚒⚐⚐⚐年には旧郵政省で「放送分野における青少年とメディア・リテラシーに関
する調査委員会」が結成され，この中で詳しくメディア・リテラシーについて検討された。
ここでは，メディア・リテラシーについて「総合的にメディアを利用するための能力」と
し，「メディアの特性を理解し，それを目的に適合的に選択し，活用する能力であり，メ
ディアから発信される情報内容について，批判的に吟味し，理解し，評価し，主体的能動
的に選択できる能力」（旧郵政省情報通信政策局放送政策課⚒⚐⚐⚐）と定義している。これ
以降，青少年を取り巻く有害環境対策や文部科学白書等でメディア・リテラシーの文言が
使われるようになっていった。
　放送・視聴覚教育から発展したメディア教育において，坂元はメディア・リテラシーに
ついて「視覚リテラシー，テレビ・リテラシー，コンピュータ・リテラシーをまとめてメ
ディア・リテラシーと呼んでいる。メディア・リテラシーは，映像による情報を受け取る
能力を含んでいるが，映像を使う力，映像をつくって自己を表現する能力も含んでいる
（坂元⚑⚙⚘⚖）」と述べ，『メディアの特性の理解力・批判能力（わかる）』『メディア選
択・利用能力（つかう）』『メディア構成・制作能力（つくる）』と受け手・使い手・つ
くり手が対応しているのがメディア・リテラシーの構造であると概念化し，メディア・リ
テラシーの育成を紹介している。その中でも上記のようなメディア・リテラシーの育成研
究が水越（⚑⚙⚘⚑）や吉田（⚑⚙⚘⚕・⚑⚙⚘⚖）らが「視聴能力」や「『映像視聴能力（受け手と
しての能力）』・『映像制作能力（送り手としての能力）』・『映像活用能力（使い手と
しての能力）』」，「映像視聴能力（とらえ方・感じ方・あらわし方）」等の文言で実践さ
れていた。
　⚑⚙⚙⚐年頃から，マス・メディアの報道の在り方が社会的に問われるようになる。それま
で，日本の社会は報道を鵜呑みにすることが多かった。PTA等が「子どもに見せたくない
番組」を調査すること等はあったが，報道を鵜呑みにすることが危険であるということを
目の当たりにすることになったのは，⚑⚙⚘⚙年の朝日珊瑚事件や⚑⚙⚙⚔年のオウム真理教によ
る松本サリン事件であった。朝日の珊瑚事件は，朝日新聞の記者が珊瑚礁に自ら落書きを
して，モラル低下を訴える記事を自作自演した。このような社会問題によって，メディ
ア・リテラシーは「マス・メディアから発信される情報を批判的に読み取る能力」と捉え
られる部分が強くなる。一方，松本サリン事件では，被害者が犯人であるかのような報道
がテレビや新聞，週刊誌等で行われるという前代未聞の報道被害事件が起こった。長野県
松本美須々ヶ丘高等学校放送部の部員は「メディア使い」となり，このような報道の在り
方を高校生が取材・調査し，分かったことからメディアを使って番組を作った（林直哉，
松本美須々ケ丘高校放送部⚒⚐⚐⚔）。こうして，高校生にメディア・リテラシーの育成を行っ
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たが，この時のメディア・リテラシーは，「メディアから発信される情報を的確に読み取り，
メディアをうまく使いこなして表現し，仲間や社会にメッセージを発信していく（林⚒⚐⚐⚗）」
ことと定義されている。
　また，⚑⚙⚘⚕年には新聞業界が提唱したNIE（教育に新聞を）教育が始まり，先の報道の
在り方を含め，国語科や社会科で，メディア・リテラシーの実践が行われていくようにな
った。
　⚔回目の大きな変化はインターネットが登場した以降に起こる。⚑⚙⚘⚐年代に出現したイ
ンターネットが日本で大きく普及したのは「インターネット元年」といわれる⚑⚙⚙⚕年以降
で，学校現場でも同様な変化である。情報教育やメディア教育等の分野では，「ハイパー
メディア」と呼ばれるハイパーテキストの考えのもと，音声・音楽，ビデオ画像，写真等
の多様な情報を簡単に取り扱える新しいコンピュータの特色を生かし，作品作りを通して
の表現やコミュニケーション能力の育成が行われた。また，ハイパーメディアと同義に使
われることが多い「マルチメディア学習」では，メディア・リテラシーと同様の考え方で
ある「マルチメディアリテラシー」の育成研究が行われていた（田中⚑⚙⚙⚕）。「マルチメデ
ィア学習」の実践モデルとして，「メディアに対する知識と操作技能の向上」，「メディアに
対して批判的に関わる能力」「メディアを効果的に活用する能力」を「メディア・リテラ
シー」と定義し，その指導法を研究していた（木原⚑⚙⚙⚕）。
　インターネットの登場により，「ホームページ」や「ブログ」という自ら表現・発信でき
るメディアが出現し，メディア・リテラシーの重要性が高まった。

（⚕）⚒⚐⚐⚐年代〜⚒⚐⚑⚐年代　
　学校現場で様々な教育メディアが普及し，また，学習指導要領改訂で「総合的な学習の
時間」や高等学校の「情報科」の新設に伴い，⚒⚐⚐⚐年前後から，メディア・リテラシー教
育の必要性が社会学や放送教育や情報教育，国語科教育の一部で主張され，様々な実践が
試みられ紹介されるようになった。
　教科研究の中で，先進的にメディア・リテラシーについて実践していた国語科教育でも，
⚒⚐⚐⚐年頃から本格的にメディア・リテラシーの実践研究（井上・中村⚒⚐⚐⚑，佐藤⚒⚐⚐⚒）が
始まっている。それまでもメディア・リテラシーという文言はないが，新聞を活用してＮ
ＩＥの授業が行われていたり，文章を批判的に読む授業や学校放送番組から制作の意図を
考えたりする授業が行われていたのである。高等学校での情報教育として国語科や現代社
会での新聞活用や新設の「総合的な学習の時間」や「情報A」でのメディア・リテラシー
の実践例（小川ら⚒⚐⚐⚒）がある。このように，各校種の総合的な学習の時間を含む各教科
で育めるメディア・リテラシー教育の実践事例（藤川⚒⚐⚐⚐，児言研⚒⚐⚐⚕等）がこの頃多数
紹介されたのである。また，保健教育（藤川ら⚒⚐⚐⚓）や人権教育（森田ら⚒⚐⚐⚖），図書館指
導（森田ら⚒⚐⚐⚐等）でもメディア・リテラシー教育が実践されるようになった。さらに，
新設の総合的な学習の時間（福井工学研⚒⚐⚐⚒等）や情報科（中橋⚒⚐⚐⚕等），そして大学（水
越ら⚒⚐⚐⚙等）におけるメディア・リテラシー育成の実践が次々と紹介された。この頃のメ
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ディア・リテラシー教育では，メディアを批判的に読み取るだけではなく，作品の制作・
表現を通して，双方向のコミュニケーションを培うように変化していった。
　放送教育では，この頃に多くのメディア・リテラシーが育成できる学校放送番組がＮＨ
Ｋによって制作される。その番組は，小学校中学年を対象とした「しらべて　まとめて伝
えよう（⚒⚐⚐⚐〜⚒⚐⚐⚔年度）」や小学校高学年対象の「体験メディアのABC（⚒⚐⚐⚑〜⚒⚐⚐⚔年
度）」・「伝える極意（⚒⚐⚐⚘〜⚒⚐⚑⚒年度）」，中学校・高等学校対象の「メディアを学ぼう
（⚒⚐⚐⚕年度〜）」等である。
　メディア教育や情報教育，そして情報工学等の分野では，デジタルカメラやゲーム機・
タブレット端末等の情報端末等の教育メディアが学校現場で普及し，様々なメディアの特
性を理解し，自分たちが調べたことやわかったことをメディアで表現したり作品を製作し
たりして発信する実践研究が行われていく。
　社会学では，東京大学を中心として，市民のメディア表現とリテラシー，つまりメディ
ア・リテラシー育成の実践的な研究プロジェクト「メルプロジェクト」（Media Expression, 
Learning and Literacy Project）が⚒⚐⚐⚑年度から⚕年間限定で行われ，「ワークショップ」
をキーワードとしてメディア・リテラシー実践の拡大と深化を体現した（水越⚒⚐⚐⚙）。　そ
の中の一つに，日本民間放送連盟（民放連）とともに，「民放連メディア・リテラシープロ
ジェクト」として，⚒⚐⚐⚑年・⚒⚐⚐⚒年に小学生から大学生まで各地方局での放送番組制作を
通してメディア・リテラシーを育成していく取組を行った（東大メルプロジェクト⚒⚐⚐⚕）。
その後は，メル・プラッツ（MELL Platz）として⚒⚐⚑⚑年まで展開された（水越⚒⚐⚑⚔）。
　⚒⚐⚐⚐年代半ばになると，インターネットにアクセスできるパソコンが家庭で急速に普及
し，ホームページやブログが家庭で簡単にできるようになる。また，⚒⚐⚐⚐年には小型化し
た携帯電話が固定電話を上回り，携帯電話でインターネット通信ができるようになり（例
えばNTT Docomoのiモードは⚑⚙⚙⚙年に開始），呼称も「ケータイ」と変わるぐらい普及し
た。このインターネットやケータイの普及が，子どもたちのメディアに関わるトラブルや
学校裏サイトの登場，ネットいじめ等を生み，メディア・リテラシー教育での⚕回目の大
きな変化になったのである。
　⚒⚐⚑⚐年代になると，⚒⚐⚐⚐年代に始まった「ソーシャル・ネットワーキング・サービス
（以降SNS）」が，ケータイや「スマホ」と呼ばれるスマートフォンの普及と共に日常の
ものとして利活用され本格的な「ソーシャルメディア時代の到来」となった。⚒⚐⚐⚘年に，
日本ではスマホを含むケータイの所有台数が⚑億台を超えた。SNSのFacebookやmixi，
そしてTwitter・LINE等は，スマホを通じて発信することが多くなっている現代に，メデ
ィア・リテラシー教育には⚖回目ともいえる大きな変化が起こっている。そのような⚒⚐⚑⚐
年に，文部科学省は「教育の情報化に関する手引き」を改訂し，教育の情報化として「電
子黒板」をはじめとするICT（コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報コミュニ
ケーション技術）活用を各教科で実施することと，「情報活用能力」の育成を謳った（文科
省⚒⚐⚑⚐）。「情報活用能力」は，情報を主体的に選択・活用できる能力や情報社会に参加す
る態度で，メディア・リテラシーと今はよく似た能力である。
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　新しい様々な教育メディア，そしてスマホやケータイ等との付き合い方や指導の実践事
例も次々と紹介されている（例えば，水越⚒⚐⚐⚙，中川⚒⚐⚑⚐，藤川⚒⚐⚑⚑等）。
　また，放送教育では，小学生にメディア・リテラシーを育成するための学校放送番組と
して「メディアのめ（⚒⚐⚑⚒年度〜）」が制作（筆者も番組委員を務めている）され，書籍
でも紹介されている（NHK⚒⚐⚑⚓）。
　このように，メディア・リテラシー教育に関する実践研究の報告も少しずつ蓄積されて
きている（例えば，鈴木⚑⚙⚙⚗，　藤川⚒⚐⚐⚐等）。また実践を支援する教材やリソースガイド
の開発研究も行われてきた（中橋⚒⚐⚐⚗）。また，国語科を中心に教科書にメディア・リテラ
シー教材が掲載されたことにより指導実践が増えてきている。
　しかし，日本ではメディア・リテラシー教育が，十分に普及してこなかった現状がある。
これは，イギリスやカナダ，オーストラリア等と違って公教育で教えるための独立した教
科ではなく学習指導要領にも記載されていなかったため，様々なメディアが普及した現代
社会で求められているメディア・リテラシーを子どもたちに系統的に育てることは難しか
った。例えば，中学校「社会　公民的分野」の教科書⚗種類中⚕冊に「メディア・リテラ
シー」という言葉が掲載されている。また，高等学校では共通教科情報「社会と情報」の
教科書⚖社からの⚘冊のうち⚖冊に掲載されている（中橋⚒⚐⚑⚕）。公教育で，「メディア・
リテラシー」が掲載されていない教科書で学ぶ児童・生徒がいることは残念である。また，
中橋（⚒⚐⚑⚕）が述べるように，使っている教科書によって概念の認識に大きな差が生じる
現状は望ましくない。そこで，日本の小学校における新教科としてメディア・リテラシー
教育を行う京都教育大附属桃山小学校等の研究（京都教育大学附属桃山小⚒⚐⚑⚓）もある。

⚓．終わりに

　今回，大きく発展している⚒⚑世紀のソーシャルメディア時代における日本のメディア・
リテラシー教育の系譜をまとめ直してみようと考えた。今まで，筆者は放送教育やメディ
ア教育，そして教育工学等の分野で，メディア・リテラシー研究を行ってきた。改めて，
今までの論文や書籍等を基に，メディア・リテラシー教育をとらえ直す良い機会となった。
その中で，成城学園初等学校の書籍と出会い，今から⚙⚕年前にメディア・リテラシー教育
の源流である“鑑賞の教育”が同校で始まり，その実践の積み重ねにより約⚔⚐年前に教科
「映画科」が開発されたこと，その内容も教育メディアの特性を理解し，映像の情報を読
み取り，わかったことや考えたことを作品として番組や劇等として創り，効果的に表現・
発信するというまさにメディア・リテラシーの取組の実践が詳しく紹介されていた。
　現代は，スマホやゲーム・タブレット端末を通じてインターネットと通じている便利な
時代であるが，新しいメディアが出てきても特性を理解し，情報を読み解き，送り手とし
て相手意識を持って表現・発信し，適切にコミュニケートできることが，これまで以上に
求められている時代であると痛感した。
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アクティブ・ラーニングを充実させるICT活用と学習環境整備のあり方

早稲田大学教職大学院　教授　田中　博之

⚑．はじめに

　アクティブ・ラーニングは，次期学習指導要領の基調を決める重要なキーワードである。
児童生徒の主体性を生かし，協働的・体験的な学習を通して，創作表現や問題解決を行う
学習である。
　言い換えれば，アクティブ・ラーニングは，協働的な学びを通して，子どもたちが情報
を集めたり加工して表現することや，自分の言葉で考えて自己表現したりする学習である
ことから，それを支える学習環境の充実がアクティブ・ラーニングの成否を決める条件に
なるといってよい。
　例えば，学校図書館の学習センター化に始まり，タブレットPCの導入・整備，インター
ネットに接続された校内ネットワークの設置，プレゼンテーションのための電子黒板や液
晶プロジェクタの設置，またアナログ的な環境としての情報掲示エリアの整備や思考ツー
ル・表現ツールとしてのホワイトボードの購入など，予算的措置を必要とする数多くの環
境整備が求められる。
　つまり，アクティブ・ラーニングは，児童生徒の教科学力や汎用的能力を育て，主体的
で協働的な学びを支える学習環境の充実なくしては，十分に成立しえないものである。
　本稿では，その具体的な姿を描き出してみたい。

⚒．統計データが示すICT活用の有効性

　具体的なICTの活用方法を紹介する前に，一つの興味深いデータを見てみることにした
い。
　そのデータとは，やや古いデータであるが，「総合学力研究会」（事務局：ベネッセ教育
研究開発センター）が，⚒⚐⚐⚔年に実施した「学力向上のための基本調査⚒⚐⚐⚔」で明らかに
した，ICTの活用と子どもの教科学力の関係についてである。
　この調査は，小学校⚔・⚖年の児童約⚕，⚖⚐⚐名と中学校⚓年の生徒約⚓，⚓⚐⚐名，さらに，
小中学校教師約⚑，⚑⚘⚐名を対象にして行った全国的な質問紙調査で，子どもには，算数・数
学と国語，英語（中学校のみ）の学力調査及び生活・学習状況調査，そして，教師には，
指導状況調査を受けていただいたものである。
　それによると，明らかに，ICTを授業でよく利用している教師が担当する子どもは教科
学力が高いという結果が出たのである。
　では，どのような調査項目が教師の指導状況調査に含まれていたのだろうか。それは，
次の⚖項目である。
［教科学力と関係性のあるICT活用の方法］
①　教科書や板書では伝えにくい内容を，パソコン等による映像を用いるなどして，分か
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りやすく提示するようにしている。
②　実際に体験することが難しい事象等は，パソコン等による疑似体験の場を用意して，
子どもの理解を促している。
③　IT機器を情報の収集・分析や思考のツールとして取り入れて，課題探究の過程で積極
的に活用させている。
④　調べたり，考えたりしたことを，パソコン等を使って他者に効果的に伝える方法を指
導している。
⑤　情報の伝達・共有や意見の表明・交換のツールとして，電子メール等を活用させてい
る。
⑥　IT機器の扱い方や，情報収集の仕方，レポートのまとめ方等のスキルに関するハン
ドブックを作成し，子どもに活用させている。
　この⚖項目は，ICTの教育利用に関わる多様な授業形態を想定して，例えば，「ICTを
用いた分かりやすく楽しい授業」や，「子どもがICTを活用して問題を解決する授業」，そ
して，「ICTの活用方法を学ぶスキル基礎講座」を行っているかどうかを見るために作られ
ている。
　結果を示すと，教科学力テストの成績を偏差値に換算した得点と，上記の⚖項目におい
て教師が授業でICTを活用している状況とをかけ合わせてみてみると，ICT活用上位群の
教師が教えた子どもの教科学力が最も高く，小学校⚔年生で⚕⚕．⚙ポイント，小学校⚖年生
で⚕⚓．⚘ポイント，そして，中学校⚓年生で⚕⚘．⚑ポイントとなっている。
　それが，ICT活用中位群になると子どもの教科学力は，偏差値でおよそ⚔ポイントから
⚑⚐ポイントも低くなるのである。この差は，一つの指導方法と子どもの教科学力との関係
性としては大きなものである。
　そして，ICT活用下位群の教師が教えた小学生の学力は，上位群の子どもたちと比較し
て偏差値でおよそ⚑⚐ポイントも低いのである。
　ただし，中学校においては，ICT活用下位群で逆に偏差値は⚕⚕．⚐ポイントに上昇するが，
その群は全体の⚑⚕%程度しかいないことと，全体の⚗⚐%もいるICT活用中位群と上位群を
比較して既に偏差値で⚑⚐ポイント以上の差があることから，中学校においてもICTの有効
利用は，生徒の教科学力と強い相関関係にあるといえる。
　さらに，中学校⚓年ともなると，受験を間近にして，すでに進学実践の高い中学校にお
いては，受験学力と直接関係のないように見えるICT活用を控えたと見ることもできるだ
ろう。したがって，「ICT活用をしない方が，学力が上がる」とはいえないことに注意した
い。
　ここで紹介した教師アンケートの項目の中で，③，④，⑤は，現在では，アクティブ・
ラーニングにおけるICT活用の典型的な方法であるといってよいだろう。
　その意味で，以上の全国調査のデータから見る限り，ICT活用をバランスよく教科学習
に組み込むことが，アクティブ・ラーニングを通した子どもの教科学力の向上に必要であ
ることが明らかになったのである。
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⚓．ICT活用による基本的な学習環境の整備

　では次に，子どもの課題解決に向けた主体的・協働的なアクティブ・ラーニングにおい
て，ICT活用をどのようにすればよいのかについて，具体的に見てみよう。

○子どもの思考過程や表現内容を教材としてICT（電子黒板やタブレットPC）で共有化し，
主体性や協働性を高める授業を行う。
　例えば，子どもたちにデジタルカメラやタブレットPCで自分のノートや作品を撮影さ
せて，液晶プロジェクタで投影しながら，自らの工夫点や考えを発表する機会を設定する
とよい。さらに，動画機能を用いれば，子どもたちが自らの思考や操作，製作のプロセス
を提示してクラスで共有することも可能になる。

○子どもの問題解決力や活用型学力を育てるICT活用を工夫する。
　例えば，理科の時間に校庭の植物を調べて，「デジタル植物図鑑」を製作したり，総合的
な学習の時間において，社会科との関連で地域の課題について調べて，パワーポイントを
使った討論会を開いたりするような学習が効果的である。さらに，スマートフォンやタブ
レットPCを使うことによって，校外での自然観察や社会見学において主体的な情報収集
活動が可能になる。
　また，WEB会議システムを用いることで，学校間交流がますます盛んになり，子ども
たちは遠くの学校にたくさんの友だちを作って情報や意見の交流を行えるようになる。そ
うした協働的な学びの結果として，問題解決的な学習にさらに興味がわき，アクティブ・
ラーニングが学力向上にもつながるだろう。

⚔．問題解決的な学習を支援するICT環境の整備

　さらに，問題解決的な学習を支援するICT環境の整備という観点から，ICT活用のあり
方を整理してみたい。

○図書館の学習センター化やタブレットPCの充実により，問題解決的な学習の過程にお
いて，子どもたちの「知る」「創る」「表す」「関わる」「律する」というそれぞれの活
動が，コンピュータをはじめとする多様なメディアを組み合わせて行われるよう工夫する。
具体的には，次のような活動例が考えられる。

①知る活動とICT環境（検索，収集）
　知る活動では，まず，CD-ROM図鑑やインターネットの検索機能を用いて，調べ学習
の目的に応じた情報を収集することがあげられる。また，取材や記録のためにデジタルカ
メラやビデオカメラを使ったり，データの分析のためにコンピュータの表計算ソフトやグ
ラフソフトを使うことができる。
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②創る活動とICT環境（表現，制作，再構成）
　そうして集めたネットワーク上の情報と，第一次情報として自分たちで集めてきたビデ
オ映像や，インタビュー音声，そして，文献資料を活かして，子どもたちにマルチメディ
ア・データベースやプレゼンテーション資料を創らせたい。この段階では，スキャナーや
カラープリンターといった周辺機器の操作や，ビデオ，音声，文字といった多様なデータ
を組み合わせるマルチメディア編集の技能も育てておきたい。
③表す活動とICT環境（プレゼンテーション，作品提示）
　コンピュータを使って作品ができあがると，次には，それを多くの人へ発信してみよう。
クラスの友だちだけでなく，時には，学年や学校を越えて，地域や年齢の異なる人々へ調
べ学習の成果を発表するようにしたい。インターネットのウェブサイトにアップすれば，
国内はもとより，世界中に共同学習のパートナーを見つけることができる。
④関わる活動とICT環境（参加，交流，交換）
　そして，発表学習を一度きりの一方通行に終わらせないために，学校間交流校との提携，
おたずねメール特派員，ボランティア隊としての登録等，交流を継続できるような工夫が
大切になってくる。インターネットのメール機能はもちろんのこと，ファックスや電話で
のお便りや季節の挨拶も，心をこめたメッセージになる。
⑤律する活動とICT環境（計画，評価）
　まず，「目標設定」の段階では，やってみたいことをアイデア・プロセッサで書き出した
り，交流学習では交流校の友だちとテレビ会議や電子メールを用いたりする打ち合わせが
行われる。そうして明確になった目標を，ワープロソフトできれいに清書して，プロジェ
クトに関わるメンバーに配布して目標の共有化を行うことになる。
　次に，「計画立案」の段階では，スケジュールソフトを使って，タイムライン，役割分担，
訪問先等を，グループで話し合いながら詳細に決定していく。もちろん，後での変更は構
わない。そうして決められた計画案を，プリントアウトして自分のポートフォリオにとじ
込んだり，交流学習をしているときには交流相手にも送ったりして，これからの活動の流
れについて十分打ち合わせをしておきたい。
　「評価」の段階では，コンピュータを使って，あらかじめ決められた自己評価項目にそ
ってプロジェクト学習の成果をふりかえり，その得点をレーダーチャートにまとめて考察
を加えることができる。客観的な尺度で自己評価ができ，さらにその評価結果を自分のポ
ートフォリオに保存しておいて，次の学習の計画立案に活かせることがメリットである。

⚕．学校図書館の学習センター化

　最後に，アクティブ・ラーニングを支える学習環境として，学校図書館の学習センター
化をあげたい。図書館において，児童生徒の主体的で協働的な資料活用を可能にすること
が大切である。
　まず条件整備の第⚑にあげたいのは，情報ネットワークの整備である。有線のインター
ネット接続だけでなく，学校図書館にも無線のWifi環境があれば，先述したようにタブレ
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ットPCからインターネットに容易に接続して，児童生徒の情報収集活動を支援すること
ができる。
　第⚒には，児童生徒の単元学習を支える並行読書を充実させることができるように，各
教科でアクティブ・ラーニングを実施する重点単元のテーマや題材に対応した豊かな蔵書
をそろえておくことである。もちろん，図書館司書の配置は必須になるだろう。そして，
無線LANにつながれてインターネット接続を可能にしたタブレットPCによる情報検索と，
並行読書による資料活用とを連携させながら，主体的で協働的な学習を内容面から支える
ようにしたい。
　第⚓に，図書館内の一部のコーナーを仕切ってブース化し，マルチメディア・コーナー
と称して，コンピュータによる情報検索やDVD視聴ができるようにしたい。
　最後に，学校図書館にも液晶プロジェクタや電子黒板を設置して，発表活動まで行える
ようにしたい。

＜参考文献＞
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⚓　田中博之著『アクティブ・ラーニング実践の手引き』教育開発研究所，⚒⚐⚑⚖年。
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メディア・リテラシー教育の現状と課題　〜情報教育との比較から

武蔵大学　教授　中橋　雄

⚑．はじめに

　メディア・リテラシーを育成するための教育をメディア・リテラシー教育あるいはメデ
ィア教育と言い，情報活用能力を育成するための教育を情報教育と言う。近年，「メディ
ア・リテラシーと情報活用能力の違いがよくわからない」という声を聞くことがある。な
ぜそのような状況が生まれたのだろうか。
　メディア・リテラシーと情報活用能力は，どちらも複数の能力要素から構成されている
複合的な能力であり，部分的に共通する能力を含むため，混同して言葉が使用されて混乱
を招いているということが理由の⚑つとして考えられる。また，どちらも国や時代の背景
によって概念が拡張されてきた経緯があるため，結果として重なる領域が大きくなってい
るということが，⚒つ目の理由として考えられる。しかし，学術的に見ればその能力が求
められるようになった背景や理念には違いがあり，具体的な教育実践を細かく見ていくと，
それぞれ異なる方向性をもっていることが理解できる。
　本稿では，メディア・リテラシー教育の現状と課題を考える前提として，あらためてメ
ディア・リテラシーとはいかなるものであるかということを情報活用能力と比較すること
によって検討する。まず，情報活用能力および情報教育とは何か，メディア・リテラシー
およびメディア・リテラシー教育（メディア教育）とは何かということについて，それぞ
れの目標や成立した歴史的背景の違いに基いて整理する。そして，西オーストラリアの学
校教育実践を事例として，情報教育ではあまり見られないメディア・リテラシー教育の特
徴について理解を深める。

⚒．情報教育の定義と歴史的な背景

　情報教育とは，情報活用能力を育む教育のことである。そして，情報活用能力は，以下
に詳細を示した「情報活用の実践力」，「情報の科学的な理解」，「情報社会に参画する態度」
の⚓つをバランスよく育むこととされている。これは，「情報化の進展に対応した初等中
等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」が⚑⚙⚙⚗年⚑⚐月に提言した
「体系的な情報教育の実現に向けて」（第一次報告）の中で整理されたものである（文部
科学省　⚑⚙⚙⚗）。

　⚑ ．情報活用の実践力：課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，
必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏
まえて発信・伝達できる能力　

　⚒ ．情報の科学的な理解：情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適
切に扱ったり，自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理
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解
　⚓ ．情報社会に参画する態度:社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や

及ぼしている影響を理解し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考
え，望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

　この情報活用能力に関わる枠組は約⚒⚐年間変わることなく使われ続けている。その一方，
具体的な教育内容については，当然，変化を繰り返している。情報教育がどのような教育
なのかという概念が情報技術の発展や時代背景によって拡張されてきた歴史的経緯がある。
中橋（⚒⚐⚑⚔）は，岡本（⚒⚐⚐⚐）の整理を踏まえて，中橋（⚒⚐⚐⚕）が作成した「第一世代〜
第四世代の情報教育」にそれ以降の時代を追加し，「情報教育」の概念が時代を経て蓄積・
拡張されてきたことを整理している（図⚑）。この整理は，情報教育としてすでにあるもの
を継承しつつ，時代の変化に応じて新しい内容を取り込み，拡張されてきた歴史を示して
いる。そのため，第一世代（⚑⚙⚘⚐年代〜）に示したプログラミングやアルゴリズムに関わ
る内容は，第六世代（⚒⚐⚑⚐年代〜）においても情報教育の一部として行われている。基本
的に，技術や社会の変化があった後に学習指導要領などの教育の方針が決まり，教科書な
ども整っていくため，時代の変化よりも一歩遅れて情報教育の内容が加わる構造をもって
いる。情報活用能力の内容が示された「体系的な情報教育の実現に向けて」（第一次報告）が
公開されたのは⚑⚙⚙⚗年であることから，第⚔世代以降の「情報教育」に，この考え方が反
映されることになる。当時，インターネットも一般に普及し始め，コンピュータがコミュ
ニケーションのための道具として使われることが増えていった。音声・文字・静止画・動
画を統合的に扱うことができ，インタラクティブ性・双方向性をもったメディアとして，
既存メディアと部分的に融合しながら，その後も使われる技術は進歩し続けている。以下
に，技術開発や社会状況の変化に対応した「情報教育」がどのようなものとして受け止め
られてきたか，時代区分ごとに説明する。
 

図⚑　時代ごとに拡張されてきた情報教育観（中橋　⚒⚐⚑⚔）
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（⚑）第一世代の情報教育（⚑⚙⚘⚐年代〜）

　第一世代の情報教育（⚑⚙⚘⚐年代〜）は，コンピュータに関してハードウェアの仕組みや
プログラミング，アルゴリズム，ファイル処理等を学ぶものであった。この時代のコンピ
ュータはスタンドアロン（他のコンピュータと接続しない状態）で使われることが多く，
入力したことに対して人間には不可能なほどの速さで結果を出力する計算機であった。

（⚒）第二世代の情報教育（⚑⚙⚙⚐年代前半〜）

　第二世代の情報教育（⚑⚙⚙⚐年代前半〜）は，第一世代の情報教育に加え，文書処理，表
計算，データベース，描画，パソコン通信等の応用ソフトウェアの活用スキルを重視した。
この時代のコンピュータは，計算機としてだけでなく，表現するための道具として使われ
るようになっていった。

（⚓）第三世代の情報教育（⚑⚙⚙⚐年代後半〜）

　第三世代の情報教育（⚑⚙⚙⚐年代後半〜）は，第一・第二世代に加え，問題解決・計画・
表現の手段としての分析・統合，創作，表現等の能力が重視されるようになった。単にソ
フトを使うことができるというスキルの獲得を超えて，情報技術を活用することで何を実
現できるのか，ということに目が向けられた。

（⚔）第四世代の情報教育（⚒⚐⚐⚐年代前半〜）

　第四世代の情報教育（⚒⚐⚐⚐年代前半〜）は，ネットワーク化されたコンピュータをコミ
ュニケーションのためのメディアとして活用する能力が重視されるようになった。ここに
は，⚓DCGや映像編集も含むデジタルメディア表現能力，メディアの特性を理解し，構成
された情報を主体的に読み解く力，情報モラルなどが含まれる。

（⚕）第五世代の情報教育（⚒⚐⚐⚐年代後半〜）

　第五世代の情報教育（⚒⚐⚐⚐年代後半〜）は，さらに，ユビキタスコンピューティングの
環境下におけるWeb⚒．⚐時代のメディア・リテラシーが求められるようになった。いつで
もどこでも誰でもインターネット上の情報にアクセスできる環境や利用形態をユビキタス
コンピューティングという。持ち運びが容易な携帯情報端末，携帯電話からもインターネ
ット接続が可能になり利用者を増やした。また，商用サービスとしてブログやSNSを始め
とするCGM（Consumer Generated Media）が使われ始め，Webサイトを作る技術と言う
よりも，多様な形態でコミュニケーションを生み出す能力が重視されるようになった。個
人の情報発信や，インターネットを通じた人との関わりが質・量とも飛躍的に増大した時
代である。

（⚖）第六世代の情報教育（⚒⚐⚑⚐年代前半）

　第六世代の情報教育（⚒⚐⚑⚐年代前半）は，クラウドコンピューティングが実現するソー
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シャルメディア時代のメディア・リテラシーが重視されると予想される。利用者が自分の
端末を通じて，インターネット上のハードウェア，ソフトウェア，データをその存在や仕
組みを意識することなく利用できる環境や利用形態のことをクラウドコンピューティング
という。そうした利用形態のもとで一般大衆に広く開かれた動画共有サイト，SNS，マイ
クロブログなど，つながりがつながりを生み，世の中の話題を生み出すメディアの特性や
影響力を理解して活用する能力や，それらによって人々のライフスタイルや価値観がどの
ように影響を受けるか考え行動できる能力が重視される。

　以上のように，情報教育のルーツは，コンピュータを用いた情報処理，ハードやソフト
の活用スキルにあると捉えることができる。そして，⚒⚐⚐⚐年代くらいからコンピュータネ
ットワーク，クラウド，SNSなどの技術発達にともないメディア・リテラシーと関連する
能力の必要性が高まった。コンピュータとネットワークがメディアとして活用されるよう
になったことから情報教育においてもメディア・リテラシーの育成を重視するようになっ
たという経緯がある。
　時代の変化にともなって，情報教育の中にメディア・リテラシーの一部が食い込み，位
置づくようになっていった。実際に，高等学校の必修教科「情報」において，学習指導要
領でメディア・リテラシーという用語は見受けられないが，多くの教科書では，メディア・
リテラシーという用語の説明やメディアについて学ぶ必要性について取り扱われている。
つまり，情報教育の中にメディア・リテラシーを育むための内容が組み込まれているとい
うことである。
　しかし，メディア・リテラシーの育成は情報教育の学習内容からすれば，全体の一部分
にあたる内容でもあることから，やや簡潔に扱わざるをえないのが実情である。他にもコ
ンピュータやネットワークの仕組みの理解やプログラミング，アルゴリズム，シミュレー
ション，機器やソフトの利活用スキルなどが重要な学習内容として位置づいている。一方，
こうした学習の内容について，メディア・リテラシー教育ではメディアの特性を理解する
ために一定程度取り扱うこともあるが，そこまで詳細に扱うことはない。この点にメディ
ア・リテラシー教育と情報教育の違いがある。

⚓．メディア・リテラシーとは，何か

　メディア・リテラシーの定義は，諸説ある。例えば，鈴木（⚑⚙⚙⚗）は，「メディア・リテ
ラシーとは，市民がメディアを社会的文脈でクリティカルに分析し，評価し，メディアに
アクセスし，多様な形態でコミュニケーションを創り出す力を指す。また，そのような力
の獲得を目指す取組もメディア・リテラシーという。」とメディア・リテラシーを定義し
ている。これは，カナダの市民組織「メディア・リテラシー協会（Association for Media 
Literacy = AML）」の定義と，アメリカで⚑⚙⚙⚒年に開催された「メディア・リテラシー運
動全米指導者会議」でまとめられた定義を踏まえたものであるという。メディアの分析，
評価に力点があり，マスメディアに対する受け手としての市民に求められる能力を想定し
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ていると考えられる。
　次に，水越（⚑⚙⚙⚙）は，「メディア・リテラシーとは，人間がメディアに媒介された情報
を構成されたものとして批判的に受容し，解釈すると同時に，自らの思想や意見，感じて
いることなどをメディアによって構成的に表現し，コミュニケーションの回路を生み出し
ていくという，複合的な能力である。」と定義している。この定義は，分析，評価だけで
なく，表現能力にも重きを置いていることがわかる。これは，「①マスメディア批判の理
論と実践」「②学校教育の理論と実践」「③情報産業による生産・消費のメカニズム」の
⚓つの歴史的な系譜を踏まえた定義だとされている。
　そして，こうした定義を踏まえた上で，中橋（⚒⚐⚑⚔）は，「メディア・リテラシーとは，
メディアの意味と特性を理解した上で，受け手として情報を読み解き，送り手として情報
を表現・発信するとともに，メディアのあり方を考え，行動していくことができる能力」
であるとしている。これは，能動的に社会に関わり課題を解決して社会を開発し，貢献し
ていくことができる社会的コミュニケーション能力の要素を重視している定義だといえる。
ここでのメディア・リテラシーとは，マスメディアとしての企業が従事しているマスコミ
ュニケーションのみを対象とした能力だけを指すものではない。手紙や電話のように相手
が特定されたパーソナルコミュニケーションも含む。さらには，インターネットのように
不特定多数の人と関係性を築くことができるネットワーク型のコミュニケーションも含む。
　このように同じ国でもメディア・リテラシーの捉え方が，共通項をもちながらも少しず
つ異なるのは，研究者ごとの立ち位置の違いということもあるが，時代に対応して概念が
拡張していることも要因として考えられる。日本では，捏造などマスコミの不祥事に対す
る抵抗力としてメディア・リテラシーの必要性が喧伝されたが，それ以外にも放送・視聴
覚教育，情報教育研究，メディア研究など，それぞれ立場で研究がなされ時代に対応して
発展してきた。また，イギリスでは，大衆文化批判に始まり，カルチュラル・スタディー
ズが重視されるようになった時代を経て，特に映画教育，市民教育に発展していった。他
にも，カナダでは，アメリカから流入する文化に対する抵抗力，商業主義批判として研究
や教育がなされ発展したと言われている。各国の文化的，社会的背景の差異にともない，
メディア・リテラシー教育の発展にも差異が存在するのである。

⚔．メディアの影響力

　メディア・リテラシー教育が目標としていることのひとつに「メディアの特性理解」が
ある。メディアがもつ技術的な特性を理解することについては，メディア・リテラシー教
育でも情報教育でも取り扱うことになる。しかし，社会的，文化的，政治的，経済的な影
響力についての取扱いは，情報教育よりもメディア・リテラシー教育のほうが詳しく扱う
ことになる。以下では，こうした影響力を確認することによって，メディア・リテラシー
と情報活用能力との違いについて検討する。

（⚑）メディアの社会的影響力
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　メディアは，社会形成に対して大きな影響力をもっている。そもそも社会は人と人との
関わりによって形成されるが，その関わりはメディアを通じたコミュニケーションによっ
て生じるからである。意思疎通を図ることによって価値観が共有されるが，メディアのあ
り方によって，どのような価値観を共有するコミュニティが形成されるか変わってくる。
電子メディアが発達するまでは，物理的に距離が近い人々がコミュニティを形成していた
が，発達した後は距離と時間の概念を超えて，コミュニティが形成されるようになった。
そのことによって，これまで交わることがなかった人が交わり，生じ得なかった社会が形
成されることになる。

（⚒）メディアの文化的な影響力

　メディアは，文化に対して影響力をもっている。メディアを通じて異文化に触れ知らな
かったことを知ることで感動したり，生活様式が変化したりすることがある。また，歌，
絵画，文学，映画など様々な芸術・文化作品が広く共有されることによって流行が生まれ，
次第にそれが定着したり，淘汰されたりすることで新たな文化が形成される。このように
個人間，コミュニティ間で，文化的な価値観が共有されることで生じる変化は，メディア
が文化的な影響力をもっている証拠といえる。また，新しいメディアが登場するなど技術
の進歩によって新しい文化が生まれたり，それまでの制作プロセスが変化したりすること
もあり，メディアは文化的な影響力があるといえる。

（⚓）メディアの政治的影響力

　メディアは，政治的な動きにも影響を与えている。いま世の中で何が起こっているのか，
何が問題になっているのか，国民として考えるべきことや，ものの見方や考え方のパター
ンを提示してくれる。そして，世間における大多数の意見である世論を形成しうるだけの
影響力がある。政治の方向性を国民にわかりやすく伝えることや，選挙の争点などを伝え
る役割もメディアが担っており，その取り上げ方によって，世論が作られ，政治的な意思
決定に影響を及ぼすのである。政党が選挙戦略としてメディアを上手く活用し，多数の議
席を獲得し，政権をとることもある。また，逆に政府の失政を批判する報道が集中するこ
とで支持率を低迷させ，政権を失脚させるだけの影響力をもつこともある。

（⚔）メディアの経済的影響力

　メディアは経済に対しても大きな影響力をもつ。例えば，広告によって商品が記憶に残
り，消費行動が促進される。あるいは，直接的な広告でなくてもテレビで健康によいと紹
介された製品が，その翌日，多くの店で売り切れるということがある。また，企業の経営
状況や国の財政状況に関わる情報をメディアが伝えれば，株価や為替相場が変動し，経済
全体に影響を及ぼすことになる。そもそも，マスコミ関連企業自体も経済活動を行う営利
企業である。コンテンツを直接売るものもあれば，広告主からの広告収入を主な収入源に
しているメディアもある。公共性をもつものであると同時に，商業的な性格を持ち，経済



－ 26 －

活動の一端を担っている。

　以上のような，メディアのもつ社会的，文化的，政治的，経済的な影響力について学ぶ
ことは，メディア・リテラシー教育の学習内容となりうる。メディアがこうした影響力を
もつという特性を学ばなければ，受け手としてメディアを読み解いたり，送り手としてメ
ディアで考えを表現したり発信したりすることはできない。また，メディアのあり方を考
えて行動することもできないからである。

⚕．西オーストラリアの教育実践事例

　次に，西オーストラリアで実践されていたメディア・リテラシー教育の事例を例に挙げ
ながら，情報教育との違いを検討する。西オーストラリアでは，メディア制作と分析など
が公教育に取り入れられており，教育実践の蓄積もある。紹介するのは，著者が，⚒⚐⚐⚙年
に訪問した際に視察した教育実践事例である。これらの実践は，各学校・教師の創意工夫
に基づくもので，どの学校でも行われているものではない。しかし，こうした具体的な実
践の内容に触れる中で，情報教育ではあまり見られないメディア・リテラシー教育の特徴
を理解することができると考える。

（⚑）カメラワークについて学ぶメディア・リテラシー教育

　Ocean Reef Senior High Schoolでは，カメラワークについて学ぶメディア・リテラシー教
育が実践されていた。訪問した日の課題は，「学校のまわりで，映画のような会話シーン
を撮影する」というものであった。課題条件として，例えば，ポイントオブビュー方式（登
場人物の視線とカメラで撮影する方向を一致させるカメラワーク）での撮影，⚒ショット
形式での会話場面の撮影など，専門的なカメラワークを駆使して映像を撮影してくること
が示されていた（図⚒）。教師は学習者に，カメラの撮影技術，スムースなカットの切りか
え，ブレのない映像，グループ内の役割分担，時間内に仕上げること，撮影する上での倫
理など注意すべき点を伝え，撮影に出かけさせた。
　学習者は，教室の外に出て，学校のまわりで会話シーンを撮影していく。この日は，編
集ソフトを使うのではなく，⚑人のセリフが終わったら一旦録画を停止し，カメラの位置
を変え，もう⚑人のセリフを撮影するということを繰り返し，カット編集されたような会
話シーンの映像として作品を完成させていた。カメラに付いている液晶画面で再生をした
ものをグループ内で見て，話し合い，撮り直しをするなど，協働的に学習が行われていた。
　教室に戻ってきた学習者たちは，撮影してきたものを全員にむけて発表し，互いのグル
ープが作成した映像を講評しあう（図⚓）。教師も，使われているカメラワークや，グルー
プごとの工夫点を講評し，全員の学びにつなげていく。ビデオカメラで映像を撮影し，コ
ンピュータで映像編集ソフトを使い映像作品を制作する学習内容は，情報教育で取り扱わ
れることがある。しかしながら，このような映画を制作するような専門的なカメラワーク
について，わが国の情報教育が取り扱った例はほとんど見受けられない。情報教育として
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扱われる場合は，カメラワークの技法よりも，「情報活用の実践力」として表現ツールとし
て機器やソフトを使いこなす力の育成に比重が置かれることが多かったのではないだろう
か。
　メディアは送り手の意図によって構成されていることや，映像メディアが特有の言語を
もっており，その表現技法を学ぶことで人を楽しませる作品を作ることができるといった
ことを学ぶところは，メディア・リテラシー教育に特徴的なことであり，情報教育で，そ
こまで踏み込んで指導がなされることはほとんどないと言える。メディア・リテラシー教
育でも情報教育でも，映像の撮影や編集をすることがあるが，学習内容や目的とする能力
は異なるのである。

　　　　　　 図⚒　学習内容　　　　　　　　　　　　　 図⚓　相互評価

（⚒）おもちゃのパッケージを分析するメディア・リテラシー教育

　PRESBYTERIAN LADIES’ COLLEGEでは，おもちゃやおもちゃのパッケージを分析
する実践が行われていた。おもちゃは，子どもたちが遊ぶためのものであるが，そこには
キャラクターごとに設定されたステレオタイプや価値観が投影されている。
　例えば，女性ストリートダンサーの人形のパッケージには，ヒップホップ文化の象徴と
してグラフィティ（スプレーで壁に描いた落書きアート）が描かれ，公共の場所に落書き
をしたり，たまり場に集まったりする不良っぽさが表現されていると同時に，それに対し
てかっこよく感じられるような演出がなされている。また，ダンサーの人形も肌の色が黒
く，ヒョウ柄の帽子をかぶり，おなかが見えるタンクトップとミニスカート，髪の毛はド
レッドヘアーといったもので，それが典型的な特徴であるかのような表現されている（図
⚔）。また，迷彩服を着て銃を持った兵士の人形のおもちゃとパッケージは，「兵士は，鍛
えられていて，たくましいもの」というステレオタイプを強化するとともに，銃で敵を倒
し，戦うことが，かっこいいことであるかのような価値観を伝えている。他にも，妊婦の
人形のパッケージには，結婚し，子どもを産み，育てることが幸せな家族・女性のあり方
であるかのような価値観が描かれている（図⚕）。
　学習者は，こうしたおもちゃやおもちゃのパッケージがユーザーに伝えうる価値観や強
化されうるステレオタイプについて分析を行う。そして，偏った価値観が形成されること
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による問題はないのか考える実践である。学習者は，メディアで表現される，ステレオタ
イプの存在，とりわけ，エスニシティ，ジェンダーなどに関する価値観が社会的不平等を
生まないように注視する姿勢の重要性について学んでいる。情報教育では，情報通信機器
を使ったコミュニケーションのあり方について学ぶことはあるが，おもちゃのパッケージ
が人々に形成しうる価値観について考える実践は行われてこなかったのではないだろうか。
こうしたメディアが伝える社会的・文化的な意味とその解釈を重視する点は，メディア・
リテラシー教育に特徴的なことだといえるだろう。

 図⚔　ストリートダンサーの人形とパッケージ  図⚕　妊婦の人形とパッケージ

（⚓）広告について学ぶメディア・リテラシー教育

　ある小学校では，雑誌広告について学ぶ実践が行われていた。ラビオリの宣伝では，テ
ーブルの上に置かれたラビオリに対し，子どもが白旗を挙げているビジュアルの広告を分
析する（図⚖）。キャッチコピーは，「THE DINNERTIME BATTLE IS OVER」とある。子
どもは食べ物に対する好き嫌いがあることが多く，親は栄養をとらせるためになんとか食
べさせようとする苦労を「夕食時の戦争」と表現している。そして，このラビオリであれ
ば，おいしさのあまり子どもが降参して食べることから，その「夕食時の戦争」が終わる
と表現している。また，肉と野菜などが入っていて，しっかりと栄養を採れることをアピ
ールしている。こうしたビジュアルが意味することのメッセージを読み解き，何を伝えよ
うとしているのか，どのように魅力的に伝える工夫がされているのかについて学習者は学
ぶ。
　広告は，注意をひきつけ，受け手に興味を抱かせるものであり，様々な工夫がなされて
いる。普通ではないようなインパクトのあるビジュアルを用いたり，有名人を起用したり
する。また，問いかけて惹きつけたり，意外性やユーモアを含んで人を楽しませるような
言葉づかいをしたり，望みを叶えること約束をしたりなど，受け手の注意を引き付ける言
葉を用いる（図⚗）。
　このような広告の分析も，情報教育で扱われることはあまりない。広告を分析し，表現
の工夫について学ぶことを通じて，広告とは何か，そのあり方を考えることがメディア・
リテラシー教育の特徴的なところであるといえる。
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 図⚖　雑誌広告の分析 図⚗　広告の特性に関する板書

　以上のように，メディアの商業性，エスニシティ，ジェンダー，ステレオタイプ，価値
や文化への影響，特有の表現形式や送り手の意図について扱っている点が，情報教育とは
異なるメディア・リテラシー教育の要素として際立っている。

⚖．課題と展望

　近年，メディア・リテラシーは，マスメディアだけでなくインターネットなど情報通信
技術を用いたメディアにも求められている。一方，情報活用能力は，コンピュータによる
情報処理だけでなく，映像表現や情報通信技術を活用して人と人とのコミュニケーション
を媒介するメディアの仕組みや，コミュニケーション能力なども含むものとされるように
なってきた。また，学校には教育に活かされるコンテンツや機器としてのメディアの導入
が進み，メディア・リテラシーを育む活動にも，情報活用能力を育む活動にも利用される
ようになってきた。
　メディア・リテラシー教育と情報教育は，それぞれ求められるようになった背景，目的，
活動などにおいて，ルーツが異なるものであるといえる。しかし，メディア・リテラシー
教育と情報教育には重なる領域も存在し，その重なり合う領域が徐々に大きくなってきて
いる。これらを混同して扱ってしまうと，それぞれが重視している学習内容が損なわれて
しまう危険性があるため注意が必要であろう。今後は，教科・領域の中でメディア・リテ
ラシーが確実に生まれるように教育内容を位置付けていくことが求められる。さらに，体
系的，系統的にメディアと情報について学ぶ独立した教科が設置されることが望ましい。
今後は，誰もが情報の発信者になりうる時代であり，そうした時代に対応するリテラシー
が必要となる。
　例えば，ニュースサイトのコメント欄に書き込まれた内容によってもとの記事の印象が
大きく変わってくることや，多様な価値観が混在する中で情報を受容していく必要性など，
ソーシャルメディア時代に必要なスキルの伸張を図ることが重要である。インターネット
上でニュースを提供するサイトは，新聞社やテレビ局など既存の報道機関が情報発信して
いるサイトだけではない。例えば，多くの人が情報検索に利用するポータルサイトでも報
道機関から提供を受けてニュースを公開している。
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　こうしたサイトにおいてニュースに対する批評コメントを発信できるものがあるが，そ
こに「ソーシャル」な要素があると考えることができる。批評コメントによる社会的な相
互作用によって，もとのニュース記事の印象が変わってくることさえある。それは，様々
なものの見方や考え方に触れ，多角的な視野で事象を考えることができる良さがある一方，
主観的なものの見方に惑わされ本質を見失う危険性も孕んでいる。その特性を理解した上
で内容を読み解く能力を育む必要がある。
　ニュースサイトは，ポータルサイトを運営する人，新聞社の記者やデスク，記事に批評
コメントをつける読者，批評コメントに対して「いいね」ボタンで評価する別の読者など，
大勢の人が関わって形成されている。ある事象に対して様々な考えが入り混じることとな
るため，それぞれの立場を理解した上で読み解くことが重要である。そして，自分もその
ニュースに対してコメントをつけたり，コメントを評価したりするときには，他者に及ぼ
す影響力を理解して行動する必要がある。
　ところで，批評コメントに対する評価「いいね」は，よい評価のものほど上位に残る仕
組みになっている場合がある。大量の記事に対して誰しもがコメント欄に書き込むことが
できるとなると，コメント欄には記事と関係のない書き込みや極端に偏った意見などが書
き込まれる状況も想定される。そうしたコメントを監視し，問題があると考えられるもの
を運営者がチェックするには膨大なコストがかかる。また，報道に関することについて運
営機関が何を表示するかコントロールすることは，表現の自由を侵害することにもなるた
め望ましくない，という考え方もある。そこで，サイト運営者は，その評価を別の読者に
委ねるという仕組みを作ったのである。このような仕組みが今後も望ましいかたちで運用
できるかどうかは別として，そのような運営側の工夫によって生まれたニュースサイトと
いうメディアの特性を理解しておくことが，これからのメディアのあり方を考え行動して
いくために求められると言えるだろう。
　ソーシャルメディア時代のメディア・リテラシー教育は，これまでのメディアになかっ
たようなソーシャルメディアの特性を理解することが重要になる。とりわけ，CGM
（Consumer Generated Media）という言葉で説明されることがあるように，ユーザーによ
ってコンテンツが生成されていくという特徴と，それが意味することを理解する必要があ
るだろう。このようなソーシャルメディアを対象とした教育についても，情報教育では技
術的な仕組みやセキュリティのあり方，コミュニケーショントラブルを防止する情報モラ
ルを中心に取り扱い，メディア・リテラシー教育は，社会的・文化的な内容の意味解釈・
表現能力とともにメディアのあり方について学ぶというような違いがある。そのことを理
解して，両方の視点をもって教育実践を行っていくことが教育現場には求められている。

※付記　本稿は，拙書『メディア・リテラシー論』の内容に基づき本研究会にて行った講

演（⚒⚐⚑⚔年⚖月⚒⚗日）の内容をまとめ直したものである。
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第⚒章　メディア・リテラシー教育（実践事例・理論研究）
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小学校実践事例

「小学校研究開発校におけるメディア・リテラシー教育の取組」

京都教育大学　教授　浅井　和行

⚑．はじめに

　現代の日本の公教育において「メディア・リテラシー」については，高等学校では「情
報」の教科の中で，中学校では「社会科公民的分野」の中で指導されることにはなってい
るが，まだまだ取り扱いが少ない。さらに，小学校においては教科での取り扱いがほとん
どないためもっと少なく，メディア・リテラシーが重要であると考える各研究領域での個
々の研究者と共に特定の実践者がメディア・リテラシー教育の指導実践に取り組んできた。
　今回，京都教育大学附属桃山小学校で小学生に系統的にメディア・リテラシーを育成す
る新教科「MC（メディア・コミュニケーション科）」の開発を行うという機会を得た。
これまでの実践研究とは違い，小学校の全教職員で新教科のカリキュラムを開発するとい
う点に新規性があり，本実践事例集で，小学校という学校単位でカリキュラム開発研究を
行った経緯や概要を報告し，今後のメディア・リテラシー教育実践に寄与したいと考えた。

⚒．研究開発学校指定の経緯

　大学院でメディア・リテラシー教育を研究している筆者が，⚒⚐⚑⚑年度から京都教育大学
附属桃山小学校で校長を併任することになった。その折，⚒⚐⚑⚑年度から⚒⚐⚑⚔年度までの⚔
年間文部科学省の研究開発学校の指定を受け，その期間中は教育課程を変更することがで
きるようになった。そこで，小学校でメディア・リテラシーを学ぶための新教科「メディ
ア・コミュニケーション科（以下「MC」）」を開設する機会に恵まれた。
　新教科「MC」を開設するきっかけは，⚑⚙⚙⚙年以来，附属桃山小学校で毎年続いている
オーストラリア，アデレード市のベレア校との交流であった。⚒⚐⚐⚘年夏に高学年児童⚓⚐名
と⚖名の引率教員が，ベレア校を訪れた際に，ベレア校の子どもたちが，メディアやコミ
ュニケーションについて学んでいる授業を見学した。附属桃山小学校では，パソコンやビ
デオ等のメディアを活用した授業は行われていたが，メディアそのものについて学ぶ学習
は行われていなかった。引率教員は，オーストラリアの子どもたちがメディアの意味や特
性について学ぶ授業を参観し，メディア・リテラシーを育成することの重要性に気づいた。
そして，単にメディアを使うだけでなく，メディアについて多角的に考え，メディア・リ
テラシーを育てる教育がこれからの社会を生きる上では，欠かせないものであることを実
感したと後日行われた研究委員会で語った。そうした経緯で，様々な形態のメディアがあ
ふれる現代社会において，メディアなしにコミュニケーションを考えることは難しく，逆
に，相手との円滑なコミュニケーションを行うためには，戦略的なメディアの活用が必要
だと考えメディア・リテラシーの能力を育成できる新教科を開設することにした。教科名
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は，メディアとコミュニケーションは一体のものであり，分けて考えることができるもの
ではないため，新教科名を「メディア・コミュニケーション科」とすることになった。
　新教科の研究は，オーストラリアを訪問した教員を中心に，帰国後に研究委員会が組織
され，メディア・リテラシーを育てる教育はどうあるべきか議論するところから始まった。

⚓．研究委員会の設置

　研究委員会は，各学年⚒クラスで⚒名の担任から⚑名の教員（研究担当），校長，副校長，
教頭，教務主任，研究主任で，図⚑のように構成し，研究体制を整えた。

図⚑　「MC」研究委員会の組織

　研究委員会は⚒⚐⚑⚑年⚔月から⚑か月に⚑回程度参集し，研究の方向性や新教科「MC」
の目標の設定，さらに「MC」のカリキュラムの開発・運営にあたった。
　研究委員会では，まず現在のメディアを巡る社会情勢と本校児童の実態や次代を生きる
子どもたちに必要な力を以下のように検討し，研究の方向性から議論を始めた。

（⚑）子どもたちを取り巻くメディア社会の状況

　　・社会全体がネットワークで結ばれ，情報をSNS等で簡単に送受信できる
　　・家庭は様々なメディアに囲まれ，便利な生活を営んでいる
　　・不適切な情報通信や悪意のある情報がある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
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（⚒）本校児童の実態

　　・子どもらしく素直である
　　・校区が広く，携帯電話所持率が⚖⚐%以上と高い
　　　（低学年でも半数以上の児童が自分用の携帯電話を所持している）
　　・ICTを活用した授業が多く行われているので，児童のICTスキルが高い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
（⚓）本校児童に必要な力

　　・不適切な情報通信や悪意のある情報を読み解くことができる力
　　・適切な情報発信ができる力
　　・批判的に思考する力　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
（⚔）研究の方向性

　　・メディア・リテラシーを児童に育成できる「カリキュラム開発研究」
　　・「メディアについて学ぶ」ことができる授業の実践
　　・PDCAサイクルでの「カリキュラムの検討」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
（⚕）研究委員会の役割

　　・「研究の方向性」の検討
　　・「子どもたちにつけたい力」や「学ぶべき事項」の整理・検討
　　・「新教科の目標」の設定
　　・「学習指導要領（試案）」の作成
　　・「カリキュラム」の設計・検討（開発）
　　・各学年で設計された「カリキュラム（学習単元）」の内容の検討
　　・「カリキュラムの内容や系統性」についての議論や検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　以上のように，研究の方向性等から検討し，研究体制の整備を図っていった。

⚔．新教科「MC（メディア・コミュニケーション科）」のカリキュラム開発について

（⚑）「MC」カリキュラム開発の手順

　新教科「MC」の「教科の目標」を研究委員会で設定した後，カリキュラム開発を，「学
習指導要領（試案）の作成」と「カリキュラムの設計」という⚒つのステップで行った。
　「学習指導要領（試案）の作成」は，授業実践を行うための「新教科の目標」，その目標
達成のための内容，そして指導計画の作成と内容の取扱いを提示し，新教科「MC」の実
際の指導のための指針となるものを作成した。研究主任を中心に「学習指導要領（試案）」
を作成し，研究委員会で検討をして，「学習指導要領（試案）」を完成させた。　
　もう一つのステップである「カリキュラムの設計」は，各学年で「学習単元を設計」す
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るのであるが，それが学習指導要領（試案）の目標と内容をもとに設計されているかを常
に研究委員会で検討すると共に，設計した学習単元をPDCAサイクルの段階を経て改善し
ていった。

図⚒　「MC」のカリキュラム開発の概要

（⚒）「MC」におけるメディアの定義

　研究委員会では，「MC」における「メディア」について議論し，定義を定めた。
　「メディア」は，一般的に「媒体」と訳されているが，広義の意味を持っているもので
ある。コンピュータやテレビ等の「情報機器」をメディアととらえられていたり，情報を
保存するためのUSBやSDカード等の「記憶媒体」をメディアとしてとらえたりされている。
また，テレビ番組や新聞等の「表現物」もメディアととらえられている。これらを「メデ
ィア」ととらえるとした上で，一つ一つに送り手から受け手へのメッセージが含まれてい
なければ，それは単なる「もの」であり，「メディア」ではないと研究委員会では考えた。
また，「メディア」を考える時には，人とのコミュニケーションを前提として考えるものと
し，劇やジェスチャー等もコミュニケーションをはかるための一つの役割を担うので，こ
れらは「メディア」ととらえることができるとし，人も「メディア」ととらえることを前
提と考えた。
　以上，研究委員会で定めた「『MC』におけるメディアの定義」は，以下の通りである。
　　・自分の思いや考えをメッセージとして伝えるための媒体
　　・主としてコミュニケーションをはかるために，必要とされる道具や機器

「MC」の目標

学習指導要領（試案）の作成
新教科の目標

低中高学年の目標及び内容
指導計画の作成と内容の取扱い

カリキュラムの設計

各学年の設計した学習単元の集合体
４つのメディア分類で単元を構成し，
低中高学年でスパイラルに学ぶ

学習単元設計 （Plan）

学習単元改善 （Act）

〈PDCAサイクル〉

形成的評価 （Check）

学習単元の授業実践 （Do）

（授業研究会での検討）
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　　・コミュニケーションの根幹たる言語的または身体的な表現

（⚓）「MC」でつけたい力

　研究委員会では，次代を担う子どもたちにとってどのような学びが必要であるのか，情
報社会を生きるために必要な力とは何かについて議論した。SNS等の新しいメディアの出
現によって，次代を担う子どもたちに必要とされる力も変化してきているからである。そ
の結果，研究委員会では，以下の⚕点が新教科「MC」で子どもたちに「つけたい力」で
あると考えた。

　・相手を意識する力　　　　　　　　　　⇒相手の存在を意識し，その立場や状況を考
える力

　・メディアや情報を選ぶ力　　　　　　　⇒メディアのもつ特性を理解し，必要に応じ
て得られた情報を取捨選択する力

　・批判的に思考する力　　　　　　　　　⇒批判的に情報を読み解き，分析的に思考す
る力

　・目的に合わせてメディアを活用する力　⇒情報を整理し，目的に応じて正しくメディ
アを活用する力

　・責任をもって発信する力　　　　　　　⇒メディアや情報が社会に与える影響を理解
し，責任をもって適切な発信表現ができる
力

　子どもたちが，メディアを通した一連の学びを
行う中で，メディアや情報を活用しながら自らの
考えを構築し，友だち等と考えを伝えあい・深め
あいながら，疑問や課題を解決していこうとする
これまでのメディア・リテラシーと言われる上記
の力を育むことを大切にしながら，「MC」では
「相手意識」を強調して育成することに決めた。
誰からの情報か，どのようなメッセージを受け取
ったのか，このメディアを使うとどのように相手
に伝わるのか等，情報の収集・思考の整理・情報
の発信と，全ての場においてメディアを通した
「相手」を意識することで，情報の価値やメディ
ア活用の意図を自ら考えていくことができる力が
つく子どもになると考えたのである。
 

相手意識
相手を意識する力

・メディア
　や情報を
　選ぶ力

・批判的に
　思考する力

・責任を
　もって
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　せてメディア
　を活用する力

情報の
取捨選択

批判的
思考

情報の
発信

メディア
活用

図⚓「MC」でつけたい力

　　（山川ら⚒⚐⚑⚓）
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（⚔）「MC」の目標

　研究委員会では以上の検討を基に，新教科「MC」の目標を以下のように設定した。

　「社会生活の中から生まれる疑問や課題に対し，メディアの特性を理解したうえで情
報を収集し，批判的に読み解き，整理しながら自らの考えを構築し，相手を意識しな
がら発信できる能力と，考えを伝えあい・深めあおうとする態度を育てる」

　この「MC」の目標は，学習指導要領（試案）に明記し，この目標の達成のためのカリ
キュラムや指導内容等を検討していった。
　
（⚕）カリキュラムの設計について

①先行研究の共通理解

　附属桃山小学校では，これまでメディアを活用する教育活動は行っていたが，メディア
の意味や特性を考えさせる教育活動は行っていなかった。そこで，校長と全教員とでメデ
ィア・リテラシーについての先行研究の共通理解を図るために研修会を行った。まず，教
員は校長である筆者からメディア・リテラシー教育の歴史を学んだ。また，教員相互で，
先行研究（水越伸，⚑⚙⚙⚙；菅谷，⚒⚐⚐⚐；鈴木，⚒⚐⚐⚑；堀田，⚒⚐⚐⚔等）や小学校におけるメ
ディア・リテラシーを育成するこれまでの教育実践にも当たり，メディア・リテラシーに
ついての共通理解を図った。

②授業研究会

　カリキュラムを設計するに当たり，毎月定期的に「授業研究会」を開催した。「授業研
究会」は，各学年が設計したカリキュラム（単元のうちの⚑時間分）を実施する研究授業
を研究委員会の教員を含む全教職員で観察し，その授業後に行うものである。授業研究会
に参加した教員は，外部講師を交えて意見交換を行い，子どもたちの学習状況を分析し，
カリキュラムの検討を行った。　
　
③カリキュラム設計の手順

　⚑年目にはカリキュラムの原案を作成した。⚒年目，⚓年目は，⚑年目に開発したカリ
キュラム案をもとに，図⚒のように，学習単元の設計，授業実践，形成的評価，改善の
PDCAサイクルを，各学年で⚓回繰り返した。⚓年目の⚒⚐⚑⚓年度には，長期的で，メディ
ア・リテラシーが体系的に学べる各学年⚓単元ずつの計⚑⚘のカリキュラム設計を行うこと
ができた。

（⚖）「MC」の評価の観点

　評価の観点については，他の教科とは異なる設定を行った。他の教科では，本カリキュ
ラムの⚓つ目の観点「知識・理解・技能」を「知識・理解」と「技能」に分けて，「関心・



－ 40 －

意欲・態度」「技能」「思考・判断・表現」「知識・理解」の⚔観点である。しかし，「MC」
においては，メディアを活用する時に，「知識・理解」と「技能」の両方がないと評価がで
きないので，合わせて⚓つ目の観点とし，「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「知
識・理解・技能」という以下の⚓観点とした。

　【メディア活用への関心・意欲・態度】は，メディアの長短所や役割などに関心をもち，
すすんでメディアを使っていく姿を見るものである。

　【メディア活用についての思考・判断・表現】とは，メディアを活用して情報を集め，
批判的に読み解きながら自らの考えを構築し，相手を考えてメディアを選択・活用し
ていく能力を見るものである。

　【メディア活用に関する知識・理解・技能】とは，メディアの特性や情報モラルなど，
情報社会を生きるために必要と考えられる「知識」や，知識を活用していくために必
要と考えられる機器を取り扱う技能等を見るものである。

　表⚑は，目標をもとに検討した学習評価の観点及びその趣旨である。

表⚑　学習評価の観点及びその趣旨（京都教育大学附属桃山小学校，⚒⚐⚑⚓）

　他教科同様，「思考・判断」の観点は，目に見えない子どもの「思考」を扱うこととなり，
単純にプリントや発言で見取ることは非常に困難である。そのため，「思考」し「判断」し
た結果が「表現」されるという立場に立ち，表現されたもの（成果物や表現物等）を見な
がらも，その過程における子どもたちの「学びの姿」をとらえ，評価することとした。
　「MC」の評価において注意すべき点は，メディアを活用して自らの考えを「表現」し
ていくためには，そのメディアを活用していくための基本的な「技能」や社会のルールと
いった「知識」が求められるという点である。そのため，「思考し，判断した結果として現
れる表現（物）」については「メディア活用についての思考・判断・表現」で，それに伴

趣旨観点

メディアの特長や役割に関心を持ち，社会生活の中から生まれる疑
問や課題を解決するためにすすんでメディアを活用し，互いの考え
を伝えあい，深めあおうとする。

メディア活用への関心・意
欲・態度

社会生活の中から疑問や課題を見いだし，メディアを活用して調べ
たり，批判的に読み解いたりしながら，自らの考えを構築するとと
もに，メディアの特性と伝える相手を意識し，メディアを選択・活用
して適切に表現している。

メディア活用の思考・判断・
表現

メディアの長短所を理解し，活用するために必要な基礎的な知識と
技能を身に付けている。また，メディアが社会や相手に与える影響
を理解し，情報をやり取りする上での基本的なルールやマナーを身
に付けている。

メディア活用に関する知
識・理解・技能
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って必要と考えられるメディア操作の技能については「メディア活用に関する知識・理解・
技能」で評価することとした。なお，メディアに関する知識や操作技能は，情報を集めた
り，自らの考えを表現したりするための必要な手段でしかなく，機器操作のみで完結する
ものではない。ただ単純にICT機器を使いこなす技能を評価するのではなく，基本的なマ
ナーや機器を取り扱う上で必要となる知識と共に，その知識を使った技能を見ていくので
ある。そのため，「評価の観点及びその趣旨」に示す観点については，一体的に指導される
ものであるという点に留意するようにした。
　「MC」では，子どもたちの学びの実態を，教員が観察すると共に，パフォーマンスや
ポートフォリオで評価し，さらに，
授業後の子どもたちのふりかえり
シートや自己評価やアンケート調
査の結果，そしてペーパーテスト
等で形成的に評価していく。ペー
パーテストは，学んだことを確認
する目的が主となり，点数と評価
とは直結するものではないもので
ある。単元による「学ぶべき事項」
の検討を指導と評価の一体化の実
践を重ねることによって確認・確
立する必要があると考えてきた。

（⚗）　 教育課程表

　新教科を開発する際に，各学年週⚑時間ずつの⚓⚕時間で教育課程を設定した（⚑年は⚓⚔
時間）。なぜなら，学習指導要領の教育課程では年間⚓⚕時間の倍数で教科の時数が設定さ
れることが多く，新教科をこれまでの教育課程に入れ込むには，年間⚓⚕時間の倍数で設定
するとスムーズに計画が進むからである。もちろん，学習指導要領では，「時間の弾力的
運用」が認められているので，⚔⚕分の⚑単位時間をいくつかのモジュールに分けて再構成
することも可能であり，連続⚒時間授業を行い翌週は行わないということもできる。週⚒
時間の各学年⚗⚐時間で教育課程を計画するという考え方もあったが，他教科を削減するこ
と等が難しく，設定上負担がかかることにもなるため，新教科「MC」では年間⚓⚕時間で，
教育課程を組むことにした。　　
　次に掲げた表⚒のように，「MC」では，低学年（⚑，⚒年）は内容が似ていて時間数の
多い「国語」から，中学年（⚓，⚔年）は内容が似ている「総合的な学習の時間」から時
間を振り替えている。高学年（⚕，⚖年）は週⚒⚘時間を⚓⚕週行うのが標準であるが，週あ
たりの時間数を⚑時間純増した。
 

図⚔　ふりかえりシートと評価テスト
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表⚒　⚒⚐⚑⚓年度教育課程表（京都教育大学附属桃山小学校，⚒⚐⚑⚓）

（⚘）　 学習指導要領（試案）の作成

　「MC」は，文部科学省より新設することを認められたメディア・リテラシーについて
学ぶ新教科である。先にも述べたように，研究委員会で子どもたちを取り巻くメディア社
会の状況や本校児童の実態を考慮して「学習指導要領（試案）」を作成した。内容項目は，
他教科の学習指導要領に準じて作成した。この過程で，教科によって文化が異なり，必ず
しも項目や内容の書き方が全て同じになっていないことが分かった。作成した「学習指導
要領（試案）」には，まず第一に，前述の（⚔）「MC」の目標を挙げた。そして，第二
に「各学年の目標と内容」を⚑・⚒年，⚓・⚔年，⚕・⚖年ごとに示した。そして，第三に，
「指導計画の作成と内容の取扱い」について書いた。その内容の中には，前述の（⚖）評
価の観点，そして（⚗）教育課程表も提示した。

（⚙）学習単元（授業）を開発する上でポイントとなる具体例　
　⚑年目のカリキュラム案を設計する時点では，学習単元が開発中であったので，メディ
ア・リテラシーの内容を考慮して，研究委員会より表⚓「授業作りのヒントと具体例」を
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提案した。
　授業づくりのヒントとしては，メディアを活用して学習する時の「ヒントとなる主な活
動内容」と，その時に活用する「具体的なメディアと使用例」を低・中・高学年で示した。

表⚓　授業作りのヒントと具体例

（⚑⚐）研究委員会で考えた「MC」での子どもの学びの姿

　メディア・コミュニケーション科における子ども
とメディアの出会いや学びの流れをイメージ化した
ものが図⚕である。
　疑問や課題と出会い，自らすすんで情報を集め，
比較・整理・分析をしながら自らの考えを構築し，
メディアを活用しながら発信・表現し，討議を通し
て，さらに考えを深めていく。この一連の活動の中
で，メディアを効果的に活用し，相手の考えを共感
的に理解しながら，自らの考えを深め，発信してい
ける子どもの姿をこの教科を通して探っていきたい
と考えた。これらの一連の学びを子どもの持つ疑問
や課題から始めるようにしているのは，附属桃山小学校の理念でもある「子どもの側から
教育を発想する」ことを，この新教科「MC」にも求めているためである。
　このように，課題や疑問との出会いから，メディアを活用して主体的に情報を収集し，
整理・比較・分析を通して批判的にとらえ，自らの考えを構築して発信するというスパイ

具体的なメディアと使用例ヒントとなる主な活動内容

・デジタルカメラで写真や動画を撮る
・テレビ番組を見る
・タッチパッドを使って文字を打つ
・お絵かきソフトを使う
・インターネットを使う

・メディアを体験する
・相手の話を正確に聞く
・相手に伝わるように話す
・めあてをもって話しあう

低
学
年

・写真を拡大・縮小する。
・キーボードを使って文字を打つ
・インターネットで検索する
・新聞やポスターを読み取る
・タブレット端末を活用する

・メディアの機能や効果的な表現方法をさら
に知る　

・メディアの長短所を知る
・情報や意見を整理する
・情報を比較する
・主に学校内の相手を意識して発信する

中
学
年

・ワープロソフトや画像取り込みを活用する
・録音・録画・動画の編集を行う
・プレゼンテーションソフトを活用する
・新聞・ニュース・ネットの情報を活用する
・SNSの校内試行を行う

・メディアを意識的に選択し，活用を工夫す
る

・情報や意見を分析し，多面的にとらえる
・討議的に議論を行い，課題を解決する
・学校内外・地域社会を意識して発信する

高
学
年

図⚕　学びのイメージ（山川ら⚒⚐⚑⚓）
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ラルの学びを一連の課題解決学習の中で展開していくよう「MC」では考えている。

（⚑⚑）メディア形態分類表の作成

　⚑年目に各学年で作成したカリキュラムは，「MC（メディア・コミュニケーション科）」
という名称のイメージからか，対面系のスピーチの学習に大きく偏ってしまった。そこで，
研究委員会では，⚒年目に外部講師のアドバイスによって，メディアについての学びが偏
らないように，メディアを，表⚔のように，⚔つの形態で分類し，内容を整理した。
「MC」では，現在のメディアの使い方のみを学ばせるのではなく，子どもたちが大人に
なった時に必要となる力を想定し，メディア形態を「（⚑）対面系」「（⚒）プリント系」
「（⚓）動画・音声系」「（⚔）情報通信系」という⚔つに分類し，カリキュラム作成時
の参考にすることにした。

　　　表⚔　⚔つのメディア形態分類表（京都教育大学附属桃山小学校，⚒⚐⚑⚒）

　なお，新教科「MC」では，「メディア・コミュニケーション」という名称から，「相手
意識」を特に重要視している。それは，相手とのコミュニケーションを前提とした情報の
適切な活用が何よりも大切と考えたからである。つまり「MC」では，メディアの先にあ
る「人」のことを考え，メディアを通した相手からの発信を批判的に読み解き，自らの考
えを構築しながら受け手がどのように思うかを考えて発信・表現を行っていく，その一連
の学びを行う。
　その一連の学びをするために「MC」の学習内容については，世の中に数ある様々なメ
ディアにスポットをあて，⚔つに分類し，それぞれの特性に応じた学びを展開できるよう
にした。

 

内　　　　　　　　容メディア形態

スピーチ等の対面的な発表を行う活動
（プレゼンに向けたスライド制作・プレゼン・スピーチ・演劇等）

（⚑）対面系

主に紙面を媒体として情報のやり取りを行う活動
（新聞・雑誌・パンフ・ポスター・絵本等）

（⚒）プリント系

主に音声や映像を媒体として情報のやり取りを行う活動
（テレビ番組・ビデオレター・公共広告CM・映画・クレイアニメ等）

（⚓）動画・音声系

主に情報通信ツールを媒体として情報のやり取りを行う活動
（Web制作・ケータイ活用・SNS等）

（⚔）情報通信系
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図⚖　カリキュラムにおける「共通事項」のイメージ（山川ら⚒⚐⚑⚓）

　図⚖で，（⚑）が（⚒）・（⚓）・（⚔）の底面にある図になっているのは，対面的な発表
を行う活動が，それ以外の形態のメディアを取り扱った活動の根幹を担うものとなるため，
必ず各学年で取り組むように決めた。他の⚓つの形態については，⚒学年を通して網羅し
ながら学ぶことができるよう研究委員会で設定したためである。
　また，このことに加え，どの形態のメディアを学ぶにあたっても，必ず学ぶべき事項と
して〔共通事項〕を設定し，⚒学年で体系的に学べるようカリキュラム作りを設定するこ
とにした。　　

⚕．おわりに

　今回，メディア・リテラシー教育の実践を報告する機会があり，各校園種の授業実践を
報告するだけではなく，筆者が京都教育大学附属小学校の先生方と共に新設した研究開発
学校の貴重な実践の取組を報告したいと考えた。本実践の経緯や内容，そして成果と今後
の展望を明らかにすることで，本実践を参考にされ，今後，一校でも多くの学校がメディ
ア・リテラシー教育に取り組んでほしいと願っている。

（⚑）本実践の成果

　一番の成果は，メディア・リテラシー教育で実践が少なかった小学校において，⚑年生
から⚖年生までの担任と校内の全員の先生方が一緒に取り組み，そして，⚑年生から⚖年
生までの系統性を考慮したメディア・リテラシーのカリキュラムが開発できたことである。
さらに，研究主任を中心とした研究委員会によって開発された学習指導要領（試案）は，
今後のメディア・リテラシー教育の礎となり得る素晴らしいものに仕上がった。これまで
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の教育現場では，メディア・リテラシーが重要だと考える研究者と実践者が協働でカリキ
ュラム開発を行われることが多かった。しかし，今回，文部科学省から研究開発学校とい
う貴重な機会を得て，全教職員がメディア・リテラシーを研究し，これまで本校が掲げて
きた「全人格教育」と重なり，メディアの先にいる相手のことを考え，コミュニケーショ
ンを図る「MC」科が構築できた。

（⚒）本実践の展望

　初めて研究するメディア・リテラシーであるので，「他教科との関連性や棲み分け」につ
いて，各担任や研究委員会と議論がよくなされた。例えば，BGMというものは，メディ
ア作成の上では重要な要素であるが，音楽という教科の中では指導する機会がないので，
「MC」でカリキュラム化を行った。しかし，今後は国語科の新聞作り等の教材との棲み
分け等を検討する等，MCと他教科との関連性や棲み分けの明示を行っていくことが必要
である。
　また，さらに，⚒⚐⚑⚘年までの開発研究の延長が決定したので，今後，さらに授業実践の
錬磨を重ね，指導と評価の一体化から生まれるより良い系統的なメディア・リテラシーの
カリキュラムを検討し，深化を図ろうと考えている。

＜引用文献＞

京都教育大学附属桃山小学校（⚒⚐⚑⚑・⚒⚐⚑⚒・⚒⚐⚑⚓）「メディア・コミュニケーション」科
　研究発表大会資料
山川拓，浅井和行，中橋雄（⚒⚐⚑⚓）「『⚒⚑世紀型情報活用能力』を育む新教育課程の開発
と実践」日本教育メディア学会第⚒⚐回年次大会発表論文集，pp．⚑⚐⚗-⚑⚑⚐

＜参考文献＞

堀田龍也（⚒⚐⚐⚔）『メディアとのつきあい方』JUSTSYSTEM
水越伸（⚑⚙⚙⚙）『デジタル・メディア社会』岩波書店
菅谷明子（⚒⚐⚐⚐）『メディア・リテラシー』岩波書店
鈴木みどり（⚒⚐⚐⚑）『メディア・リテラシーの現在と未来』世界思想
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家庭（保育園）実践事例　「保育園での継続視聴を活かした保護者啓発
 〜家庭でのメディア・リテラシー育成の実践例〜」

住吉保育園　　　　　　　保育士　宮前　　志麻

　　京都市立九条弘道小学校　教諭　　吉田　のり子

⚑ ．はじめに

　現代の園児及び保護者は，生まれた時から多様なメディアに囲まれ暮らしている。特に，
ケータイやスマホが浸透し，生活の中でなくてはならないものとなっている。保護者は授
乳しながらスマホを操作したり，連絡方法がSNSのLINEだったり，子守り代わりに園児
にスマホを渡したりしている。このソーシャルメディア時代をより良く生きるための力，
つまり「メディア・リテラシー」は，次代を生きる子ども達にはなくてはならない能力で
ある。現代の「メディア・リテラシー」とは，「メディアの意味と特性を理解した上で，受
け手として情報を読み解き，送り手として情報を表現・発信するとともに，メディアのあ
り方を考え，行動していくことができる能力」（中橋⚒⚐⚑⚔，p．⚓）である。
　住吉保育園では，放送教育を取り入れながら保育を進めている。保育で，放送教育番組
を活用することは，視聴能力を育成するだけでなく，豊かな感性や表現力，生命や自然に
対する興味・関心，思考力等を育成する等の保育所保育指針の保育目標を達成できる。
　これは，「メディア・リテラシー」の素地を育てることにもつながるので，浅井（⚒⚐⚑⚑）
の要素分析表を基に保育を続けている。さらに，園児の変容から，保護者にもメディア・
リテラシーの重要さが伝わり，家庭でメディアとの関わり方であるメディア・リテラシー
教育を育まれた保育園での啓発実践の紹介と小学校につなげることのできる展望点を紹介
したい。

⚒．実践名

　親子で身に付けよう！　メディア・リテラシーの素地

⚓．実践の目標

　保育園で，NHK放送教育番組「しぜんとあそぼ」を継続的に集団・丸ごと視聴すること
により園児にメディア・リテラシーの素地を育成し，園児の変容を保護者に伝達し，家庭
でのメディア・リテラシー教育を保護者に啓発する。

⚔．指導・啓発の展開

①園児への指導について

　⚓歳児以上のクラス全体で，⚔月から⚑年間，NHK教育番組「しぜんとあそぼ」（⚑⚕分
間の幼児向け自然番組）を継続・集団・丸ごと視聴する。視聴後は，個人の思いを言葉や
絵等で表現し，全体に発表することで共有し，メディア・リテラシーの素地を育む。継続
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視聴とは，⚑年間同じ番組を継続して視聴することである。
集団視聴は，クラス全体で同じ番組を一緒に視聴することで
ある。丸ごと視聴は，⚑⚕分間の番組を途中で止めたり，ある
部分だけを視聴したりすることなく，番組の冒頭から最後ま
でを全て視聴することである。

②保護者への啓発について

　園児の集団視聴の様子を⚑日の保育内容を知らせる掲示板に掲示し知らせることを続け
る。個々の園児の様子は，降園時に保護者と話したり連絡帳を利用したりして随時知らせ
る。また，クラス懇談会の際に，保育で放送教育番組を利用するねらいや効果を知らせた
り，集団視聴時の約束を紹介したりする等の家庭での視聴法等も啓発したりする。⚑年間
を通し，統一されている保育園の教育方針で各クラス同様の保護者対応・啓発を続けてい
くと保護者に放送教育やメディア・リテラシーの重要さ等が理解されていくと考えている。
　何より，継続・集団・丸ごと視聴を通して園児の変容を保護者が体感することによって，
家庭でのメディア・リテラシー教育が必要であることに気付くのではないかと考えた。

③視聴中の園児の様子について

　集団視聴中，園児達は，視聴で知ったことに対する驚きや疑問，自分の考え等を毎回，
一人一人よくつぶやいていた。視聴で感じた驚きや発見を言葉や絵で表現し合う中で，自
分の思い以外に多くの思いが存在することを知り，刺激を受け合っていった。集団視聴を
重ねる毎に，自分の思いを発表するだけでなく，友達の思いを聞いて感じたことを伝える
やり取りも見られた。同じ番組を見ているので，友達の言おうとしていることがイメージ
し易く，自分の思いも伝え易いようである。視聴後に表現する時も，個々に場面やお話を
つぶやきながら意欲的にお絵かきをしていた。毎回「お絵かきがしたい」と要望を出し，
何を描こうか悩む園児の姿は全くなく，全体に紹介する時にも数多くお話をしていた。
　また，保育時に番組の内容をふと思い出して友達と話していることがよくあり，話の中
で生まれた発見や疑問を明らかにしようとする活動を自由遊びの時間にするようになった。

④視聴を通しての園児の変容について

　実践事例⚒（保育園実践）で述べるが，継続視聴で園児は，自然に対する興味関心と園
児同士のコミュニケーションが深まり，話の中で生まれた発見や疑問を追究しようとする
活動や番組の内容を自由遊びの時間に繋げて活動するようになった。追究方法として，家
庭や保育園で目にしている番組で分かりそうな番組はないか情報を得ようとしたり，図鑑
で調べてみたり，友達と情報交換をしたり，大人や自分より年齢の上の園児や兄姉に質問
する等，園児自身が使い易いメディアを使って情報収集法や問題解決法を体感していった。
字が読める園児は図鑑に書いてある内容を読み，自分で解釈した内容を読めない園児や他
の園児に知らせていた。そうした中で，どの図鑑を見れば載っていそうか，誰に聞けばそ

図⚑　視聴時の様子
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のヒントが見つかるのか推測し，自分達で見出すようになっていった。表現やコミュニケ
ーションについても，集団視聴の回を重ねるごとに自然に対する興味・関心と園児同士の
コミュニケーションが深まり，園児が自然に番組の内容を遊びに繋げていくようになった。
 園児は知らなかったことを知る楽しさを強く感じたようで，知識が増えていくことが，
園児達の自信にも繋がり，生き生きと生活している姿が見られるようになった。

⑤家庭での園児の様子

　継続視聴によって園児達は各々，その日見た番組の内容や虫等の生態を家族に話したり，
登降園時や休日に虫を見つけるようになったり，家族とのコミュニケーションや生き物へ
の関心等が深まった。保育園での経験が家庭でのコミュニケーションに繋がっていること
が嬉しいので，園児が家庭での出来事を保育園で今まで以上によく話すようになった。
　また，先にも述べたように，番組で見た虫を絵で表現することが大好きになっただけで
なく，折り紙や切り紙，そしてブロック等で虫を創ってあそぶことにも発展していった。
その際，家にある折り紙の本や，図書館で借りた切り紙の本を園児が紹介し，その中に載
っているものを保育園で作りたがるようになっていった。
園児が作りたい切り紙や折り紙を家庭で保護者が一緒に作
ってくれ，それを園に持ってくる園児が増えていった。さ
らに，継続視聴によって家庭で視聴した番組の内容が「お
かしいと思う」と言う園児が出始めるようになった。これ
は，批判的思考の芽生えと考えることができる。

⑥保護者の変容について

　クラス懇談会で，保育で放送教育番組を利用するねらいを知らせ，集団視聴時の約束や
家庭での視聴法等を紹介してきた。家庭での視聴法については，時間を決めて，親子一緒
に視聴し，感想等の思いを話し合って共有することを保護者に紹介した。園児の視聴の様
子は，⚑日の保育内容を知らせる掲示板に掲示し，降園時に保護者と話したり連絡帳に記
載したりして保護者に知らせることを続けてきた。すると，家庭での親子視聴を増やす家
庭が増え，「親子での会話やコミュニケーションが増えた」という保護者の声が聞かれる
ようになった。集団視聴を通しての自然や虫に興味を持つ園児の変化を保護者も実感した
ようで，休日に一緒に虫を見つけに出かける等の自然に触れる機会を作ってくれる家庭が
増えた。また，家で虫を作ったりする創作活動を行う家庭が増えたり，一緒に図書館に折
り紙等の製作の本を見に行ったりする等の保育園での活動が家庭の活動に繋がるようにな
った。さらに，保護者が面白そうな製作の本などを見付けると情報を知らせてくれるよう
になってきた。また，保育園での継続視聴により，これまで見られなかった園児の姿に保
護者が出会うこともあるようで，連絡帳を通して知らせてくれるようになった。⑤で述べ
たように，園児達の話を通して保護者と保育者とのコミュニケーションも深まった。
　懇談会では，字に興味を持ちだしたある園児が「図鑑で調べて色んなことが知りたいか

図⚒　園児の家での製作物
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ら，字が読めるようになりたい。字が読めるようになったら，図鑑を買ってね」と母親に
お願いしているということを話題に出してくださった。また，年長組に進級してから，
『手のひらを太陽に』の歌詞に「おけら」が出てきて，図鑑で調べたのだが載っているも
のがなかった。そこで虫に詳しい園児が「お家の図鑑に載っているかもしれないから調べ
てくる」と発言し，後日，父親と一緒にパソコンで調べた画像と，おけらの特徴を絵と文
章で書いた紙を持参し，みんなの前で発表したという出来事があった。このように，園児
達が集団視聴をきっかけにして生まれた興味関心に対して，保護者も協力してくれるよう
になった。自然に触れる機会を増やしてくれる家庭が増え，保育園での活動が家庭での活
動にも繋がったことが，園児達の興味・関心をより深めたのではないかと感じている。こ
れは生活の中でも発揮されており，園児が幼児期に育むことのできるメディア・リテラシ
ーを身につけたことが保護者の見方や考え方にも変化を与えたのではないかと考える。

⚕．まとめ

①園児の変容　
　⚔で述べたような園児の変容の様子は，中橋（⚒⚐⚑⚓，p．⚓）のメディア・リテラシーの
定義を体現しており，メディア・リテラシーの素地を育成できたのではないかと考える。

②保護者の変容

　園児達の集団視聴をきっかけにして生まれた興味関心に対して，保護者も協力してくれ
るようになった。保育園の保護者は仕事の関係で多忙で，園児との共通の話題の持ち方や
関わり方等に悩む人が多かった。しかし，園児の変容から保護者が放送教育に関心を持ち，
家庭で親子一緒に同じ番組を視聴したり，親子で共通の虫や番組の内容の話題を持ったり
するようになった。また，園児が視聴したがる番組が生物のドキュメンタリー番組に変化
したり，図鑑や文字等に興味を持ったりと知的好奇心も増加したことから，家庭での番組
の質や教育環境等が向上した。これは，園児達がメディア・リテラシーの素地を身に付け，
放送教育の効果を園児の姿や発言から実感できたことが，保護者の見方や考え方，育児に
も変化を与えたと考える。

③今後の展望　
　現在，公立の小学校では，学習指導要領にメディア・リテラシーの文言が記載されてい
ないため，ほとんど指導されていない現状がある（浅井⚒⚐⚑⚕）。小学校で系統的にメディ
ア・リテラシー指導がされているのは，京都教育大学附属桃山小学校ぐらいである。現代
のソーシャルメディア時代においては，メディア・リテラシーは時代をより良く生きるた
めに重要な能力の一つということができる。そのため，小学校以降も学校教育でメディ
ア・リテラシー教育の実践と共に，家庭でもメディア・リテラシー教育を実践することが，
よりメディア・リテラシーの育成が図れるという意味で重要な意味があると考える。
　そこで，保幼小連携を図り，保育園（幼稚園）での保育内容や保育方針，効果・実態等
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を連携し，保育園で育成されてきたメディア・リテラシーの素地をさらに系統的に育成し
ていくようにしたい。また，保育園や幼稚園等でこのような実践がされていない場合は，
本実践を参考にされて小学校の低学年から実践されると良い。今回は放送教育の実践を紹
介した。放送教育では，継続・集団視聴により，心が揺り動かされ意欲的に学習に取り組
むようになるだけでなく，豊かな心や論理的思考力の育成ができる。紹介した実践例のよ
うに各々の思いを共有する場を継続すると，表現力や創造性が向上するだけでなく，一人
一人の違いを認め合うことができるようになるので，仲良く向上し合える学級が形成され
る。ぜひ試行して，子ども達の変容から保護者に啓発していただきたいと願っている。
　　　　　　　　　　　　　　
＜引用・参考文献＞

浅井和行（⚒⚐⚑⚑）新学習指導要領におけるメディア・リテラシー教育の要素分析，京都教
育大学教育実践研究紀要，第⚑⚑号，pp．⚒⚐⚙-⚒⚑⚘

浅井和行（⚒⚐⚑⚕）メディア・リテラシーの育成に関する研究　―小学校新教科のカリキュ
ラム開発―，　博士学位論文，関西大学

中橋雄（⚒⚐⚑⚔）メディア・リテラシー論　―ソーシャルメディア時代のメディア・教育―
　p．⚓，　北樹出版 
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保育園実践事例　「保育園におけるメディア・リテラシーの素地の育成
　　　　　　　　　　〜放送教育番組を活用して〜」

住吉保育園　　　　　　　保育士　宮前　　志麻

　　京都市立九条弘道小学校　教諭　　吉田　のり子

⚑．実践名

　「しぜんとあそぼ」をみんなで見て，メディア・リテラシーの素地を培おう

⚒．実践の目標

　保育園で，NHK放送教育番組「しぜんとあそぼ」を継続的に集団視聴することにより，
園児にメディア・リテラシーの素地を育成する。

⚓．指導の流れ

①視聴番組について

　⚔月から⚑年間，継続視聴した放送教育番組はNHK教育番組「しぜんとあそぼ」（⚑⚕分
間の幼児向け自然番組）である。

表⚑　年間視聴番組一覧表

 ※視聴前，視聴後の活動対象児番組名月※視聴前、視聴後の活動対象児番組名月

言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流

⚕・⚔歳児しぜんとあそぼ
「へんしんする
むし」

⚘
月

言葉でのイメージ交流⚔歳児しぜんとあそぼ
「かたつむり」

⚔
月

※蝉の抜け殻の観察、蝉の観察
図鑑で調べる
言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流

⚕・⚔歳児しぜんとあそぼ
「せみ」

⚘
月

言葉でのイメージ交流⚕・⚔歳児しぜんとあそぼ
「みつばち」

⚔
月

言葉でのイメージ交流
図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「かまきり」

⚙
月

絵画でのイメージ交流
園庭での遊び（虫、小動物探し）で実
体験
散歩
家庭で虫探し

⚕・⚔歳児しぜんとあそぼ
「だんごむし」

⚔
月

※保育園で飼育しているカブトムシが
産んだ卵の観察
言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流
カブトムシの変態の様子を図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「かぶとむし」

⚙
月

※オタマジャクシ、ザリガニの飼育
言葉でのイメージ交流
カエルの製作活動
親子遠足

⚔歳児しぜんとあそぼ
「あまがえる」

⚕
月

※卵からかえったカブトムシの幼虫の観察
言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流
折り紙でカブトムシを折る

⚔歳児しぜんとあそぼ
「かぶとむし」
（リクエストに
より再視聴）

⚑⚐
月

言葉でのイメージ交流
園庭での遊び（アリのお家作り）で実
体験
図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「あり」

⚖
月

※八瀬への園外保育
言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流

⚔歳児しぜんとあそぼ
「秋の山」

⚑⚑
月

言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流
図鑑で調べる
家庭でホタル観賞

⚔歳児しぜんとあそぼ
「ほたる」

⚖
月

※作品展で「もも組の森」を共同製作
言葉でのイメージ交流
折り紙で折ったセミの翅に模様を描く

⚔歳児しぜんとあそぼ
「せみ」

⚑
月

※アオムシの飼育
言葉でのイメージ交流
図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「林のちょう」

⚖
月

言葉でのイメージ交流
絵画でのイメージ交流
図鑑で調べる
水を張った器を屋外に出しておき，毎
日凍っていないかを観察

⚔歳児しぜんとあそぼ
「ゆきとこおり」

⚒
月

※カタツムリ、カブトムシ、スズムシ
の飼育
言葉でのイメージ交流
園庭での遊びで実体験
図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「くも」

⚗
月

言葉でのイメージ交流⚔歳児しぜんとあそぼ
「山の春夏秋冬」

⚓
月

言葉でのイメージ交流
アゲハチョウの羽化に出合う
図鑑で調べる

⚔歳児しぜんとあそぼ
「へんしんする
むし」

⚗
月
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②視聴方法について

　＊⚔歳児や⚕歳児というクラス全体で集団視聴する。
　　（⚔歳児と⚕歳児と合同で集団視聴する時もある。）
　＊⚔月から⚑年間，番組を継続視聴する。
　＊番組を分断することなく，丸ごと（⚑⚕分間）視聴する。
　＊視聴後，一人一人の思いを言葉や絵で表現する。
　＊全体で，それぞれの思いを発表して，共有する。
　＊保育者が，視聴毎に視聴記録をとる。

③メディア・リテラシーについて

　これまで，日本のメディア・リテラシーの定義や構成要素など多数のものが紹介されて
いる。現代のソーシャルメディア時代におけるメディア・リテラシーの定義として，中橋
⚒⚐⚑⚔のメディア・リテラシーの定義「メディアの意味と特性を理解した上で，受け手とし
て情報を読み解き，送り手として情報を表現・発信するとともに，メディアのあり方を考
え，行動していくことができる能力」に沿って，保育園ではその素地を培うことを目標に
指導した。

④視聴時の園児の様子・変容の様子

　放送番組を⚑⚕分間，丸ごと視聴したが，園児達は，集中して番組を視聴していた。視聴
中，視聴で知ったことに対する驚きや疑問，自分の考え等を毎回，一人一人よくつぶやい
ていた。継続視聴で，園児のつぶやきが人数も，一人当たりの量も，増えていった。
　視聴後，視聴で感じた驚きや発見，そして印象に残ったこと等を絵で表現する際も，番
組の内容や自分で考えた創作のお話し等をつぶやきながらいきいきと表現していた。園児
達は，自分の思いを絵で表現することが楽しくなっただけではなく，継続視聴を続ける中
で，視聴後には必ず「絵が描きたい」という発言が出てくるようになった。絵を描く際に，
絵を描くための技術的な指導は一切していないが，形をとらえて描くことができるように
なっていった。さらに，絵画表現だけではなく，折り紙や切り紙，ブロックでの創造表現
等，創造する意欲や能力も高まっていった。また，言葉で表現する際も，同じ番組を見て
いるので，友達の言おうとしていることがイメージし易く，自分の思いも伝え易いようで，
コミュニケーションが活発になっていった。視聴で感じた驚きや発見を言葉や絵で表現し
合う中で，自分の思い以外に多くの思いが存在することを知り，刺激を受け合っていった。
集団視聴の回を重ねる毎に，自分の思いを発表するだけでなく，友達の思いを聞いて感じ
たことを伝えるやり取りも見られ，コミュニケーションが深まった。
　また，園児達は，視聴した虫や小動物に興味を持ち，実際に園庭で虫を見つけるあそび
に夢中になったり，見つけた虫や飼育法等を友達と図鑑で見たり，飼育したりすることを
楽しむようになった。疑問点は，どの図鑑に載っていそうか，誰に聞けばヒントが得られ
るか，どの番組で分かりそうか等，自分達で情報を集め，解決法を見出すようになった。

図⚑　視聴時の様子
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友達と一緒に図鑑や番組等を見て，知識が増えていくとい
う機会に恵まれることで，達成感や自信を得ると共に，よ
り生き物を大切にしようという気持ちも深まっていった。
年長組が飼育中の「カタツムリ」の世話を自分達の年中組
でしたいと直訴し，継続して飼育ケースの掃除や餌の入れ
替えを行った。園児は，何を好んで食べるのかを観察し，
餌も準備していた。

⑤継続視聴によるメディア・リテラシーの素地の様子

　Ａ「放送番組の意味と特性理解」について

　つぶやきの内容（以下に「」で示す）から，番組の編集方法やテレビ番組の特徴等を理
解していることが分かった。また，番組を視聴して，自然や命のすばらしさに感動したり
豊かな心を培ったりできたので，放送番組の特性を体感していったことが分かった。
『へんしんするむし』…アゲハの幼虫が蛹に変態する場面で「これは早送りでみたいなぁ。」
『せみ』…セミの飛ぶシーンがスローモーションで映し出されると「スローやったで。」
『秋の山』…（ナレーションを聞いて）「いつもの喋り方と違うな。」，
　　　　　　「山が赤くてきれいやったし，びっくりした。」

　Ｂ「受け手として情報を読み解く」について

　つぶやきの内容から，ナレーションの言葉や番組の内容を理解できていることが分かっ
た。また，視聴後のコミュニケーションでも番組の内容が理解できていることが分かった。
『かたつむり』…「どうやって（木の枝を）登ってるんかなぁ？」「あっ，挟んで登って

る！」
『ほたる』…「サナギ？」「一緒や！」「アオムシと一緒や！」「先生見て，ホタルにな

るんとちゃう？」（変態していく過程を継続視聴の中で理解している。）
『かぶとむし』…「なんで結婚するか知らんかったけど，テレビを見て分かった！」

　Ｃ「送り手として情報を表現・発信する」について

　視聴後の絵の表現内容から，園児が映像の細部までよく観察して視聴していることが分
かった。また，絵画表現だけではなく，実物に近い物を作りたいという意欲が髙まり，折
り紙や切り紙，ブロックや粘土で昆虫を作る等の造形活動も意欲的に行うようになった。

図⚒　飼育ケースの掃除
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 図⚓　視聴後の絵画表現 図⚔　切り絵等の造形活動

『せみ』…セミの羽化場面では「（以前の）アオムシの時みたいに早送りしてほしいな。」
　　　　　「セミの口が分からんかったけど，（映像を見て）分かった。」

　Ｄ「メディアのあり方を考え，行動していく」について

　継続視聴で，自然に対する興味関心と園児同士のコミュニケーションが深まり，話の中
で生まれた発見や疑問を明らかにしようとする活動や番組の内容を自由遊びの時間に繋げ
て活動するようになっていった。番組視聴で感じた疑問や飼育中で気になっている事柄に
ついて，番組から情報を得ようとしたり，図鑑で調べてみたり，友達と情報交換をしたり，
大人に質問する等，園児自身が使い易いメディアを使って情報を集める方法や問題解決法
が身に付いていった。図鑑で調べる時は，園児自らが手に取りやすい幼児向けの図鑑で探
し，それらの図鑑に載っていない時にはもっと難しい分厚い図鑑で調べるという方法をと
るようになっていった。字が読める園児は図鑑に書いてある内容を読み，自分で解釈した
内容を読めない園児や他の園児に知らせていた。また，分
からないことがあれば，どの本を見れば載っていそうか，
誰に聞けばそのヒントが見つかるのか推測したり，家庭や
保育園で目にしている番組で分かりそうな番組はないか情
報を集めたりするなどして，問題解決のための方法を自分
達で見出すようになっていった。この方法は疑問を解決す
るためだけに行うのではなく，どのように片付ければ，き
れいに早く積み木を片付けることができるのか，協力して当番活動するにはどうすればい
いのか等，毎日の生活の中でも利用して解決している様子が見られた。このようにして知
識が増えていくことが，園児達の自信にも繋がり，生き生きと生活している姿が見られる
ようになった。

⚔．まとめ　

　NHK教育番組「しぜんとあそぼ」の継続・集団視聴により，園児達は視聴した昆虫に興
味を持ち，実際に自分達で飼育したり，図鑑や園庭で見つけたり，活発にコミュニケーシ
ョンしたり，意欲的に表現・創造する姿やメディアを選んで疑問を解決し，実生活に生か

図⚕　図鑑で調べている園児
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す姿を見せたりしていた。また，メディアの特性をとらえ，自分で情報を得る方法を選ん
だり，番組の内容や情報を理解したり，意欲的に表現したり，これらの体験を通して園児
が各々「学びの方法の獲得」も身に付けたりすることができた。
　これらの園児の様子や変容について，前項で，中橋（⚒⚐⚑⚔）のメディア・リテラシーの
定義に沿って整理をしてみたが，園児達の姿は大きく変容し，集団そのものが高まってい
るのでメディア・リテラシーの素地が獲得できたと考えられる。
　それだけではなく，本実践では，集団の豊かな心の育成や，生活意欲や生命に対する意
識の向上，そして，お互いに相手を思いやる気持ちやコミュニケーション等が深まり，保
育要領の目標が達成された部分も多いことが明らかになった。

＜引用・参考文献＞

浅井和行（⚒⚐⚑⚑）新学習指導要領におけるメディア・リテラシー教育の要素分析，京都教
育大学教育実践研究紀要，第⚑⚑号，pp．⚒⚐⚙-⚒⚑⚘
中橋雄（⚒⚐⚑⚔）メディア・リテラシー論　―ソーシャルメディア時代のメディア・教育―
p．⚓，　北樹出版
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小学校実践事例①「説明文を作って，ナレーションにちょうせんしよう ！ 」

豊中市立千成小学校　教諭　寺岡　裕城

⚑．はじめに

　⚒⚐世紀後半にテレビが普及して以後，私たちは「文字」と「音声」に加え，「映像」から
情報を得るようになった。現代の子どもたちは，日々当たり前のように「映像」から情報
を得ている。インターネットの普及とともに，様々なメディアを通して，気軽に映像を視
ることができるようになった。情報を受けるだけの時代から，発信することができる時代
へと突入した今，「映像」を用いて発信する力の素地を養うことは，高度情報化社会を生き
る子どもたちにとって必要不可欠である。

⚒．単元名

　「説明文を作って，ナレーションに挑戦しよう」（小学校⚓年生）

⚓．目標

　「情報発信者」としてのメディア・リテラシーの育成と，言語表現活動（話す・書く）⚑

には深い関わりがある。本実践では，映像を用いて相手に伝えるための工夫を見抜き，映
像を用いて発信する力の素地を養うために，以下の⚓点を目標とする。
　①動画のみの方がわかりやすい場面と，ナレーションがあった方がわかりやすい場面を
考えることができる。

　②場面に合わせ，伝えたい内容をまとめることができる。
　③声の大きさや話すスピードに注意し，場面に合わせてはっきりと伝えることができる。
　
⚔．指導の流れ・本時の展開

　子どもたちは，日々当たり前のように映像から情報を得ている。小学校現場でも，子ど
もたちの学習の一助として，様々なメディア教材が用いられる。特に，学校でできないよ
うな理科の観察や社会科学習では，デジタル学習教材等の映像教材が子どもたちにわかり
やすいと人気である。ここでは，映像教材から「相手に伝えるための工夫を見抜く」こと
をねらいとして，音声付きのデジタル学習（映像）教材を視聴させる前に，無音のデジタ
ル学習（映像）教材を視聴させる。すると，子どもたちは「○○はわかるけど，○○がわ
かりにくい」といった声をあげた。映像がわかりやすい理由の一つにナレーションの役割
がある。何かを説明する時，ナレーションが果たす役割は大きい。このように，受け手と

⚑　国語教育研究大辞典は，言語活動を「人間のいろいろな活動のうち，言語による行動・活動」であ
り，「一般に，聞く，話す，読む，書く，の二対四面の活動」であると定義している。さらに二対四
面の活動を「音声言語活動（聞く・話す）と文字言語活動（読む・書く），機能的に言語理解活動
（聞く・読む）と言語表現活動（話す・書く）に類別される」とし，「この二対四面の言語活動はそ
れぞれに密接に関係し合っている」としている。
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して映像を視ることにより，メディアとしての映像の特性をとらえることができるように
なるのである。
　本単元では，NHK for schoolの「ありの行列」のナレーションと，光村図書の「ありの
行列」の文章構成が類似していることを活かし，NHK for schoolの「ありの行列」の映像
に合わせて，子どもたちが作成した説明文でナレーションをする（図⚑）。子どもたちには
テレビでもお馴染みのキャスターのようにナレーションを行うことを予告し，期待感を高
めた。

図⚑　本文とナレーション

（⚑）活字のみの説明で、「わかったこと」と「わからなかったこと」を明確にする

　光村図書の「ありの行列」を読み，「わかったこと」と「わからなかったこと」を明確に
する。わからなかったことの代表的な回答として，「ありのおしりはどこか」「何色のえき
なのか」「どのようにして，地面にえきをこすりつけるのか」「ありは目が見えないから
（実際には，大まかには見えるといわれている），においだけで本当にえさの場所がわか
るのか」等が挙げられた。また，多くの子どもたちが「実際に見てみたい」と感想を添え
た。

（⚒）説明文の特徴をおさえる

　「ありの行列」の説明文の特徴をおさえる。まず，文章構成を捉える。文章の「はじめ」
には「問い」があること（「問い」は必ずしも必要なわけではない。ここでは，相手をひ
きつけるための工夫ととらえる。），「なか」には実験の内容が書かれていること，「おわり」
は「このように」と書き出し，筆者の意見をまとめていることを読み取った。次に内容を
読む。「巣から少しはなれた所にさとうをおいた実験とその結果」，および「道筋に大き
な石をおいた実験とその結果」から，研究者が行った研究の内容が，ありの体のしくみの
研究であることを読み取った。
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（⚓）映像を読む

　NHK for schoolの「ありの行列」の視聴覚教材を無音で視聴する。子どもたちは，はじ
めに抱いた疑問を解決できるということもあり，非常に生き生きと視聴していた。そして，
映像を視て理解したことを記した。その後，その映像にナレーションをつける活動を行っ
た（図⚒）。

図⚒　ワークシート

（⚔）ナレーションをする

　子どもたちは「テレビのナレーターのようにナレーションをする」という明確な目標が
あるので，撮影の日まで意欲的に取り組むことができた。ここで子どもたちは，自分が作
った「ありの行列」の説明文を手にしながら，相手にわかりやすく伝えるための工夫を吟
味した。まず，実際にNHK for schoolのナレーションから，話している内容を聞き取り，
ナレーターの話し方の工夫について話し合った。ここでは「映像だけで，何も話していな
い時間がある（映像だけでわかる部分がある）」ことを読み取り，「なぜそのような間があ
るのか」，「間の効果は何か」について検討した。さらに，実際に自分のナレーションによ
る「ありの行列」の映像を視ることで，照れながらも，声の大きさや読むスピード，読む
内容や読む場面を工夫することができた。

⚕．まとめ

　授業後の感想では，「いつもの音読より楽しかった」や「わかりやすく伝えるために，説
明文のはじめ・なか・おわりが必要だと思った」等，学習事項を生活に返すことができて
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いる様子を読み取ることができた。光村図書の「ありの行列」と，NHK for schoolの「あ
りの行列」のナレーションの比較から，「ナレーションでは，どのようにまとめているのか」
や「映像があることで，どの文がなくなっているか」などを検討し，「映像を読む」ことに
もチャレンジすることができた。また，ナレーションがある映像とない映像を見比べるこ
とで，今までは何気なく音声付きの映像を視ていた子どもたちが，「映像だけでわかる部
分」があることを知り，「どの場面に説明をつけ加える必要があるのか」などを考えること
ができた。さらに，自分のナレーションを班のメンバーで見せ合うことで，相手にわかり
やすく伝えるための工夫を見出すこともできた。
　本実践は⚓年生で行ったが，発達段階を踏まえると，今回のように映像とナレーション
と内容の読み取りという複合的な要素を比較することはまだ難しいので，小学校高学年以
降で実践を行う方がより高い効果が得られるかもしれない。

＜引用・参考文献＞

浅井和行（⚒⚐⚑⚕）「メディア・リテラシーの育成に関する研究」関西大学博士学位論文
中央教育審議会答申（⚒⚐⚐⚘）「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学
習指導要領等の改善について」
中央教育審議会答申（⚒⚐⚑⚑）「言語活動の充実に関する指導事例集」
中橋雄（⚒⚐⚑⚔）「メディア・リテラシー論」北樹出版
国語教育研究所（⚑⚙⚙⚑）「国語教育研究大辞典」明治図書出版
平成⚑⚘，⚑⚙年度文部科学省委嘱事業「教科書の改善・充実に関する研究事業」
　http://www．mext．go．jp/a_menu/shotou/kyoukasho/seido/⚐⚘⚐⚗⚓⚐⚐⚔/⚐⚐⚒/⚐⚐⚖．htm
（⚒⚐⚑⚔年⚑⚑月⚒⚖日確認）
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小学校実践事例②「教育社会学からみた小学校社会科における
メディア・リテラシーの育成をめざした授業実践

−「対話的なメディア・コミュニケーション」を用いた公共圏形成の有効性の検討−」

岐阜県安八郡神戸町立北小学校　教諭　杉本　大昂

⚑．単元名

　「ごみを減らすために，自分たちでできることを考えよう」（小学校⚔年生）
　本単元は，「小学校学習指導要領解説　社会編」第⚓学年及び第⚔学年の目標（⚑）と
（⚓）を受けて，内容（⚓）ア・イについて扱った第⚔学年の社会科－「ごみのしまつと
活用」の⚑⚐/⚑⚑時間である。具体的には，本単元を通して児童らは以下の内容を学習した。
　⚑ ．廃棄物処理事業は地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役

立っていること
　⚒ ．廃棄物処理事業が計画的・協力的に進められていること
　⚓ ．廃棄物を地球の資源として有効に活用していること
　⚔ ．地域の社会生活を営む上で大切な法や決まりを守ることの重要性について

⚒．単元の目標　（メディア・リテラシーの観点）　
　本実践は，「メディア・リテラシー」の観点を教育社会学的なメディア研究においている。
教育社会学では，マスターマン（⚑⚙⚘⚕）が，「（メディア・リテラシーの）中心的課題は多
くの人が力をつけ，社会の民主主義的構造を強化することである」と述べているように，
「メディア・リテラシー」の目的は，「民主主義的な市民性の強化」にある。なぜなら，教
育社会学では，誰もがメディアを用いて，コミュニケーションする権利（人権）を有して
いるということ，すなわち民主主義を前提とするならば，メディア時代を生きる市民とし
て，メディアをクリティカルに読み解く力を育成する必要がある。これは，メディアにつ
いて十分な情報を手にし，メディアをクリティカルに読み解く力が獲得できなければ，市
民としてメディアに対してコミュニケーションの権利を主張することすらできないからで
ある。このような考えのもと，「メディア・リテラシー」の育成とは，「クリティカルな読
み手」の育成することであると捉えている。そのため，アカデミック領域においては，メ
ディア・コミュニケーションの文脈を分析対象とし，個人及び集団とテクストの社会的相
互関係を俯瞰的に捉えたうえで，教育の方法として，「民主主義的な市民性を強化するた
めには，メディアを用いた対話的なコミュニケーション能力を育成することが重要なので
はないかといわれている。つまり，本実践のテーマを言い換えるならば，「教育社会学か
らみた小学校社会科における民主主義的な市民性の育成をめざした授業実践－「対話的な
メディア・コミュニケーション」を用いた公共圏形成の有効性の検討－」ということにな
る。
　近年，「アクティブ・ラーニング（「対話的なメディア・コミュニケーション」）」が児
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童の思考力・判断力・表現力等の活用能力を育成するのに効果があるのではないかと，そ
の有用性が多くの教育実践研究の中で検証されている。しかし，アクティブ・ラーニング
は，その学習形態の特徴から，公共圏の形成の有効性，ひいては小学校社会科における
「メディア・リテラシー（民主主義的な市民性）」の態度育成においても効果があるので
はないかという仮説を立てた。本単元の目標は，「自分たちができる市民として役立つこ
とを熟考・議論をすることにより，公民的資質（メディア・リテラシー）の態度育成を図
る。」である。

⚓．指導の流れ，本時の展開

（⚑）単元構成

 学習活動指導内容時次

・公園など，みんなが使う施設におかれているごみ箱や，
家の近くにあるごみ集積所の様子について話し合う。

・自分の家から出るごみには，どのようなものがあるの
か考える。

・自分の家の燃えるごみの収集回数や，定点収集場所を
調べる。

家庭から出るごみについて調べ，ごみの出し方を話し合
い，ごみ収集に関心を高めることができる（社会的事象へ
の関心・意欲・態度）。

⚑一

・自分たちの家や学校から出されているごみの種類や量
を調べ，表やグラフに表す。

・宇治市のごみ袋を用意し，実際に家庭で保護者の方々
はどのような風に分別していたのか，家庭でのごみ処
理の様子をもとに，自分たちの地域でのごみの出し方
について調べ話し合う。

・種類によっては出せないものがあることを話し合う。

種類によって，出し方が違うことを調べたり，家庭での
ごみの出し方を話し合ったりして，ごみ収集とその方法
についてまとめることができる（観察・資料活用の技能）。

⚒

・「昔とちがって，自分の家ではしまつできないから，ご
み収集車が集めています」とあるが，それはなぜかを考
える。

・今はどのようにしてごみを集めて処理しているのか予
想する。

安全にごみを処理するために，時代によってごみ処理方
法が変わってきたことを理解することができる（社会的な
思考・判断・表現）。

⚓

・説明を受けた上で，パンフレットや「わたしたちの宇治
市」を読んで，燃やすごみの処理についてまとめる。

ごみ処理の仕組みについて理解することができる（社会的
事象についての知識・理解）。

⚔二

・燃えないごみは，奥山リユースセンターで破砕処理後，
グリーンヒル三郷山・宇治市にある宇治廃棄物処理公社
へ運ばれること，埋め立て地では，周りの環境を汚し
たり，壊したりしないようにしていることについて知
る。

・埋め立てられたごみの量の移り変わりについて考えると
ともに，最終処分場から将来を考える。

燃えないごみや焼却灰が運ばれる埋め立て処理場の働き
やその状況，そこで働く人の工夫や努力について捉える
ことができる（社会的事象についての知識・理解）。

⚕

・ごみを集める係の人，エコ・ポート長谷山で働いている
係の人に聞いてみたいことを話し合い，まとめる。

・エコ・ポート長谷山ではどのようにしてごみを処理して
いるのかについての質問を考える。

エコ・ポート長谷山を見学する計画を立て，自らが決めた
視点にそって，見学できる（社会的な思考・判断・表現）。

⚖

・エコ・ポート長谷山に見学に行き，係の人の話を聞く。
・エコ・ポート長谷山の仕組みを確かめるなかで，ごみ処
理には大規模な施設やそれらを動かす人々の働き（努力
や工夫）が必要であることに気づく。

エコ・ポート長谷山を見学して，施設や処理方法，働く人
の様子を分かりやすくまとめることができる（観察・資料
活用の技能）。

⚗．⚘

・自分でできるごみを減らす活動について考え，考えを
共有する。

・自分でできるごみを減らす活動をもとに，⚓Rを進める
意味について，話し合う。

⚓Rの仕組みについてとらえることができる（社会的事象
についての知識・理解）。

⚙三

・ごみを減らすために，自分たちにできることを話し合
う。

・ごみの減量が環境を守ることにつながることを話し合
う。

ごみを減らし，環境を守るための取組みについて調べ，
自分たちにできる活動を考えることができる（社会的な思
考・判断・表現）。

⚑⚐

・これまで学習したことを振り返り，ごみがどのように
処理され，資源がどのように利用されているのかまと
める。

・市の「ごみ減量化推進計画」をもとに，自分たちの毎日
のくらしを振り返り，改善点を出す。

学習を振り返り，ごみ処理が，人々の健康な生活や良好
な生活環境の維持向上に役立っていることを考えること
ができる（社会的な思考・判断・表現）。

⚑⚑
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（⚒）本時の展開

　実践方法としては，「対話的なメディア・コミュニケーション」における学習形態（「デ
リバレーション（熟考と議論）」）をアクティブ・ラーニングの一要素として捉えた上で，
第⚔学年　社会科－「ごみのしまつと活用」において，主に⚒つの授業方法を実践するこ
とによって目的達成を図った。⚑つは，「熟考（一人学び）→議論（グループ学び）→自己
の考えを生成・深化（一人学び）」という「デリバレーション（熟考と議論）」活動を盛
り込むことである。上記の活動では，文部科学省（⚒⚐⚐⚘）「子どもたちの話合いと実践で
創り出すよりよい学級・学校生活」を参考に，「ごみを減らすために，自分たちでできるこ
とを考えよう」という発問を軸として授業を展開していった。
　また，もう⚑つは，ノートに自分の考えを記入する際，筆記具の色を変えることで思考
の深まり具合を可視化できるように工夫をすることである。具体的には，熟考（一人学び）
では鉛筆，議論（グループ学び）では赤鉛筆，そして，考えの生成・深化では青鉛筆とい
うように色を変えさせた。

（⚓）導入

　まず導入では，児童らに次の⚒つの写真（図⚑，⚒）を見せた上で，これらの写真はど
のような事実を表しているのかについて自身の考えを述べさせた。この写真によって，児
童らは我々が＜ポイ捨て＞という行動をすることが自然や生物に影響を与えていることに
気付くことができ，それに応じて「ゴミ問題は私たち市民，みんなの問題であるというこ
と」に問題意識を抱いている様子だった。具体的に児童らは，「一人のちょっとした行いが
集まって，この海ができた」や「ビニールを捨てる人がいなければ，鳥がこんな可哀想な
ことにならずに済んだのに」と述べていた。

図⚑　自然環境問題の事実を写した写真（⚑）　図⚒　自然環境問題の事実を写した写真（⚒）

（⚔）展開⚑

　ゴミ問題について興味関心が湧いたところで，次に展開⚑に移った。展開⚑では，「ご
みを減らすために自分たちでできることを考えよう」という主発問を軸に，「熟考（一人学
び）」と「議論（グループ学び）」を行った。次の⚒つの写真（図⚓，⚔）は，主発問に
対して「熟考（一人学び）」をしている様子だ。支援を必要とする児童が，発問を忘れて
も活動に追いつけるようにディスプレイに発問を映したり，考えが思いつかない児童には，
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具体的な生活経験を話させたり，資料を参考にしたりするように，指示・助言をした。
　

図⚓　熟考（一人学び）をしている様子（⚑）　　図⚔　熟考（一人学び）をしている様子（⚒）

　次の⚒つの写真（図⚕，⚖）は，「議論（グループ学び）」をしている様子である。⚔人
グループを作り，一人学びで考えた自身の考えを他の⚓人に伝える。そして，メモをとる
他の⚓人には，「自分が考えなかったような友達の考えを赤鉛筆でノートに記すように」と
指示をした。このローテーションをグループのメンバー全員が発言し終わるまで行う。ロ
ーテーションが終わり，グループ全員の発言を終えたグループには「疑問に思ったことや，
もっと聞きたいと思った考えについて，話し合いましょう」という指示を加えた。
　

図⚕　議論（グループ学び）をしている様子（⚑）　図⚖　議論（グループ学び）をしている様子（⚒）

（⚕）展開⚒

　主発問に対して，「熟考（一人学び）」，「議論（グループ学び）」が終わったところで，
「全体学び」を入れた。ここではグループ学びで出た考えなどを全体で共有化した。その
際，⚒つの活動を取り入れた。⚑つは，児童らが考えた「自分たちでできるごみを減らす
活動」を，⚓R（リユース，リデュース，リサイクル）をもとに教師と共に分類していく
という活動である。この活動により，思考を整理しながら社会的な活動ができるように促
した。もう⚑つは，たくさん出た「自分たちでできるごみを減らす活動例」の中から，学
級全体で取り組むことができるごみを減らす活動を⚑つ決めようという活動だ。⚔年生の
⚔月の児童の実態から，いくら公民的資質（メディア・リテラシー）の態度育成をねらっ
た授業をしていても，「⚑人⚑人がこれから活動していこうね」というように価値づけても，
なかなか実行するまでには至らないと考えたため，全体で共通の活動を考えるようにした。
これにより，目的意識・集団意識・公共圏形成及び，公民的資質（メディア・リテラシー）
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の態度における基盤育成を促すことをねらった。

（⚖）まとめ

　授業のまとめは，考えを整理したり，より高い思考へと促したりする効果を持っている。
そのため，自分自身で考えをまとめたり，深めたりすることを意識化させるためにも，こ
れまでの授業展開からどれだけ思考が深まったかを可視化させるためにも，まとめは青鉛
筆で書くように指示した。ある児童は，「使ったらすぐに捨てるのではなく，古いもので
も大切に使うとごみが減る（図⚗）」「もっと自分たちでできる活動がないか探してみて，
あったら実行していきたい（図⚘）」という市民的な活動に意欲あふれる感想を残していた。
　また，単元最後に新聞作成を行った。新聞作成では，「あなたが一番，こころを揺さぶ
られたことや，伝えたいことを紙面に込めましょう」と指示し，作成させた。ある児童は，
⚓Rとは何かを説明した上で，「物は大事に使って，分別はしっかりとして，物はたくさ
ん買わないことに気を付ける」と⚓Rを意識したごみを減らす活動への協力を仰いでいた。

図⚗　筆記具による思考の可視化が伺えるノート　図⚘　筆記具による思考の深化が伺えるノート

⚔．　まとめ（結果と考察）

（⚑）質問紙調査における「学習意欲/学習形態に関する項目」

　授業後に，学習評価として，「学習意欲/学習形態に関する項目（表⚑ ，表⚒）」の質問
紙調査を実施した。質問紙調査は，質問に対して，「⚑．とても楽しい」，「⚒．楽しい」，
「⚓．ふつう」，「⚔．楽しくない」のいずれかに回答する⚔件法を用いて行った。そのた
め，調査後の平均値が⚑に近づくほど肯定的なレスポンスが高まったことが伺え，反対に，
調査後の平均値が⚔に近づくほど否定的なレスポンスが高まったことが伺えることを表す。
　調査前より観察から児童らは，「授業中にひとりで考える時間があること」，「グループ
で考えを表現する空間があること」に新鮮さと面白さ，そして授業に参加している実感を
得ている様子だった。そのため，児童の様子からも，また質問紙調査においても，学習意
欲に対して調査前より肯定的なレスポンスが高まっている傾向にあるといえるだろう。例
えば，Q⚑の「社会科の勉強をするのは楽しいか」という質問では，調査前が平均⚒．⚓ポイ
ント（「楽しい」と「普通」の間）であったのに対し，調査後は平均⚑．⚘ポイントと「楽し
い」に変化したことから学習意欲の高まりが伺える。また，Q⚓の「グループになって問
題を解いたり考えたりするのは好きか」という質問では，調査前が平均⚒．⚕ポイント（「楽
しい」と「普通」の間くらい）であったのに対し，調査後は平均⚒．⚑ポイントと「楽しい」
に変化したことから公共圏の基礎を形成する上での意欲における高まりが伺える。それら
は，調査前に否定的な意見示した児童においても肯定的なレスポンスへの改善が伺えた。

］赤字 ］青字
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表⚑　学習意欲/学習形態に関する共通項目（全体）　表⚒　学習意欲/学習形態に関する共通項目（抽出）

（⚒）質問紙調査における「公民的資質〈メディア・リテラシー（態度）〉」

　「ごみについての授業を受けて，自分にできるごみを減らす活動をしていこうと思える
ようになったか」という質問においても，授業中に「クラスで⚑つ，共通して行うごみを
減らす活動を考えよう」と促したこともあり，これから自分たちで環境のことを考え自分
たちでごみを減らしていこうという意欲が見られた。そのため，授業の振り返りでは「ク
ラスで決めた，給食で残食をしないという約束をこれからも守っていきたい」と記述する
児童が多く見られた。具体的には，ごみについての授業を受けて，自分にできるごみを減
らす活動をしていこうと，「とても思えるようになった」と答える児童が⚓⚙パーセント，
「思えるようになった」と答える児童が⚔⚕パーセントと，合わせて全体の⚘⚔パーセントを
占める結果となった。

表⚓　公民的資質（態度）に関する単独項目（全体）

　以上を踏まえると，
デリバレーション
（熟考と議論）を用
いたアクティブ・ラ

ーニングを実践することによって，教室に公共圏の基礎を形成し，公民的資質の態度にお
ける基盤育成につなげることができたといえると同時に，デリバレーション（熟考と議論）
によるアクティブ・ラーニング（「対話的なメディア・コミュニケーション」）は，思考
力・判断力・表現力等の能力を高めるという一般的な有効性のほかに，公民的資質（メデ
ィア・リテラシー）の態度における基盤育成にも有効であるということが示唆できると考
える。
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　　http://www．mext．go．jp/jukugi/archive/⚕⚑⚒．pdf（最終閲覧日⚒⚐⚑⚖/⚐⚔/⚑⚗）
⚒）文部科学省，⚒⚐⚐⚘，「小学校学習指導要領　社会編」，東洋館出版社 
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小学校実践事例③「メディア・コミュニケーション科における
児童のプレゼンテーション能力を育成するための方策」

京都教育大学附属桃山小学校　教諭　木村　明憲

⚑．単元名

　小学校⚔年生　「めざせ　プレゼンテーションの達人」

⚒．目標

【メディア活用への関心・意欲・態度】
・プレゼンテーションをすることに関心をもち，効果的な伝え方を進んでお互いにアドバ
イスし合おうとする。
【メディア活用の思考・判断・表現】
・聞き手からもらった感想やアドバイスをもとに，より効果的に伝えるためのプレゼンテ
ーションの手法を考える。
【メディア活用に関する知識・理解・技能】
・プレゼンテーションの特性を知り，聞き手に伝わるプレゼンテーションをする。

⚓．指導の流れ，本時の展開

メディア・コミュニケーション科について

　メディア・コミュニケーション科とは，京都教育大学附属桃山小学校が文部科学省の研
究開発学校として開発した教科である。本教科では「相手を意識して，主体的に情報を活
用しようとする子」の育成をめざしている。研究開発学校の指定が終了した平成⚒⚗年度以
降も教科として存続し，現在も研究が進行中である。平成⚒⚗年度からは，今まで開発して
きたメディア・コミュニケーション科の一般化を図るべく，校内での研究目標を「誰でも
指導できるメディア・コミュニケーション科をめざし『メディア・コミュニケーション科』
教科書作成」とし，⚓年後の完成をめざした教科書開発に取り組むことにした。教科書を
作成することにより，メディア・コミュニケーション科が教科として更に質を高め，普遍
的に指導することができるようになると考えたからである。
　メディア・コミュニケーション科が追い求める子ども像は，児童が適切な情報手段を自
らの意志で選択することができる力を育むと共に問題解決に必要な情報を，相手意識をも
った上で主体的に集め，まとめ，伝えていく姿を求めるものである。メディア・コミュニ
ケーション科では，児童が適切な情報手段を主体的に選択することができるようになるた
めに，児童がメディアについての理解を深め，様々なメディアを比較し，それぞれの長所
と短所を吟味する活動を大切にしている。このような活動を行うことで児童がそれぞれの
メディアの特性を把握し，目的や相手意識から適切なメディアを選択することができるよ
うになると考える。また，本教科はメディアの特性を学ぶだけでなく，情報そのものの活
用を学ぶ教科でもある。そのため，メディア・コミュニケーション科の全ての単元構成は，
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問題解決的な学習のプロセスが大切にされており，児童が自然と相手意識をもちながら情
報を集め・まとめ・伝える活動を行えるような構成になっている。

指導の流れ

　本単元は小学校⚔年生の「めざせ　プレゼンテーションの達人」という単元名である。
プレゼンテーションと聞くと，情報を伝えることが中心の活動になるように思われがちで
あるが，聞き手にしっかりと伝わるプレゼンテーションにするためには，話し手が感動し，
聞き手に何を伝えたいのかということを明確にする必要がある。そのようなことを明確に
した上で，聞き手を意識しながら情報を集め，聞き手がよくわかり，楽しみながら聞くこ
とができるような工夫をして情報をまとめていくプロセスが重要である。すなわち，単元
を通して相手意識をもちながら，学習を進めていくことが本単元の学習を進める上で，と
ても重要なことなのである。
　本単元でのプレゼンテーションの題材は，⚔年生になって学校生活で経験する初めての
宿泊体験である農家宿泊体験で経験したことについてである。農家宿泊体験では，すべて
の児童が農家での貴重な体験を通して大変充実した時間を過ごした。このような素晴らし
い経験を通して，この経験を来年経験する⚓年生に伝えたいという思いが強い。そのよう
な価値ある体験を基に情報を集め，プレゼンテーションの資料を作成し，伝えていくこと
で子どもたちの学習に対する意欲も向上すると考えた。
　プレゼンテーションの資料を作成する上で，コンピュータのプレゼンテーションソフト
を活用し，資料を作成する。附属桃山小学校のメディア・コミュニケーション科カリキュ
ラムでは，インターネットで情報を集める活動を⚒年生で行っているが，情報をまとめる
際にコンピュータを活用することは初めてである。プレゼンテーションソフトで資料を作
成する上で，新たに必要となるコンピュータ（アプリケーションソフト）の操作技能は，
「文字を変換・入力する」「図・表を挿入する」「スライドを追加する」「ファイルを保
存・読み込む」「スライドショーで提示する」などである。これらの操作技能を，プレゼ
ンテーションの資料を作成しながら児童に少しずつ指導していく必要がある。また，プレ
ゼンテーション資料を作成する上で，機器の操作技能だけでなく，どのようにスライドを
作成すると効果的に情報が伝わるのかということを考えて作成する必要がある。そのため
には，プレゼンテーションの資料を作成する上での基本的な型を指導し，それを基礎にし
ながら資料を作成するようにした。プレゼンテーションの基本的な型を示す上で，先行研
究をもとに，プレゼンテーションの評価基準表を作成し，児童に配布した。プレゼンテー
ションの評価基準（⚒⚐⚑⚖）は，「伝える方法」「スライドの作成」「伝える内容」の⚓つの
領域からできており，一つ一つの項目を⚔段階に分けて提示している。児童は，プレゼン
テーションの流れを考えたり資料を作成したりする際に，評価基準表を活用していた。
「伝える方法」の領域では、プレゼンテーションの練習をグループ内や学級で見合い評価
し合う際に参照していた。「伝える内容」の領域では，プレゼンテーションで伝えたい事
を明確にしようとする際に参照していた。また，「スライドの作成」の領域を参照しながら
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プレゼンテーションのアウトラ
インを考えたり，スライドを作
成したりするとともに，出来上
がった資料を修正したりする姿
が見られた。
　プレゼンテーションの資料を
提示し，情報を発信する際は，
それぞれのスライドで伝えたい
ことをどのように聞き手に伝え
るかということが重要である。
一枚一枚のスライドごとにどの
ようなことを伝えたいのかとい
うことを明確にし，そのことが
伝わるためにどのような工夫を
すれば良いかを考えさせる時間
を設けた。特に，プレゼンテー
ションをする際は、話し手がし
っかりと聞き手の方を見て，聞
き手の反応を確認しながら，臨
機応変に聞き手の注意を喚起す
ることがきればと考えていた。
また，プレゼンテーションのテ
クニックとして，話をするスピ
ード，声の大きさ，話をする際
の抑揚，身振り手振り，指し示し，目線などにも気を配り，聞き手を惹きつけるプレゼン
テーションとはどのようなものなかのかということについて追究していく姿を求めていき
たいと考えた。そのような伝える際の方法を児童が意識しながら何度も繰り返して練習を
することができるように、プレゼンテーションの評価基準表に，伝える際に重要となる事
柄を明記することにした。
　⚓年生にプレゼンテーション行う前には，グループ内でプレゼンテーションの練習をし，
評価基準表を基に，お互いのプレゼンテーションを何度も見合いながら高め合う活動を行
った。更に学級でもお互いのプレゼンテーションを見合い，他のグループの良さや改善点
から自分のグループの改善点へ結びつけていけるような学習を行った。それが以下の展開
である。
 

図1　プレゼンテーション評価基準表　抜粋
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本時の展開

 学習活動への支援と留意点
◎評価　◇支援　□準備物

子どもの姿
（予想される反応）

学習活動

・伝える内容と伝える方法を
わけて板書する。
・発表を聞く視点を確認する。

◇伝えたいことはどのような
ことなのかを考えながら聞
くことにより，プレゼン資
料がそのことを伝えた上で
効果的な資料になっている
かを考えられるようにする。

◇発表を聞いて，気づいたこ
とを付箋に書くことにより，
グループ交流で自分の考え
を伝えることができるよう
にする。

◇友だちの感想のよかった点
を交流することにより，自
分たち発表が更によくなる
点を考え，練習の方法を考
えることができるようにす
る。

・その班の人たちの感動した
ことや感謝したことなどの
伝えたいことが伝わってい
るか。

・私たちが学んだことが⚓年
生にしっかりと伝わるか。

・プレゼン資料に合わせて話
をすることができているか。

・「魚釣りをしたことがとて
も楽しかったことが伝わっ
てきましたが，農家の方々
がそのことについてどのよ
うな準備をされていたのか
がもっと伝われば良いと思
いました。」このことは伝
える内容のアドバイスのと
ころに貼ろう。

・野菜を収穫する体験をした
ことがとても楽しかったと
いうことが伝わってきまし
たが，そのことで学んだこ
とや感じたことが伝わって
きませんでした。

⚑ ．本時のめあてを，確認を
する。

⚒ ．プレゼンテーションを見
合い，良かったところやア
ドバイスを交流する。

○友だちが作ったプレゼンを
見ますが，「伝えたいことが
伝わるプレゼンになってい
るか」ということを確かめ，
さらによいプレゼンにして
いくためには，どのような
ことに気をつけながら友だ
ちのプレゼンを聞けばよい
でしょうか。

・プレゼンテーションをみせて
もらいましょう。

⚓ ．プレゼンテーションを聞
いてよかった点やアドバイ
スをグループで交流する。

○プレゼンテーションを聞い
てよかった点やアドバイス
をグループで交流し合いま
しょう。

⚔ ．グループで交流したこと
を全体で交流する。

○グループで話し合ったこと
を全員で交流しましょう。

⚑つのグループがプレゼンテーションをする。

私たちのプレゼンは伝えたいことが伝わるプレゼンになっているのだろうか。
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⚔．まとめ

　本実践では，メディア・コミュニケーション科のプレゼンテーションを行う単元におい
て，プレゼンテーションを行う際にポイントとなる視点を評価基準としてまとめた評価基
準表を配布し実践を行った。そのことで児童がプレゼンテーションを作成する際や練習を
する際，お互いのプレゼンテーションを見合ったりする際に評価基準表を参照していた。
そのことにより，児童が自らプレゼンテーションの問題点を見つけ出し，修正していこう
とする姿につながったように感じられる。
　掲載した本時の展開では，作り上げたプレゼンテーションの中間発表の場である。一つ
のグループが発表を行い，その他のグループが発表についての良かったところやアドバイ
スを交流した。どのグループも，評価基準表を基に練習を積み重ねていることもあり，伝
える方法，スライド，伝える内容についての細かな視点まで指摘する姿が見られた。児童
が他のグループのプレゼンテーションを見て，意見交流を行うことでアドバイスを受けた
グループだけでなく，発表を見たグループも交流することででた指摘事項を自分のグルー
プのプレゼンテーションに生かそうとする姿が見られ，効果的な交流であったと考えられ
る。

＜参考文献＞

木村明憲，佐藤和紀，高橋詩穂，若松俊介，堀田龍也（⚒⚐⚑⚖）小学校におけるプレゼンテ
ーションの評価基準の開発と授業実践　日本教育工学会

 

◎聞き手からでた感想やアド
バイスを基に，より効果的
に伝えるためのプレゼンテ
ーションの手法を考えてい
る。
◇教科書に書き込んだことを
参照することにより，この
時間に改善したことや，今
後こんなところを改善しよ
うと思う改善計画を交流で
きるようにする。

・楽しいことを伝えるだけで
なく，私たちが楽しむため
に農家の方々がしてくださ
っていたことがしっかり話
せていて，感謝の気持ちも
伝わってきました。私たち
もそのような気持ちを⚓年
生に伝えて，⚓年生がその
ような気持ちで美山に行け
るようにしたいと思います。

・○○グループの美山での経
験が楽しかったのは，「美
山の方々のおもてなしがあ
ったからだ」という点がと
ても大切だと感じました。

⚕ ．友だちのグループの発表
を聞いて，自分のグループ
の発表をふり返る。

○友だちのグループの発表を
聞いて，自分のグループに
生かせることはどのような
ところだろうか。教科書の
スライド計画に書き込みな
がら考えてみましょう。

⚖．本時の学習をふりかえる。
○この学習を通して，自分た
ちのプレゼンがどのように
変わりましたか。
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小学校実践事例④「マンガの記号の読解指導を通した
　　　　　　　　　メディア・リテラシーの育成」

江津市立津宮小学校　教諭　大久保　紀一朗

⚑．単元名

　木竜うるし　「脚本の面白さを味わおう」（国語　小学校⚔年生）

⚒．目標（メディア・リテラシーの観点）

（⚑）国語科の目標

・脚本をもとに音読劇を行うことに興味を持ち，人物の性格や気持ちを音読で表現しよう
としている。
・人物の性格や気持ちが表れるように工夫して音読することができる。
・叙述をもとに，人物の性格や気持ちを読み取ったり，場面の様子を想像したりすること
ができる。
・音読劇を発表し合い，それぞれの考え方や感じ方の違いを認め合うことができる。
・登場人物の心情や性格を音読で伝える工夫について，必要なことを書き加えたり書き換
えたりすることができる。
・表現したり，理解したりするために必要な語句を増やすことができる。

○国語科の目標について

　本単元の学習では，人形劇の脚本である本文を読み，読み取った人物の性格や気持ちを
音読で表現することを目標としている。その過程で，音読劇を行うために必要なことを書
き加えたり書き換えたりして，脚本を物語文に書き換える学習を行う。
　つまり，本単元の学習で児童は「人形劇の脚本」「物語文」「音読劇」という⚓つのメ
ディアで表現される同一の物語と接することになる。書き換えたり，音読で表現したりす
るだけで終えるのではなく，それぞれのメディアを比較することで，特徴に気付き，各メ
ディアに適した表現方法や読解方法を意識することにつながると考えられる。
　
（⚒）メディア・リテラシーの目標

・マンガの文法や表現方法を理解し，描かれていることを理解することができる。
・文字表現，音声表現，マンガ表現を比較し，それぞれのメディア特性を理解することが
できる。

○メディア・リテラシーの目標について

　マンガというメディアは，夏目⚑）によれば「分解してみれば実に複雑な約束事の体系」
であるが，読者にしても作者にしても「なかば以上無意識か，言葉にできないレベル」で
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読み描きしており「こういう事情は，ちょうど我々の国語とその文法の関係に似ている。」
と指摘している。つまり，夏目の言う国語の文法にあたる「約束事」を知らずとも，マン
ガを読み，大まかな内容は理解することができるということである。そのような認識も影
響してか，子どもたちが接触する機会が多いメディアであるにも関わらず，その読解を取
り扱う学習はない。
　一方で，伊藤⚒）は「本当にマンガは『わかりやすい』ものなのか。それが『読めてしま
う』ことを，頭から信じてしまってよいのだろうか。そんなことはない。『マンガ』とい
う表現を特に必要とせず，またこれを『読む』こと自体できない人々は，いまも昔も数多
い。」と指摘している。加えて，「ある者にとっては，ひじょうに強い可読性があるが，他
方，別の者にとってはまったく『読めない』ものであるということ。しかし，マンガを
『読める』者は，それが誰にでも『わかりやすい』ものだと思い込んでしまう。その結果，
表現の内部はのっぺりとした均質な空間としてしか想像されない。」と，マンガを誰もが
自然と読めるものとしてしまうことによる，読みの浅さへの問題提起をしている。
　全国でマンガを対象とした記念館や美術館は多く見られ，昨今ではマンガを専門的に扱
った図書館の設立も進んでいる。これらのことから，マンガが一つの文化として認められ
てきていると言える。しかし上述したように，マンガを文化として，批評しうるレベルで
の読みができているとは言えないし，マンガの読解の学習もないのが現状である。
　夏目⚒）は「表現の仕組みからマンガの批評をしようとすれば，どうしてもこの文法=無意
識の約束事体系を解いていかなければならない。」と述べている。本実践では，マンガ表
現の読み方についての学習をすることで，マンガの表現の内容をより豊かに想像して読め
るようになることが目的である。
　加えて，マンガを読み解いた上で，人形劇の脚本，物語文といった文字表現，音読劇の
音声表現，マンガ表現を比較することで，それぞれのメディア特性に気付くことを目標と
している。

⚓．指導の流れ，本時の展開

（⚑）指導の流れ

表⚑　本実践の学習の流れ

学習内容時間

・教材文を読み，筋の展開や表現の面白さを読み取る。⚑時間第⚑次

・登場人物の言動から，それぞれの人物像を読み取る。
・気持ちの変化とその原因を読み取る。

⚔時間第⚒次

・気に入った場面を選び，場面の様子が伝わるように工夫して音読する。⚒時間第⚓次

・脚本の表現の特徴を考えながら，場面の様子が伝わるように，必要なことを
書き加えたり，書き換えたりして物語文に書き換える。

⚓時間第⚔次

・マンガを一読して物語に書き換えてみる。
・マンガの基本的な記号の意味について知り，マンガを読み解く。
・読み解いたことをもとに，再びマンガを物語に書き換える。
・脚本，音読劇，物語文，マンガを比較し，それぞれのメディアの特徴や伝わ
り方まとめる。

⚓時間第⚕次
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①　第⚔次までは，教科書に掲載されている教材文の人形劇の脚本「木竜うるし」を使用
した学習である。内容を読み取った後，場面の様子が伝わるように音読劇で表現をし
たり，必要なことを書き加えたり，書き換えたりして，物語文に書き換える学習を行
う。

②　第⚕次では，マンガを読み，物語文に書き換える活動を行う。一度物語文に書き換え
る体験をした後，マンガの基本的な記号の意味や文法について学ぶ。具体的には，マ
ンガの基本的な記号（図⚑）について，それぞれの表現が読者に与えるイメージから，
作者の意図を考えた。また，どこのコマから読むのか，背景などから場所や時間など
を読み取ることを学習した。そういったマンガの「読み方」に関する学習を行った後，
物語文に書き換えた。また，それぞれのメディアを比較（図⚒）して，「特徴」と「伝
わり方」についてまとめた。

 

図⚑　マンガの基本的な記号

図⚒　脚本・音読劇・物語・マンガのメディア比較
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（⚒）本時の展開

①　実践で使用した作品・場面について
　今回の実践では鳥山明「ネコマジン」（集英社）収録の「ネコマジンがいる」⚓）の一場
面を使用した。
　使用する作品については，画風に癖がなく，児童が読みやすいものを選んだ。「読みや
すい画風」には個人差があると考えらえるが，児童の多くが接したことがある画風であり，
夏目房之介が「Gペンの強弱をわざと抑え，手塚的な中庸な線の魅力を復活させた。」と
評した鳥山明の作品を選んだ。作品についてはなるべく多くの児童が初めて読む作品にな
るように配慮した。
　使用する場面の選定にあたっては，児童がマンガの記号に注目し読解しやすいように以
下の点に留意して選定した。

・ストーリーがあまり展開されていない場面
　今回はマンガの表現技法の読解指導であるため，ストーリーがあまり展開されていない
場面を選択した。ストーリーが展開されている場面では，表現技法だけではなくストーリ
ーについても読解する必要が出て来る。今回は表現技法を読解する能力に絞って指導を行
うため，ストーリー展開を読む必要性が低い，キャラクター同士の戦闘の場面を選択した。

・マンガの記号（形喩，音喩，吹き出し）が使用されており，基本的な読解が可能であるこ
と
　マンガの記号には基本的なマンガの約束事の中で描かれている場合と，あえてマンガの
約束事から逸脱することでより効果的に描かれている場合がある。今回は基本的な読解の
学習を行うために，分かりやすい記号の用いられ方がしている場面を選択した。

②　取り上げたマンガの記号

　今回の実践では，図⚑で示した効果線，爆発などの強い衝撃を表す表現，吹き出しの形，
書き文字で表現される音喩，キャラクターの心情を表現する背景の⚕つの表現技法を取り
上げ，その効果や意味することについて児童が議論を通して検討した。

③　マンガの記号の読解に関する指導内容・方法

　指導にあたっては，マンガの表現技法にはどんなものがあるかをコマ毎に分析するため
に，図⚓で示したワークシートを用いた。
　本時の学習の展開を表⚒に示す。

④　記号の読解学習の前後での文章化の活動

　マンガの表現技法の読解の学習の前後で，マンガを文章化する学習を行った。文章化す
ることで，普段マンガを読んでいる時よりも，細かい部分まで意識して読むことを期待し
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ている。また，表現技法の読解の学習の
前後で行うことで，児童が自分のマンガ
を読解する力がどのように変化したかを
捉えられると考え，設定した。
　読解の学習後の文章化にあたっては，
担当するコマを決め，文章化に取り組ん
だ。各自が文章化したものを持ち寄り，
グループで検討し，校正を行った。また，
他のグループが作成したものを読み合い，
それぞれの良さや特徴について意見を交
換した。

表⚒　本時の展開

⚔．まとめ

（⚑）マンガを文章化した学習より

　マンガの読解学習の前後で児童がマンガを文章化したものを読み比べると，マンガの記
号による描写をより詳細な部分まで読み取り，文章化していた。具体例としては，学習前
には「悪魔が飛ばされて，岩にぶつかった。」という描写だったものが，「悪魔がものすご
い勢いで飛ばされていき，岩に激しくぶつかった。」と，激しい衝撃を表す記号を読み取

学習活動

○前時に初見のマンガを文章化した時に難しかったことを確認する。
・マンガを読む際に困ったことや迷ったことから，本時の学習につなげる。

○本時はマンガがどのような表現技法を使って書かれているかを分析し，その意味を考える学
習であることを確認する。

導
入

○コマ毎に何が描かれているのかを分析し，書き上げる。
・登場人物（キャラクター），吹き出し，効果線，背景，書き文字（音喩），爆発の表現など，
コマに描かれているものを自分なりの言葉で書き出す。

・個人で書き出した後，グループで確認をする。その後クラス全体で確認をし，マンガで用い
られている表現について確認する。

○表現技法毎にどのような効果があるのか，グループで話し合う。
・効果線は迫力を出したり，物体が動いていたりしていることなどを表している。
・吹き出しは形によって，言い方が違うことを表わしている。
・背景は場所を表したり，キャラクターの感情を表したりしている。
・書き文字（音喩）は音や，迫力などを表している。
・爆発など激しい衝撃を示す記号も用いられている。

展
開

○表現技法の読み取りから，マンガはセリフだけではなく，絵も読む必要があることをまとめ
る。

・マンガの表現技法には基本的な意味があり，その読み取りにはある程度の個人差があること
を確認する。

ま
と
め

図⚓　マンガの表現読解指導ワークシート
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った描写に変化していた。その他にもセリフの言い方や，背景から読み取るキャラクター
の感情など，記号を読み取った上での描写が増えた。

（⚒）児童の感想より

　学習後の児童の感想には，「マンガの記号について知ったことで，今までよりもたくさ
んのことを読み取ることができた。」「今まで何も考えずに見ていた記号⚑つ⚑つに意味
があることが分かった。」「記号の意味を知ると，文章に直しやすかった。」といった感
想が見られ，マンガの記号の意味を知ったことで，より詳細な読み取りができるようにな
ったことが伺えた。
　また，メディアを比較した学習の際には，「マンガも物語を表現する方法の⚑つである
ことが分かった。」という感想が見られ，学習を通してマンガも⚑つのメディアであると
いうことを理解することができた。

＜参考文献＞

⚑）別冊宝島EX「マンガの読み方」株式会社宝島社　p．⚓
⚒）伊藤剛「テヅカ・イズ・デッド　ひらかれたマンガ表現論へ」NTT出版　p．⚒⚘⚘
⚓）鳥山明「ジャンプ・コミックス　ネコマジン完全版」集英社　pp．⚓⚔-⚓⚕
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小学校実践事例⑤「マンガを紹介し合う活動を通した
　　　　　　　　　メディア・リテラシーの育成」

江津市立津宮小学校　教諭　大久保　紀一朗

⚑．単元名

　手塚治虫　「人間の生き方をえがいた伝記を読もう」（国語　小学校⚕年生）

⚒．目標（メディア・リテラシーの観点）

（⚑）国語科の目標

・伝記など事実に基づいた物語に興味をもつ。
・伝記に書かれた出来事や人物の生き方，考え方などを読み取り，感想や考えを持つこと
ができる。

国語科の目標について

　並行読書の教材として手塚治虫の作品に触れることで，国語科の目標である「人物の生
き方，考え方などを読み取り，感想や考えを持つことができる。」という教材の狙いをよ
り高次に達成することができると考えらえる。並行読書について，水戸部修治は「共通教
材と密接に関連させて，指導と評価を行うのであれば，国語科の時間内に設定することが
基本」⚑）と述べている。手塚治虫の伝記という共通教材だけでは見えなかったことが，手
塚治虫のマンガという並行読書の教材に触れることで，より深く作者手塚治虫の生き方や
考え方を理解することができると考えられる。

（⚒）メディア・リテラシーの目標

・マンガのメディア特性を理解し，作品の概要や作者の主張を読み取ることができる。

メディア・リテラシーの目標について

　子ども達がマンガにふれる機会は少なくないにも関わらず，その読み方についての学習
や，内容について話し合う学習はない。
　なぜ，マンガが読書指導など学校教育の対象にならなかったのか。根本（⚒⚐⚑⚐）は読書
指導がかつてどのように行われていたのか，大正⚕年から昭和⚕⚔年までの文献を調査し，
目録を作成している。その結果，マンガと大衆児童文学については「全否定であった。」⚒）

と述べている。日本のマンガに対する国際的，社会的評価が高まっているにも関わらず，
「マンガは通俗，通俗だから俗悪，俗悪だから悪書という考え方」が，「世間一般や教育界
に定着している」⚒）のは，かつての読書指導においてマンガが「全否定」されてきた影響
があると考えられる。
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　そういった状況下において，「マンガの未来」（週刊東洋経済）⚓）という記事の中に，「マ
ンガの読み方を知らない子が増加」という小見出しがある。その中で，携帯電話やDVD，
ゲームといった子ども達の娯楽となるメディアが多様化した結果，「若い世代でマンガ読
者になるのは全体の⚓分の⚑程度だろう」という出版科学研究所の佐々木利春主任研究員
の見解が紹介されている。そして，マンガに普段から慣れ親しまなくなった結果，子ども
達から「マンガを読む技術」が失われ，「コマ割りやセリフの順番を把握できない『マンガ
を読めない子』が増えてきている」という。
　一方で，日本の「マンガ」は文化の一つとして認められつつある。マンガに関する美術
館や記念館は全国各地で見ることができるし，マンガ専門の図書館の設立も進んでいる。
また，マンガに関する学科を設立する大学も出てきている。マンガは現代社会において一
定程度認められているメディアだと言える。
　加えて，カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（⚒⚐⚑⚓）が行った「マンガに関
するアンケート調査」⚔）では，調査対象者の⚕⚗．⚓%が⚑年に⚑冊以上のマンガを読み，そ
のうち⚘⚑．⚗%の人がマンガを読んだことでプラスの影響を受けたと答えている。マンガを
「読む」という行為は，少なからず読んだ人の人生を豊かにしていると言える。
　今回の学習では，マンガを読む力を身に付ける学習として，手塚治虫の生き方を伝記の
読解を通して学んだ上で，マンガを読み，紹介し合う活動を行う。マンガを読み，紹介し
合う学習活動を通して，マンガ独自の記号や表現方法を理解し，作者が作品を通して主張
していることを読み取ることを目標とする。

⚓．指導の流れ，本時の展開

（⚑）指導の流れ

　第⚑次は，全⚒時間で児童が教科書を読んで感想
を交流した。授業の初めに伝記を読み，人物の考え
方や生き方について考えるという教材のねらいと，
学習の流れを確認し，感想を交流し合った。
　第⚒次は全⚔時間で，手塚治虫とマンガの関わり
について読み取った。その後，説明文で取り上げら
れている，手塚治虫が用いた，それまでのマンガに
はない表現技法（クローズアップ，ロングショット，
様々な角度から⚑つを見る手法など）について，ど
のような効果があるのかを検証した。
　第⚓次は，全⚓時間で手塚治虫のマンガ作品から
児童が気に入った作品を⚑冊ずつ選び，そのマンガ
の登場人物やあらすじ，あるいは概要をレポートに
まとめた（図⚑）。具体的な活動としては，⚑・⚒時
間目にあらかじめ読んだ作品から登場人物の嬉しさ 図⚑　児童が作成したレポート
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や楽しさ，怒りなどの感情を表現している場面を選び，比較することによって，マンガの
記号である表情や背景，吹き出しや文字の表現の工夫について議論する活動を行った。そ
の後，グループで議論した内容を踏まえてレポートを作成した。そして，作成したレポー
トと読んだマンガを用いてマンガを紹介し合う活動を行った。
　第⚔次は全⚕時間で，第⚓次に児童が読んだマンガを本屋で売ることを想定し，本の帯
とポップ（図⚒）を作成する活動を行った。ここでは作品の魅力を他者に伝える活動を通
して，第⚓次の学習を生かして，より深くマンガの内容やその表現方法を読み解こうとす
る児童の主体的な活動をねらった。具体的には，帯を作成する際には，実際の本の帯を観

察し，文章やタイトル，作
者名，挿絵などがどのよう
に組み合わされ，構成され
ているのかを調べた。また，
ポップを作成する際には，
NHK学校放送番組メディ
アのめ「お客の心をつかむ
！ポップの言葉」を視聴し，
商品の特徴をつかんで言葉
にすることを学習した。ポ
ップと帯の作成にあたって
は，児童が自分なりに作者

の意図を象徴していると考える場面から，言葉やマンガの記号を抜き出し，情報を整理し
た上で帯やポップとしてまとめた。学習のまとめとして，作った帯とポップをマンガと一
緒に実際に展示し，児童同士で相互評価を行った（図⚓）。評価の視点を「作者の意図が伝
わってくるか」「マンガの中で使われている言葉やマンガの表現（マンガの記号）を用い
ているか」「丁寧に作成されているか」とし，お互いにコメントを書いて送り合った。
　本実践の特徴は，マンガ家の
伝記の読み取りの学習をした後，
そのマンガ家の作品に触れたこ
とである。作品に触れる際には，
マンガの表現技法についての学
習を行い，作品の読解にそれぞ
れが取り組んだ。また，読み取
った内容を作品のレポート，ポ
ップ，本の帯という形でまとめ，
紹介し合った。
　本実践の学習の流れを表⚑に
示す。 

図⚒　児童が作成したポップと本の帯

図⚓　作品を評価し合う児童
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表⚑　本実践の学習の流れ

（⚒）本時の展開（第⚒次　⚔時間目）

①本時の目標（メディア・リテラシーの観点）

・マンガの表現技法を見つけ，比べて効果について考え，理解することができる。

②展開

表⚒　本時の展開

 

学習内容時間

・人物の考えや生き方について考えるという教材のねらいと，学習計画を確認する。
・本文を読み，感想を交流する。

⚒
時
間

第
⚑
次

・手塚治虫とマンガとの関わりを読み取る。
・説明文で取り上げられているそれまでのマンガにはない技法（クローズアップ，ロン
グショット，様々な角度から⚑つを見る手法など）についてその効果を分析する。

⚔
時
間

第
⚒
次

・手塚治虫の作品を一冊ずつ読み，登場人物やあらすじ，概要などをレポートにまとめ，
作品を紹介しあう。

⚓
時
間

第
⚓
次

・第⚓次で読んだマンガを本屋で売ることを想定し，本の帯とポップを作成する。
⚕
時
間

第
⚔
次

学習活動

○説明文で取り上げられている表現技法（クローズアップ，ロングショット，様々な角度から
⚑つを見る手法など）について確認する。

・それぞれの技法にどのような効果があったかなど，共通理解が必要なことを確認する。

○本時は実際の作品の中で表現技法が使われている部分を読み比べ，その効果を検証すると
いう学習のねらいを知る。

導
入

○各自で作品を読み込み，グループ毎に登場人物の感情が似ている場面（例えば登場人物が怒
っている場面）を探す。

・表現されている感情が同じであれば，登場人物は同じでなくて構わない。

○見つけた場面について，どんな表現技法が使われているかを分析する。
・表現技法の有無，使われている場合にはどのような技法が使われているかを確認する。

○表現技法の有無，違いによって読み手が受け取る印象の違いについて話し合う。
・同じ感情であっても，表現技法を用いている場合と用いていない場合や，用いられている
表現技法が違う場合などを比較し，読書の読み取る内容の違いから作者の意図を考えさせ
る。

展
開

○各グループが検討した表現技法の効果について，全体で確認する。
・同じような表現技法であっても，ストーリー展開や，作風，登場人物のキャラクターなど
様々な要因によって，表現されていることが異なることなどを確認する。

ま
と
め
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⚔．まとめ

（⚑）質問紙調査の結果より

　本実践に際して，中橋雄「メディア・リテラシー論」⚕）のメディア・リテラシーの構成
要素の中の，「メディアを読解・解釈・鑑賞する能力」をもとに，「マンガを読解・解釈・
鑑賞する能力」についての質問紙調査を実践の前後で行い，比較した。その結果，「マンガ
の記号体系の理解」「記号体系を用いた内容理解」「作品の解釈・解釈」のどの項目でも
得点が伸びた。
　この結果には，本実践で取り組んだマンガのレポート，ポップ，本の帯作りの活動が有
効に働いていると考えらえる。
　レポートの作成では，作品の内容をあらすじや印象的なシーンを文字でまとめなおした
り，まとめた内容に適した場面を抜き出したりする活動に取り組んだ。そうした活動を通
して，作品の魅力や主題としていることに迫る読み取りをすることができる。
　帯やポップの作成にあたっては，作品内容や，自分で作成したレポートを参考に作成し
た。作品内容から収集した情報の中から，その作品の「売り」となる部分は何かを考え，
限られた紙面にまとめることで，作品の主題やその背景にある作者の主張を読み取ること
ができる。

（⚒）児童の感想より

　児童は今回の実践を通して，「マンガもじっくり読んでみるといろんな発見があった。」
「マンガも教科書の文章を同じように，みんなで読んで話し合ってみるといいと思った。」
など，マンガを「読む」という行為の価値を感じ取っていた。これは，マンガを「見る」
のではなく，「読む」ことができた成果である。また，ポップ作成の授業後には「マンガの
中で一番主張していると感じた場面を絵の大きさや文字の大きさから判断してポップを作
った。」という感想が見られた。これはこれまで感覚で読んでいたマンガを，表現技法を
読み解きながらマンガを読んでいることを示している。
　本実践は，多様なメディアの一つであるマンガを読み解き，より幅広いメディア・リテ
ラシーを身に付けるための実践の一例である。

＜参考文献＞

⚑）水戸部修治　文部科学省教科調査官
　　http://www．meijitosho．co．jp/eduzine/tangengo/?id=⚒⚐⚑⚔⚑⚒⚖⚒（参照日：⚒⚐⚑⚖．⚔．⚑⚑）
⚒）根本正義「国語教育とマンガ文化　二十一世紀の課題と提言」KTC中央出版社
　　p．⚑⚑⚗
⚓）「週刊東洋経済」　 東洋経済新報社（⚖⚓⚒⚔）　⚒⚐⚑⚑．⚕．⚑⚔　pp．⚘⚐-⚘⚓
⚔）カルチュア・コンビニエンス・クラブ
　　http://www．ccc．co．jp/news/pdf/⚒⚐⚑⚓⚑⚐⚒⚔_tenquete．pdf（参照日：⚒⚐⚑⚖．⚔．⚓）
⚕）中橋雄「メディア・リテラシー論　ソーシャルメディア時代のメディア教育」北樹出版　p．⚕⚐
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小学校実践事例⑥「メディア・コミュニケーション科の授業実践Ⅰ」

京都教育大学附属桃山小学校（現．京都市立梅小路小学校）

教諭　平島　和雄

⚑．単元名

　（小学校⚕年生）　 イラストレーション　—「当たり前」と問答しよう—

⚒．単元の目標

【メディア活用への関心・意欲・態度】
　・イラストレーションやその情報に関心をもち，その特性に気付きながら，自分たちの
疑問や課題を解決するために，主体的にメディアを使ったり，情報を集めたりしなが
ら互いの考えを伝えあい，深め合おうとする。

【メディア活用についての思考・判断・表現】
　・自分たちの疑問や課題を解決するために，目的に応じて情報を選択的に取り入れ，自
他の考えを分析したり考察を深めたりして，情報を適切に読み解き，多面的にとらえ
られるようにする。

【メディア活用に関する知識・理解・技能】
　・さまざまなメディアの特性を理解したうえで状況や目的に応じて，メディアや情報を
選択・活用していく方法を身につけるとともに，そのメディアの著作権を扱う時のル
ールについて知る。

⚓．指導の流れ・本時の展開

（⚑）単元計画（全⚑⚔時間）

第⚑次　イラストレーションについて知り，様々な角度からものを見る（⚔時間）　 　
　　①　「ざるそば」と「もりそば」の様々な写真を見比べ，同じものでも違う呼び方で

呼ばれる理由について考える。
　　②　「テントウムシ」の「アップ」と「ルーズ」の写真を見比べ，その特性に気付く。
　　③　「ゾウ」の「イラスト」と「写真」を見比べ，それぞれの特性に気付く。（本時）
　　④　「絵図」や「グラフ」などを見る視点を変えることにより，様々な情報が見えて

くることに気付く。
第⚒次　あらゆる情報を集めて，つなげて考える（⚖時間）
　　①　写真から得た情報を元に，「アフリカゾウ」と「アジアゾウ」の⚒種類に分類する。
　　②　写真から得た情報を元に，ゾウが棲息場所を考えることで，そこに含まれる情報

について考える。
　　③　写真から得られた情報とゾウの棲息地の情報とを結びつけることにより，その情

報と自分の考えたこととのつながりを主張する。
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　　④　同じ部位のつくりの違いに着目して，違う動物のデータを集め，そのデータを集
計したり，グラフ化したりすることにより情報と知識がつながり，思考が深まる
ことを知る。

第⚓次　自分たちの集めた情報について考える（⚔時間）
　　①　⚒種類の動物を同じ部位の構造の違いに着目し，比較することによりその違いの

理由についての自分の考えを主張する。
　　②　情報とイラストレーションについての学習を振り返り，自分の思考の変容を振り

返る。

（⚒）本時について

　①本時の目標（⚓/⚑⚔時間）
　　イラストと写真の特性の違いについて考える。

【メディア活用についての思考・判断・表現】　
　②本時の展開

学習活動の　□準備物
◇支援　・留意点　◎評価

☆発問及び子どもの姿
（○メリット　×デメリット）

学習活動

◇どちらが好きかを質問することに
よって，判断の基準は主観的な考え
によるものであることに気付けるよ
うにする。
・自分や友だちがどのように考えてい
るかを視覚的に捉えられるようにす
る。
□ゾウのイラストと写真

◇基準がバラバラになるように，よ
いという曖昧な質問をする。
◇どちらがよいということを質問す
ることによって，判断の基準は客観
的な考えよるものであることに気付
けるようにする。
◇送り手（☆）受け手（○）の記号を
つけることにより，送り手と受け手
による視点の違いに気付けるように
する。
◇思考を強化できるように班交流の
小ステップを取り入れる。

☆⚒つのうちどちらが好きですか？
＜イチゴ＞と＜バナナ＞
＜イチゴ＞
好き…甘いから。酸っぱさも好き。
好きではない…つぶつぶが嫌い。
＜バナナ＞
好き…お腹がふくれる。
好きではない…ドロドロになる。

☆「イラスト」と「写真」ではどちら
の方が好きですか。
イラスト…かわいい。特徴的。
写真…細部が分かる。見やすい。

☆「イラスト」と「写真」はどちらの
方がよいですか？
イラストと写真はどちらの方がよい
のだろう
＜写真＞
○細かいところまでわかるから。
○大きさが分かりやすい。
○絵が下手でも写真は撮れる。
○後で加工しやすい。
×背景があるとわかりにくい。
×基準がないと大きさが分からない。
×その瞬間を待たなくてはならない。

⚑ ．好き嫌いの
（主観的な）基準
について考える。

⚒ ．よいという
（客観的な）基準
について考える。
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⚔．まとめ

　自分の考えを主張できるためには，その根拠となる情報が必要である。また，子ども達
に限ったことではないが，まちがうことを恐れ，つい正解のみを求めてしまう傾向がある。
しかし，これでは意見の広がりは少ない。そこで，正誤ではなく，情報を得るためには様
々な角度からものを見ることの大切さに気づけるように「ものの見方を広げる」学習を設
定した。本時までに，「ざるそば」と「もりそば」の違いを考え，どこが同じでどこが違う
のかを意識できるようにした。テントウムシの「アップ」と「ルーズ」では，近づくから
見えることと離れるから見えることをそれぞれのメリットとデメリットについて考えた。
　そして本時では，⚒時間目に行ったメリットとデメリットを考えるという思考の方法を
生かしながら，「イラスト」と「写真」の特性について学んだ。細かなことがわかる写真と
その特徴を強調するイラスト，そのメリットとデメリットを考えることによりイラストと
写真の特性に気付き，状況によってどちらがよいかが変わることに気づけるようにした。
今回は，自分と他の友達の意見の立ち位置を明確に意識できるようにクリッカーを用いた
レスポンスシステムを活用した。これにより，自分の意思表示と友だちがどの立場である
かを視覚的に分かるようにした。誰がどの意見かがわからないことや全体の考えが視覚的
にわかることの利点を生かしたのである。授業の流れとしては，導入で「好き」という基
準は自分の主観的な考えであるが，「よい」という基準は客観的な考えであることをおさえ，
「好き」ではなく「よい」という判断基準からその特性の違いを考えられるようにした。
また，自分たちが図画工作の時間に作成した似顔絵と自己紹介の写真が後ろの掲示板に貼

◇班で交流する時は，A⚓大のクリア
シートに挟んだものに書き込みなが
ら話し合うようにする。
◇全体での交流では，クリアシート
に記入したものをタブレット端末で
撮影し，電子黒板に投影して説明の
補助に使えるようにする。
◇写真・イラストのメリット・デメリ
ットの違いが分かるように板書する。
・別の活動で作成した後ろの掲示物の
似顔絵と写真がヒントになることを
伝える。

□振り返りシート
【思考・判断・表現】
◎特性の違いについて考え，イラス
ト，写真のメリットを生かして活用
するよさについて自分の意見をもつ
ことができる。

（行動分析・記録分析）

×瞬間を逃すと同じものは撮れない。
＜イラスト＞
○特徴を強調できる。
○かわいい。
○瞬間を待たずに作成できる。
○小さい子は，親しみやすい。
×絵が苦手だと伝わりにくい。
×細かく書くほど時間がかかる。
×実際の大きさはわからない。

☆みんなの意見を参考にし，今日の
学びを振り返りましょう。

⚓ ．自分の思考
を振り返る。
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ってあるものを例に用いた。そのことによ
り，写真やイラストを自分も活用している
ことに気づいた。結果，メディアと自分と
の距離が身近になり，より考えやすくなっ
た児童もいた。本時までの児童の思考は
「イラストはイラスト」であり，「写真は写
真」であった。当たり前すぎてそれ以上の
説明ができないのである。そこで「当たり
前と問答すること」の活動を設定し，もの
ごとをクリティカルに考えること，つまり「批判的な思考」を促す活動を取り入れたのが
本時である。そして葛藤を引き起こすためにメリットとデメリットを考えた。そしてさら
に，「どちらがよいかではなく，相手を意識しながらその状況に応じてイラストと写真を
選択，加工して使うことが有効であること」にまで気付けるようにしたいと考えた。この
ように「当たり前」すぎる「当たり前」を問い直すことにより，今まで見えていなかった
ことが見え，自分の考えに対して葛藤を引き起こす姿が見られた。その効果は，図⚑のア
ンケートの結果に見られるとともに，次のような振り返りの記述に見ることができた。

　　「好き」ということで比べると，イラストの方がかわいくて，簡単にかけるから好
きだけど，「良い」で比べると写真の方が細かい所まで分かるしもうそうしようと思い
ました。でも良い所の数を比べるとだいたい同じだし，やっぱり良い所（メリット）
と悪い所（デメリット）は両方あって，絵本などの本にはイラスト，図鑑や資料に使
うのは写真かなぁ…と思いました。（Ａ児）
　　はじめは，写真の方が伝わりやすいし，細かい事まで分かるから良いと思いました。
でも，途中でイラストの方が，自分の想像力も生かせるし，大体の特徴が分かるから
良いと思ったけど，最後には二つともがいいものだと思ったから，「写真」→「イラス
ト」→「どちらとも言えない」になりました。（Ｂ児）

　本時以降は，写真，絵図，グラフから読み取れる情報を多面的に見ることにより，その
ものの本質に迫っていく活動を設定した。この情報は，実際に動物園に行き自分たちが集
めてきた情報を集計したものである。これは，見方を変えるといろいろな情報がわかりや
すいということに気づけるように，そしてこれまでの学びの価値を実感できるようにと設
定したのである。また自分たちで得られない写真は，京都市動物園の協力により入手した。
　単元では，情報の収集の技能や知識の獲得のためだけでなく思考を鍛えていくことをね
らいとし，その思考の足場となる情報源がイラストレーションなのである。特性を知るこ
とだけが目標ではなく，その特性を知るからこそ，「どれを使うと伝える相手にとって分
かりやすいか」という相手意識をもったコミュニケーションにつながると考えるからであ
る。

図⚑　写真とイラストどちらがよいか
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　イラストや写真などのイラストレーションは，様々な情報が含まれている。その情報に
気づけることが大切であり，様々な見方ができることが大切である。そのために，情報の
収集の技能や知識の獲得のためだけでなく「ものごとと問答すること」により思考を鍛え
ることが必要である。さらに，それぞれの特性を知るからこそ，「どのメディアを使うと
伝える相手にとって分かりやすいか」という相手意識をもったコミュニケーションに繋が
ると考える。

＜参考文献＞

・平島和雄ら（⚒⚐⚑⚓）「メディア・コミュニケーション科」の授業実践　第⚒⚐回日本教育
メディア学会年次大会

・京都教育大学附属桃山小学校（⚒⚐⚑⚒）平成⚒⚓年度京都教育大学附属桃山小学校研究紀要
・京都教育大学附属桃山小学校（⚒⚐⚑⚓）平成⚒⚔年度京都教育大学附属桃山小学校研究紀要
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小学校実践事例⑦「小学校外国語における
　　　　　　　　『情報の取捨選択』を意識した表現活動Ⅰ」

京都教育大学附属桃山小学校　教諭　山川　拓

⚑．学年・単元名

　第⚕学年　⚑〜⚒月実施
　Let’s go to Hokkaido．　〜旅行のプランを紹介しよう〜

⚒．目標

【外国語の目標】
・友だちの提案するおすすめの場所や，その理由についての英語表現を理解できる。
・友だちに行きたい都道府県やその理由を尋ねたり，自分のおすすめの旅行プランについ
て，理由を入れながら友だちに伝えたりすることができる。
【メディア・リテラシーの目標】
・紹介したい都道府県について，その土地の魅力について種類別に調べる。
・都道府県の魅力がよく伝わるように，情報を選択し，プレゼンテーションを作る。

⚓．指導の流れ

（⚑）単元構想の意図

　日本は島国であり，また南北に細長い国土の特徴を有し，四季折々に様々な姿をそれぞ
れの場所が見せてくれる。古くからその土地に根付いた文化や風習，あるいはその土地特
有の景勝地などが多くあり，地域によって変化に富んだ国であると言える。文化というも
のはその地の地理的特徴や気候などに由来し，その地に適した人の営みから紡がれてきて
いるものである。食材，祭りをはじめとし，日本にはその土地ならではのものが数多くあ
り，それを目的に訪れる観光客も多い。自国の文化をより広く理解することは，他国の文
化を理解し，認め合っていくことの第一歩である。生まれ育った土地との違いを知り，そ
の魅力を調べていくことで，日本のよさを認識し，世界の文化を知っていこうとする意欲
関心につなげていきたいと考えた。
　自国の文化を知り，その魅力を理解していくことで，世界の国の文化にも意識を向け，
その土地の人々の暮らしや文化を理解することにもつながっていく。第⚖学年では，海外
に目を向ける活動を行うが，本単元はその前段階として，社会科で学習したことを足掛か
りに日本各地の魅力を知り，理解を深めながら京都だけではなく，日本の魅力を世界に発
信していけるようにしたいと考えた。
　その土地について「魅力」と感じる点は人によって違うものである。調べてきたことを
ポスターという限られたスペースの中で表現するためには，伝える相手にとって何が「魅
力」となるのかを考え，情報を選別する必要性が生じる。本単元では，英語を使って
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Show and Tellを行うため，調べてきたこと全てを表現することが非常に難しい。その点
を利用して，調べてきたことを選別しながら相手が魅力を感じるようなポスターを作り，
その情報を英語で発信していく点に重点を置いた。
　インタビューについては，英語表現の練習をするためだけに行うのではやりとりの意味
をなさなくなる。そこで，自分たちのアピールしたことがどの程度相手に伝わったか，ま
た，相手がどのようなポイントで行ってみたい都道府県を選んでいるのかを知るためにイ
ンタビューを行うようにした。
　ただ行ってみたい都道府県を聞くだけではなく，その理由を英語で表現することに重点
を置き，自分たちの発表に還元するようにすることで，子どもたちがお互いに「相手の意
見を聞く」必然性を持つことができるように，インタビューと発表とを結びつけた。発表
についても，インタビューについても，ただ英語で表現できれば良いというものではない。
相手がどのように受け止め，そして理解できているか。また，相手により魅力的に伝わる
ためにはどのような表現をすればよいのかを常に考える必要がある。これは英語に限った
話ではない。英語という言語を通じてやり取りする際には，情報が限られてしまうため尚
更に使う写真やジェスチャー，使用する語などに注意を払う必要がある。本単元の中で
「資料の中から必要性のあるものを選択する」という情報活用能力の育成に繋がるように
するとともに，意味のあるコミュニケーション活動を行えるようにしたいと考えた。

（⚒）学習計画（全⚘時間）

（⚓）授業の実際と児童の様子

　まず，キーワードゲームなどをしながら，旅行プランを
作るために必要となるseeやeat， visitなどの動詞に慣れ親
しみ，チャンツを使って都道府県の魅力を紹介する方法に
慣れ親しんだ。また，クラスの人気の都道府県を探るゲー
ムに挑戦しながら，単元のキーフレーズとなる “Where 
do you want to go？”“I want to go to …．”の表現に慣れ
親しんだ。この場において，ALTが京都府を例に旅行プランのポスターを作成し，紹介

第一次　旅行プランを作るための動詞に慣れ親しみ，ポスター作りの資料を集める

○都道府県の魅力を伝える表現を知る。
○行きたい場所を尋ねたり，答えたりする。
○都道府県の魅力を調べ，紹介する内容を考える。
○調べたことをポスターにまとめる。

⚑
⚒
⚓
⚔

第二次　友だちと情報交換を行い，魅力的なポスターを作って発表する

○作ったポスターを交流する。
○友だちがどんなところに魅力を感じるのかを調べ，ポスターの修正案を考える。
○作り直したポスターを使い，Show and Tellを行う。

⚕
⚖
⚗
⚘
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する方法のデモンストレーションを行うようにし，学習の見通しを持てるようにした。
　その後，パソコン室を使って実際に自分が紹介したい都道府県について調べ，「食べ物」
や「名所」「お土産」などの素材写真を集めた。この際，使用する枚数は⚔枚であるが，
調べておく数はそれ以上を用意しておくことを伝え，その後のインタビュー活動の結果に
よって使う素材を変えることができるようにした。
　第⚒次（第⚕時）からは，作成したポスターを使って発表と交流を行った。まず，⚔枚
の素材を貼ったポスターを使ってグループ内の発表会を行った。この際聞き手側は，それ
ぞれが発表した内容について，特に魅力的な素材を記録するようにし，最終的にグループ
の中で一番行きたくなった場所とその理由について決めるようにした。

　グループでの発表後，「あと⚒枚素材を足してポス
ターを完成させる」ことを児童に伝えた。そして，ポ
スターに追加する⚒枚をどのように決定するかを考え
るため，『クラスの友だちが魅力に感じたもの』を聞き
に行くことを目的にインタビュー活動を行った。この
インタビュー活動では，グループ発表を通じてそれぞ
れが一番行きたくなった場所とその理由を情報交換し，

自分のポスターをより魅力的にするための素材を決定するヒントとするよう声掛けを行っ
た。インタビューの結果，「どうも食べ物が一番魅力的だと答える人が多い」という声や
「お寺はあまり人気がないのかもしれない」などの意見が出され，自分が作ったポスター
をどのよう加筆・修正するかを考える姿が見られた。
　ポスターを修正し，完成させたのち，最終的にはク
ラスを半分に分けてShow and Tellの発表会を行った。
子どもたちは「友だちに自分の紹介した都道府県に
『行ってみたい』と思ってほしい」という思いが強く，
どのようにすれば英語でより魅力的に伝わるかを考え
て練習し，友だちに見てもらったり，ALTに相談し
たりする姿も見られた。

⚔．実践の成果と課題
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　【児童のふりかえりより】
　Ｑ：インタビューの結果を資料作りのヒントにしたか
　○相手もどんな単語を使っているのかを聞いたりして少しだけマネできた。
　○みんな⁕eat”，⁕visit”が多いから，その二つを増やした。
　○どういうものが人気なのかが分かりました。
　●インタビューはそんなにヒントがなかった。
　●自分がやりたい⁕meet”を入れてしまった。
　●あまり特性などはなかったから，気にせずに選んだ。

　Ｑ：インタビューは役に立ったか
　○最初，調べるときはみんなのことを考えてなくて，自分も好きなものしか紹介しな
かったけど，交流してからは，少しは考えられた。

　○何が決め手で行きたいと思ったかを調べることができた。
　○どういうことに人気があるのかで選んだので役に立ちました。
　●インタビューの内容はほぼ使っていなかったから，使わなかった。
　●どうやって活用すればよいのかが分からなかった。

　単元の終末に，児童に学習への参加度を問うた。また，インタビューを通して自分のポ
スターを改善するにあたり，友だちの意見を参考にしたか，インタビューそのものが役に
立ったかどうかを問うた。
　その結果，学習への参加度は非常に高い結果が出た。また，多くの児童は友だちとイン
タビュー活動をすることで，他の人の好きなものややりたいことを知ることができ，それ
をポスター作りに役立てている様子であった。一方で，人に流されず，自分の信念に沿っ
て作品作りに励む児童や，インタビューの結果を十分に考察できず，ポスター作りの参考
にできなかった児童もいたように思われる。
　本単元では，インタビューの結果どのように考え，ポスターを加筆・修正するかという
部分で情報活用・取捨選択の場面をとった。多くの児童は友だちの意見を参考にしながら
取り組む様子が見られたが，時間が十分に取れず，意見を反映することができなかったり，
インタビューの結果を価値づけられかったりする児童も見受けられたため，インタビュー
後の結果をどのようにとらえるかについて，個別の支援を行う必要があったのではないか
と考える。
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小学校実践事例⑧「メディア・コミュニケーション科の授業実践Ⅱ」

京都教育大学附属桃山小学校（現.京都市立梅小路小学校）

教諭　平島　和雄

⚑ ．単元名

（小学校⚖年生）「桃山サミット」〜わたしにとっての「平和」〜　

⚒．単元の目標

【メディア活用への関心・意欲・態度】
　・自分で課題を見つけたり疑問を解決したりするために役立つ様々なメディアに対する
関心を深め，主体的に活用して情報を集め，資料を活用しながら互いの考えを伝えあ
い深め合おうとする。

【メディア活用についての思考・判断・表現】
　・自分の疑問や課題を解決するために目的に応じて情報を取り入れ自分の考えを深める
ことによって，情報を適切に読みとり選択する力を高められるようにする。

　・相手に自分の考えを伝える上で効果的に資料を活用できるように工夫し，情報の真偽
やその価値を多面的に捉える力を高める。

【メディア活用に関する知識・理解・技能】
　・様々なメディアの特性に対する理解を深め，効果的なメディア活用方法を知る。
　・社会におけるメディアや情報の役割を理解し，情報を扱う上で基本的に大切にすべき
ことを身につける。

⚓．指導の流れ・本時の展開

（⚑）単元計画（全⚑⚓時間）

第⚑次　「わたしにとっての『平和』」とはどういうことか考えよう（⚒時間）
　　①  国語科の単元「平和のとりでを築く」を読んだ時に考えたり，平和学習で学んだ

りしたことをもとにして，自分にとっての「戦争」や「平和」について考えをも
つ。

　　②　相手に伝わる話し方や内容を工夫し，「戦争」や「平和」についての意見をもつ。
第⚒次　根拠をもとに「戦争」における自分の考えを主張しよう　（⚔時間）
　　①　「戦争」についての自分の主張を裏付ける資料を収集し，自分の主張と資料から
　　　  読み取れる情報のつながりを考える。
　　②　「根拠」・「論拠」を意識し，自分たちの「戦争」についての主張を伝えるプレゼ

ンテーションの資料を作成する。
　　③　グループの発表を元に討論会を行い，自分たちの論拠を再構成する。（本時⚓/⚔）
　　④　隣のクラスに自分たちの主張を述べ，クラス間で交流し，「戦争」の認識を深める。
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第⚓次　根拠をもとに「平和」における自分の考えを主張しよう（⚔時間）
　　①　「平和」についての自分の主張を裏付ける資料を収集し，自分の主張と資料から
　　　   読み取れる情報のつながりを考える。
　　②　「根拠」「論拠」を意識し，自分たちの「平和」についての主張を伝えるプレゼ

ンテーションの資料を作成する。
　　③　グループの発表を元に討論会を行い，自分たちの論拠を再構成する。（本時⚓/⚔）
　　④　隣のクラスに自分たちの主張を述べ，クラス間で交流し，「平和」の認識を深める。
第⚔次　論拠もとに「幸せ」についての意見交流会をしよう（⚓時間）
　　①　「幸せ」について「戦争」と「平和」の考えをもとにした「論拠」を意識して，
　　　   自分たちの主張を考える。
　　②　「幸せ」について「論拠」を意識し，自分たちの主張を伝えるプレゼンテーショ

ンの資料を作成する。
　　③ 　グループ発表を元に学級での討論会を行い，「幸せ」についての意見をまとめる。

（⚒）本時について

　①　本時の目標（⚕／⚑⚓時間）
　・聴き手に自分たちの主張をより伝えるために，根拠となる資料のあり方や効果的な伝
え方について考える。

　②本時の展開
 学習活動への支援と留意点

◎評価　◇支援　□準備物
児童の姿（児童の反応）学習活動

□電子黒板
◇自分の立場を明確にするために，
聴き手の「支持する」「支持しない」
の選択をクリッカーの機能を使い
視覚的に分かるようにする。
発表前
　話し手は主張の根拠となる資料だ
けを提示し，聴き手は「支持する」
「支持しない」という選択をする。
発表後
　聴き手は「支持する」「支持しない」
という選択をする。

[話し手]
・視覚資料を活用して，伝え方を工夫
しながら発表する。

[聞き手]
・話の内容に対して視覚資料が効果的
に使われているかを重視して聞く。

・自分が調べたことと共通する内容を
特に意識して聞く。

 

⚑ ，「戦争」につ
いての自分た
ちの主張を発
表する。
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⚔．まとめ

　自分の考えを主張するためには，その主張の論拠が必要である。国語教育者の森山卓郎
（⚒⚐⚑⚓）は，「論拠」について，『論説文を書くには，自分なりのオリジナリティ（独自性）が
必要であり，その上で読んだ人が「なるほど」と思ってくれる説得力が必要である』と述
べている。また，そうあるためには，「なぜそういえるのか」「そう考えなければならない
理由は何なのか」という根拠が必要である。しかし，この根拠は客観的な事実なので，そ
れだけでは不十分だと加え，『その事実が根拠としてその主張につながるということの保
証である論拠が必要である。』と述べている。この「主張」「根拠」「論拠」を意識して
プレゼンテーションの内容を構成することにより，自分の考えを主張まで高め，わかりや
すく相手に伝えることができるのである。また，ある文章を解釈する時には，文章中に書
いてあること（根拠）と自分が文中から考えたことを整理し，この根拠と考えを繋ぐ「論
拠」をもつことは，より思考が深まると考えた。
　また，児童の実態としては，目の前の事実と自分の考えを混同していることが多い。あ
る事実から考えた自分の考えをあたかも事実であると考えてしまう。そのために，事実と
自分の考えたことを分類し明らかにしながら活動を行うこととした。
　そして，さらに活動の意欲を持続できるようにするためには，自分の活動に必然性や必

◇資料を用いた論拠がどうであった
かを視覚的に見られるようにクリ
ッカーの機能を使い，視覚的にわ
かるようにする。

◎自分たちの主張を伝えるための資
料のあり方や効果的な伝え方につ
いて考えることができる。（ノー
ト）

・発表グループの主張をもとにして，
「資料（根拠）」と「発表の内容
（論拠）や仕方」について発言する。

・自分たちの主張を相手により伝える
ために,どのような資料を用意した
り，工夫して伝えたりすればよい
か気付く。

・全体での話し合いで考えたことを活
かして，各グループでも発表した
り話し合う。

 

・聴き手に自分たちの主張をより伝え
るために，根拠となる資料の選び
方や効果的な伝え方について，気
づいたことや分かったことなど，
自分の思考の変化を振り返る。

⚒ ，グループご
とに自分たち
の主張を発表
し合う。

・発表後には，
その内容につ
いて話し合う。

⚓ ，グループご
とに話し合っ
たことをもと
に本時の学習
を振り返る。
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要感が持てるかが重要な鍵になる。それを持てるようにするには，児童のもった問題意識
が自分にどれだけ繋がっているかが大切である。これらのことを意識し，単元を構成した。
　そこで，本単元の導入として，⚑枚の写真から考えるという活動を行った。写真は，発
掘現場の写真である。そこには戦争でなくなった人が集団で埋められていたものである。
この活動において「写真から見た事実」と「自分が考えたこと」を分類し，それをつなげ
ながら意見を交流した。児童は，「こわい」という直感的な感想がほとんどあった。しかし，
学習を進めていくうちに，写真を見ている自分たちは「骸骨がならんでいて怖い」「たく
さんの人が亡くなって怖い」という客観的な気持ちだけれど，骸骨の人が感じた「こわい」
は「死が迫ってくる恐怖」とであり，同じ「こわい」でも違うものであるという意見が出
てきた。学習後の振り返りにもこのことが多くの児童の記述に見られた。そして，「こわ
さ」だけでなく戦争を経験した人々の苦しさを示すことも必要であるという意見がでてき
た。このことから本学級は「生活の苦しさ」をテーマに選び，活動を進めて行くこととな
った。さらに伝える相手として，学年が⚒クラスであることを生かし，互いの主張を聞き
合う授業の設定とした。隣の学級は「戦争のこわさ」をテーマに選びお互いの主張を交流
しあった。その根拠を探すにあたって，本学級の児童は，書籍を主な資料として用いた。
その理由は，聞き取りと単元終了後の調査によりわかった。第⚒次と第⚓次の「戦争」と
「平和」は，同じ構成としては同じ流れで行った。これは学びのサイクルを繰り返すこと
によって見通しを持って児童が学べるようにというねらいである。また，学びの流れは同
じであるが，第⚒次は「資料をどう選ぶ」，第⚓次は「資料をどう使う」という事をメイン
にして単元を進めた。　
　単元終了後に児童の思考を見とるため
に，書籍などの印刷物とwebで見つかる
資料のメリットとデメリットについての
意識調査を実施した。図⚑は電子ボード
での共有の結果の一例である。この電子
ボードでの共有と児童の話し合いの様子
をまとめたものが表⚑である。また，
「それぞれの良さを生かし資料を集めな
ければいけないと思う。」「webで見つ
けた資料の信憑性を確かめる資料も探す
必要がある。」「何を元にそう主張しているのかを考えてみなければならない。」などの
意見も聞くことができた。
　さらに，発信者の立場として，「何を元に自分は考えたのかということを示すことが必
要である。」という意見だけでなく，「web検索には，様々な意見があるので，自分の主張
の対論を探すには便利である。」という意見まで聞くことができた。
 

図⚑　児童の共有の結果
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表⚑　書籍などの印刷物とwebで見つかる資料の比較

＜参考文献＞

・京都教育大学附属桃山小学校（⚒⚐⚑⚔）平成⚒⚕年度京都教育大学附属桃山小学校研究紀要
・森山卓郎（⚒⚐⚑⚓）日本語の<書き>方　岩波ジュニア新書　岩波書店

 

webで見つかる資料書籍などの印刷物

＊信用性は△（発信者の根拠が不明瞭な場合）
＊正確な情報もある
＊情報量が多い（広い）
＊視覚的に見やすいものもある
＊情報発見が早い
＊様々な意見が見つかる
＊全世界に発信できる

＊信用性がある（文責がある）
＊正確な情報である（検閲）
＊詳しい情報がわかる（特化）
＊一つのページで見やすい
＊情報がかたよる
＊情報発見に時間が必要
＊情報発信に時間が必要
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小学校実践事例⑨「総合的な学習の時間：震災とメディアの役割
　　　　　　　　　−ソーシャル・メディアの特性を理解する−」

東京都杉並区立高井戸東小学校　主任教諭
東北大学大学院情報科学研究科　博士課程

佐藤　和紀

⚑．はじめに

　メディアが多様化し，SNS等が広く普及した今日，大人でさえも惑わされ判断が難しい
情報が，児童生徒に対しても押し寄せている。近年のスマートフォンの爆発的普及により，
児童生徒が不適切な書き込みや画像による事件に巻き込まれることもあり，社会問題化し
ている。これらの課題に対する学校現場や教育委員会の対応として，小・中学校による「メ
ディアの活用方法に関する学習指導」が多く行われているが事件は後を絶たない。ソーシ
ャル・メディア経由で得られる情報に対して，背後にある文脈を類推しながらメディア特
性を踏まえつつ情報を読解する力が必要であろう。
　これまでも，メディア経由の情報読解に関する研究や実践は国内外で行われている。例
えば，カナダやイギリスにはいくつか見られる（菅谷⚒⚐⚐⚐，鈴木⚒⚐⚐⚔）が，これらは主と
してマスメディアの読解に留まっている。また，ソーシャル・メディアに関する諸問題は
情報モラル教育の分野で研究や実践がなされてきた。ここでは道徳的な心情，規範意識か
ら望ましい判断に対するアプローチがいくつかある。しかし，メディア論との融合は行わ
れていないため，メディア・リテラシー教育研究と情報モラル教育研究は分断されてしま
っている（佐藤 ⚒⚐⚑⚖）。
　さらに，⚒⚐⚑⚑年の東日本大震災や⚒⚐⚑⚖年の熊本地震ではTwitterなどのソーシャル・メ
ディアで「流言」⚑や「デマ」⚒といった情報が流れている。災害時だからこそ，情報を適
切に判断し，発信できる力が必要であるが，繰り返し流言やデマが確認されており，初等
中等教育段階における防災教育的視点での実践が必要である。

⚒．目標

　そこで児童のソーシャル・メディア経由の情報を読み解く力を育成するための授業を開
発し，実践した。本実践は総合的な学習の時間において「防災教育」の位置づけで実施し，
災害時におけるソーシャル・メディアの役割と災害時の「流言」や「デマ」について取り
扱った。また，本実践ではツイッターを取り上げた。授業の目標は以下の⚓点とした。
①授業で取り扱うソーシャル・メディアの特性を理解する

⚑　流言：（⚑）実態を持つある人物や組織，事象をめぐる，（⚒）パーソナルコミュニケーション（口
コミやネットなど）による，（⚓）私的で，（⚔）責任の所在が明らかでない，（⚕）一過性での，（⚖）
未確認に，広がっていく事柄（情報）

⚒　デマ：誰かが嘘だと分かっていて意図的に広げていくもの
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②災害時におけるソーシャル・メディアの役割を理解する
③災害時に「流言」や「デマ」を流さないためにどのような行動をすればよいかを考える

⚓．指導の流れ・本時の展開

　授業は前任校である東京都北区立豊川小学校の第⚖学年⚒クラス⚖⚐名を対象とした。実
践時期は⚒⚐⚑⚕年⚑⚐月⚑⚙日から⚑⚐月⚒⚓日で，全⚓時間の授業を実施した。単元指導計画を表
⚑に示す。

表⚑　本実践の単元指導計画（全⚓時間）

（⚑）Twitterのメディア特性

　⚑時間目は，Twitterのメディア特性を理
解するための学習を行った。理解を促すため
に，実際にTwitterを使って授業用のアカウ
ントを作成し，教師の説明に従って児童はタ
ブレット端末を操作しながらツイートをした
り，リツイートをしたりした。授業アカウン
トは⚓つ作り，実際にアカウントを持ってい
る児童に手伝ってもらいながら，フォロー，
ツイート，リツイート等の体験を行った。
　また，Twitterのメディア特性を本授業で
は表⚒のように提示した。

（⚒）災害時におけるTwitterの役割

　⚒時間目は，災害時におけるTwitterの役割を理解するための学習を行った。東日本大
震災ではTwitterが電話に代わる連絡手段となり，また情報を共有するための手段になっ

学習内容時間

【Twitterのメディア特性】
Twitterのメディア特性を学習しながら，実際にTwitterを使ってツイートしてみたり，リツ
イートしてみたりして，実際の機能を扱うことによってTwitterのメディア特性を理解する。

⚑

【災害時におけるTwitterの役割】
・Twitterが電話に代わる連絡手段となり，情報を共有するための手段になったことでユー
ザー数が約⚑週間で⚒⚐⚐万人増えたことを理解する。

・震災時にはデマツイートが増えたこと，それがリツイートによって多く拡散されたことや，
社会的影響について議論する。

⚒

【流言やデマのツイートを読み解く】
・これまでの学習をふまえ，東日本大震災時に流れた実際の⚔つのツイートの中から流言や
デマのツイートはどれであるかについて議論する。

・なぜ流言やデマが流れてしまったかについて議論する。

⚓

表⚒　ツイッターの機能（メディア特性）

機能 内容

位置情報 投稿時に追加可

メッセージ

フィードの仕組み

評価機能

コメント機能

シェア機能

投稿が届く範囲

フォロワー・非フォロワーにダイレク
トメッセージを送信可能

リツイート

”＠を付けることによってフィード上
で会話が可能

リツイートにより全く知らない人にま
で届く

お気に入り

フォロワーの投稿はフィードに全て
時系列で表示される
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たことを，事例をふまえて学習した。それに伴って，ユーザー数が約⚑週間で⚒⚐⚐万人増
えたことも学習した。また，震災時にはデマツイートが増えたこと，それがリツイートに
よって多く拡散されたことを示し，その社会的影響について議論した。

（⚓）災害時におけるTwitterの役割

　⚓時間目は，それまでの学習をふまえ，東日本大震災時に流れた実際の⚔つのツイート
の中からデマツイートはどれであるかについて議論を行った。児童は判断基準となるユー
ザー名，発信年月日，リツイート数，お気に入り数やこれまで学習したことをふまえてデ
マを推測し，グループで判断する議論を行った。授業で使用したツイートを表⚓に示す。
なお，ツイート⚓以外は個人のツイートであるため，ここでは実際のユーザー名を明記せ
ず，「個人名」と表記している。
　表⚓の⚓以外のツイートは，東日本大震災の際にデマであったツイートである。授業の
まとめとして，①リツイート数やお気に入りの数が多くても，個人による発信であること
をふまえて判断すること，②公共機関による情報発信を優先すること，③Twitterは個人
名が変更可能であることをおさえた。授業が終えた後の板書を図⚑，授業中の議論の様子
を図⚒に，児童に配付したワークシートの一部を図⚓に示す。

表⚓　　授業で使用したツイートとツイートのステータス

 発信者設定お気に入り数リツイート数ツイート

個人名⚓⚒⚑⚑⚕⚔⚓

【拡散して下さい】現在流通しているガソリ
ンには津波の影響で塩が混ざっていて，給油
するとエンジンが焦げ付いて故障します。絶
対買わないで下さい。修理費が⚕⚐万円ぐらい
かかります。　

⚑

医師⚒⚕⚖⚒⚑⚔⚓

医師会会長から指示あり，被爆予防のため，
イソジンを⚑⚐滴，水で薄めるなどして飲み込
んで下さい。乳幼児〜⚒歳は⚓滴，⚓歳〜⚑⚓
歳は⚕滴，体内に入れておくだけで効果があ
ると。家族や友達に伝えてください。

⚒

公共放送⚑⚒⚓⚒

【生存確認】県警によると，大船渡市綾里地
区で津波に流され行方不明と伝えられていた
中学生⚒⚓人の生存を，きょう午前⚑時⚓⚗分に
確認。【IBC岩手放送】

⚓

個人名⚒⚙⚓⚓⚗⚙

始めてメッセージさせていただきます。今日
の夕方，友人に防衛省の夫を持つ人が家族に
「東京から家族を逃がせ」と言われたとのこ
と。その後，総務省の友人にも連絡したとこ
ろ，総務省はほとんど空になっているそうで
す。拡散してください。お願いします。

⚔
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⚔．授業の評価

（⚑）プレテストとポストテストによる授業実践の評価

　評価に当たっては，⚓時間目の実践内容に従って，インターネット上の情報について，
お気に入り数，リツイート数，引用，設問内容等を読み解く問題をプレテスト・ポストテ
ストでそれぞれ各⚔問作成した。なお，プレテストとポストテストの難易度が同質になる
よう検討を行った。
　テスト全体の構成は学習プログラムの⚓時間目で議論した⚔つのツイートの内容に準じ
てリツイート数，お気に入り数，引用等を構成した。設問に対して，「⚔確実に正しいと
思う」「⚓すこし正しいと思う」「⚒少し正しくないと思う」「⚑確実に正しくないと思
う」の⚔件法で質問した。また，回答の理由を自由記述で質問した（資料）。

　プレテストは，設問⚑・⚒・⚔が情報に誤りがあ
り，設問⚓が正しい情報である。ポストテストは，
設問⚑・⚓・⚔が情報に誤りがあり，設問⚒が正し
い情報である。また，授業の効果を測定するため，
⚔問の平均点についてプレテストとポストテストの
結果を比較した。
　学習プログラムの評価のために，プレテスト時と
ポストテストの平均点（プレテスト；⚒．⚗⚒，　ポスト
テスト；⚓．⚓⚙）を比較した結果，ポストテストの方
が平均点が高かった。この結果により，⚔件法によ図⚔　テストの結果

図⚑  ⚓時間目授業終了後の板書

図⚒　授業中の議論の様子 図⚓　配付したワークシートの一部
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るテストの正答から学習プログラムをみた場合，学習の促進効果が確認された。その結果
を図⚔に示す。

（⚒）プレテストとポストテストの自由記述による評価

　プレテストとポストテストでは，回答の理由を自由記述で質問している。プレテスト段
階においてはほとんどの児童は自由記述を明確に書くことができなかった。一方で，ポス
トテストでは正しい情報である設問⚒を正答した⚕⚑人全員が明確に理由を記述できていた。
自由記述の理由については，学習したことを踏まえて記述しており，「リツイート数やお
気に入り数が多いからといって正しいとは限らない」「公共機関から発信されていない」
「個人のサイトから発信されているから正しいとは言えない」などがツイッターのメディ
ア特性を理解した上で回答していることが考えられる。

（⚓）授業終了後の児童の感想による評価

　授業終了後，ワークシートに授業の感想を記述させた。「メディアの機能によって，情
報の質や内容が変わってくることが分かった」「メディアの特徴・特性をよく知っておく
必要があると思った」などのメディア特性を意識した記述が見られた。また，「災害時は
混乱の中で情報を判断しなければならない。きっとデマをリツイートしてしまった人だっ
て，わざとじゃないんだと思う。だから情報を判断することはとても難しいことなんだと
思う」などの災害時のメディアのあり方を意識した記述も見られた。

＜参考文献＞

佐藤和紀・堀田龍也（⚒⚐⚑⚖）ソーシャル・メディア経由の情報を読解するための実践の試
行と評価:東日本大震災におけるTwitterの役割やデマ情報を題材に，日本教育メディア
学会，研究会論集，Vol．⚔⚐，pp．⚕⚑-⚕⚖
菅谷明子（⚒⚐⚐⚐）メディア・リテラシー　世界の現場から，岩波書店．東京
鈴木みどり（⚒⚐⚐⚔）Study Guide　メディア・リテラシー　入門編，リベルタ出版．東京
THE PAGE「大きな地震が起きるとなぜ「流言」が広がるのか？」
　https://thepage．jp/detail/⚒⚐⚑⚖⚐⚔⚓⚐-⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚐⚑-wordleaf（⚒⚐⚑⚖．⚔．⚓⚐．確認）
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＜資料＞

プレテストの内容

ポストテストの内容

【少女に襲いかかったクマを射殺　新潟】
８日午後２時ごろ、新潟県上越市の森林にクマが出没し、散歩中だった１
７歳の女性に襲いかかる事件が起こった。クマは１キロ先まで女性を追い
続けたが、悲鳴を聞きつけた通りがかりのハンターによってまもなく射殺
された。同市でのクマ出没は３日前にも起こったばかり。射殺されたクマ
は雄のツキノワグマで体長１．２メートル、体重約５０キロ。新潟県警が
死体を調べたところ、クマの手には白い貝殻のイヤリングが握られてい
た。このイヤリングについて、県警が所有者を確認したところ、襲われた
女性のものであることがわかった。
【猿の不思議】
宮崎県の幸島に棲息するニホンザルの一頭がイモを洗って食べるようにな
り、同じ行動を取る猿の数が閾値（仮に100匹としている）を越えたと
き、その行動が群れ全体に広がり、場所を隔てた大分県高崎山の猿の群れ
でも突然この行動が見られるようになったという。このことは、『百番目
の猿現象』と呼ばれている。
【シラスって子供？親？】
シラスは親ですかとの質問を良く受けます。また、シラウオ、シロウオと
同じものですかと聞かれることも多いです。一般に、シラスと言えば、イ
ワシ類の子供の時期のものです。関西ではチリメンジャコと言います。シ
ラウオはサケの仲間、シロウオはハゼの仲間です。シラスの漁獲量は日本
海側よりも太平洋側に多く分布しています。特に静岡県、茨城県、兵庫県
での漁獲量が多いです。
【クマに遭遇したら・・・】
クマに遭遇したら、死んだフリをするといいというのは、かなり古くから
の言い伝えがあります。少数民族のクマ撃退法では、ズボンとパンツを脱
いで逆立ちする。そうすると熊には足は巨大な角に見えるそうで、お尻の
割れ目は何でも丸の飲みにしてしまう大きな口に見えるらしく、非常に驚
いて逃げて行くらしい。

あなたは、総合的な学習の時間の課題で生き物について調べることになりました。4つのインターネット上にある「生き
物に関する記事」があります。それぞれの問題の回答欄の、確実に正しいと思う－少し正しいと思う－少し正しくない
と思う－確実に正しくないと思うのどれか1つに○をつけ、その理由も書きましょう。

【「朝食にコシヒカリ」条例　新潟・南魚沼市議会が可決】
コメのトップブランド「新潟県南魚沼産コシヒカリ」を普及させるにはま
ず地元から――。新潟県南魚沼市議会は１９日、朝ご飯に地元産コシを食
べることを盛り込んだ条例案を全会一致で可決した。来月１０日に施行さ
れる。
【日本の食糧自給率】
平成26年度の食料自給率は、カロリーベースは前年度と同率で39%、生産
額ベースは前年度から1ポイント減少し64%となった。
【ミツバチが消えると・・・】
世界の食料の90％を占める100種類の作物のうち70％はハチが受粉を媒介
している「ミツバチが消え去ったら人間は4年も生きてはいけない」とアイ
ンシュタインも発言しているという。ミツバチが原因不明に大量に失踪す
る現象は蜂群崩壊症候群といわれ、アメリカ、ヨーロッパ、インド、ブラ
ジルなどで観察されている。
【大根の栄養と調理方法】
大根に含まれるビタミンCは、時間のたった大根おろしを食べてもその効
力は変わらない。

あなたは、社会科の農業の授業で農作物について調べることになりました。4つのインターネット上にある「農作物に関
する記事」があります。それぞれの問題の回答欄の、確実に正しいと思う－少し正しいと思う－少し正しくないと思う
－確実に正しくないと思うのどれか1つに○をつけ、その理由も書きましょう。
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小学校実践事例⑩「タブレット端末で作成したプレゼンテーション
　　　　　　　　　スライドの作成と改善」

東京都杉並区立高井戸東小学校　主任教諭
東北大学大学院情報科学研究科　博士課程

佐藤　和紀

⚑．はじめに

　教育の情報化ビジョン（文部科学省　⚒⚐⚑⚑）では，現代社会と教育の関係性について
「⚒⚑世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域で
の活動の基盤として飛躍的に重要性を増す知識基盤社会の時代と言われている」と説明し，
教育分野における情報通信技術の活用の重要性が述べられている。このような背景から，
総務省によるフューチャースクール推進事業や，文部科学省による学びのイノベーション
事業，各自治体などによって児童生徒一人一台のタブレット端末や電子黒板等のICTを活
用した教育実践とその効果検証が全国各地で進められている。文部科学省（⚒⚐⚑⚕）によれ
ば，平成⚒⚗年の公立学校へのタブレット端末の配備台数が⚑⚕万⚖⚐⚑⚘台となり，平成⚒⚖年度
の⚗⚒⚖⚗⚘台から⚒倍以上増加している。今後，さらにタブレット端末が整備されるとタブ
レット端末を活用した実践が容易に展開されるようになることが想定される。　
　これまでにもタブレット端末を活用した実践は行われてきている。例えば，木村（⚒⚐⚑⚔）
は小学校第⚓学年社会科の「わたしたちのくらしとはたらく人々」の単元において，タブ
レット端末を活用して，街で働く人々への取材を通して情報を収集し，収集してきた音声
情報や静止画像情報を目的に応じて整理分類し，さらにそれらを活用してプレゼンテーシ
ョンにまとめて発表させる活動を行っている。一方で，容易にまとめて発表できるように
なると，例えばプレゼンテーションやスライドの内容についても評価・改善を繰り返し行
うことによって，より質の良い発表や発信が可能となることが考えられる。また，同時に
繰り返し丁寧な指導が求められる。本学級においても、タブレット端末を活用してプレゼ
ンテーションが日常的に行われている。しかし、プレゼンテーションのスライドは、思い
や願い、表現したことが表現できているようなスライドになっていないことが多かった。
メディア・リテラシー教育においても、メディアを批判的に読み解くだけではなく、メデ
ィアを活用して効果的に表現する力も求められる。タブレット端末を活用したメディア表
現力の育成は喫緊の課題と言ってもよい。

⚒．目標

　そこで，本実践では，タブレット端末を活用してプレゼンテーションスライドを作成・
改善を繰り返す過程を含む授業を実践した。本実践は、東京書籍「新しい国語 ⚖年」の単
元「町の幸福論」（説明文）の授業において、児童が住む町をよりよい町にしていくため
に、町の課題や問題点を調べ、町をよくしていくための提案をプレゼンテーションにまと
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める際の授業として設定した。授業の目標は国語科の目標の他に以下の⚒点を設定した。
本報告では②の実践を中心に報告を行う。

　①相手に気持ちや思いが伝わるプレゼンテーションを行う
　②相手に気持ちや思いが伝わるプレゼンテーションスライドを作成することができる

⚓．指導の流れ・本時の展開

　授業は前任校である東京都北区立豊川小学校の第⚖学年⚓⚐名を対象とした。授業単元は，
国語科の「話す・聞く」と「読む」の目標にした単元「町の幸福論」（東京書籍）に基づ
き，全⚑⚓時間で構成されている。本単元の学習内容を表⚑に示す。
　本報告では，第⚓次　②プレゼンテーションのスライドを改善する，に焦点を当てて報
告する。第⚓次　②は⚒時間で構成されており，児童が作成したプレゼンテーションのス
ライドを改善することを目的としている。

表⚑　本単元の学習内容

【⚑時間目】
　授業の初めに教師が「効果的なスライド」と，逆に「効果的ではないスライド」を例示
し，比較しながら「効果的なスライド」のイメージを全体で共有した。また，後藤ほか
（⚒⚐⚑⚔）の『学びの技』「効果的なスライドの作成」のページから，担任がスライド事例
プリントを作成し，児童全員に配布した。その一部を図⚑に示す。
　次に，あらかじめ準備した「効果的ではないスライド（文字の羅列や箇条書き）」を児
童に配布して，スライドをグループ（⚓〜⚔名）で事例プリントを見ながら改善すべき内
容を検討し，ホワイドボード（IZUMI社製まなボード）を使用して改善内容の書き込みを

学習内容時間次

【説明文の読解】
①説明文「町の幸福論」（東京書籍）を読み、町作りについての筆者の考え方や，取
り上げられている事例をふまえ，地域の町作りについて考える
②「町の幸福論」で用いられている表やグラフ，図の効果について文章と対応させて
考える

⚓⚑

【情報を収集・整理分析する】
①K区の課題や問題点について書籍やWEB等の資料から調べる
②調べた情報を元に，類似した課題や問題点の改善に取り組んでいる地方自治体の
取り組みを調べる
③これまで調べてきた情報を整理して，プレゼンテーションの構成を考える（⚑）

⚔⚒

【プレゼンテーションの作成】
①構成を元にプレゼンテーションを作成する
②プレゼンテーションのスライドを改善する
③プレゼンテーションを行う

⚖⚓
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行った。その後，改善した内容を発表した。児童が改善したスライドを図⚒に示す（上段
は教師が配布した「意図が伝わりにくいスライド」，下段は児童が検討して改善したもの）。
　児童の提案では，文字の羅列や箇条書きから図表やグラフを用いたり，強調したい箇所
が太字や色文字にされていたりした。図⚒を作成したグループでは，箇条書きであった文
章の内容を読み解き，「グラフ化したほうが伝わりやすいと思う」「引用を書いた方がいい」
「主張したいことは吹き出しを使おう」などの検討がなされていた。
　この授業の終了後，児童は宿題として，⚑時間目の授業を生かして最初（図スライド⚑）
に作成したプレゼンテーションの改善を行った（スライド⚒の作成）。

【⚒時間目】

　スライド⚑と，⚑時間目の学習内容を活かして改善した⚒回目のスライドを比較して，
改善した箇所をグループで説明し合い，改善したほうがよりわかりやすくなる点を意見し
合った。
　その後，⚓回目の改善として，他の児童からのアドバイスを踏まえてスライドの改善を
行った。最後に，これまで作成してきた⚓枚のスライドをグループ内で順番に見せ合い，
どのように改善してきたかについて説明をした。
　この実践で作成と改善を繰り返してきたプレゼンテーションスライドの事例を，児童X
のスライド（図⚓）を踏まえて示す。児童Xは，「東京都北区の水害対策の現状と対策・提
案」というテーマでプレゼンテーションの作成を行った。図⚓のスライドは「調べた理由」

図⚓　児童Ｘが作成したスライド（左からスライド⚑，スライド⚒，スライド⚓）

図⚑　児童に配布した「効果的なスライド」の
事例の一部］（後藤ほか⚒⚐⚑⚔から引用）

図⚒　児童が改善したスライドの一部
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を説明するスライドである。
　⚑回目のスライド（図⚓の左）はタイトルと箇条書きのみであった。しかし，⚑時間目
の授業を経て⚒回目のスライド（図⚓の真ん中）では，河川の場所を示す地図と吹き出し
を入れる改善を行った。さらに，⚒時間目の授業を経て⚓回目のスライド（図⚓の右）で
は，⚒つの河川に色をつけ，凡例や学校の箇所を書き加える改善を行った。

⚔．授業の評価

　児童が作成したスライドを評価するため，評価観点を作成した。作成したプレゼンテー
ションスライドの評価基準表を表⚒に示す。この評価観点は，⚑，⚒，⚓と進むごとに，ス
ライドの難易度が上がっていくように設定している。従って，スライドが改善されればさ
れるほど，評価することができる評価観点が増えていくことが予測される。
　また，児童が作成したプレゼンテーションのスライドは一人あたり⚑⚐数枚であるため，
児童が授業中に改善する際に選択した⚑枚のスライドを評価することとした。実際の評価
に当たっては，評価の妥当性を担保するため，国語科教育や情報教育を専攻する大学院生
⚓名で評価を行った。評価者⚓名は，児童⚒⚕名の⚑回目，⚒回目，⚓回目のスライドを評
価規準に従い，評価観点別に評価を行う。評価規準よりも劣っていれば⚑点，評価規準と
同等であれば⚒点，評価規準よりも優れていると判断すれば⚓点，観点に該当する要素が
含まれておらず評価ができない場合は⚐点とした。
　スライド⚑では，観点⚑から観点⚕まで評価されているが，観点⚔と観点⚕については
ほとんどのスライドが評価できないと判断されているため，平均点は⚐．⚒から⚐．⚕程度に留
まっている。観点⚖については全てのスライドで評価できなかったため，平均点は⚐であ
った。
　スライド⚒では，観点⚑から観点⚕の平均点が向上した。特に観点⚕の平均点は，他の
観点と比較すると評価が高くなったり，評価できる児童が増えたりした。観点⚖は，評価
できるスライドが出現したため，平均点は⚐．⚒⚖まで向上した。
　スライド⚓では，全ての観点で平均点が向上し，観点⚕と観点⚖の評価をできるスライ
ドが増加したため，平均点が向上した。この結果から，改善を繰り返すことによって，評
価できる観点も増えていくこと，評価観点の段階も妥当であることが示唆された。
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表⚒　プレゼンテーションスライドの観点と評価規準

図⚔　スライドの評価の結果（評価者⚓名の平均点）

＜参考文献＞
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ション，玉川大学出版部，東京
文部科学省（⚒⚐⚑⚑）教育の情報化ビジョン（⚒⚐⚑⚖．⚓．⚑⚐．確認）
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フトウェア情報研究センター
佐藤和紀・高橋純・相沢優・堀田龍也（⚒⚐⚑⚖）小学校におけるタブレット端末を活用した
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東京書籍（⚒⚐⚑⚕）平成⚒⚗年度版　新編「新しい国語　⚖年」．東京書籍．東京

評価観点 評価規準

1 文字の大きさや配色 読みやすい文字の大きさや配色になっている

2
伝わりやすい

文字色・囲み線・下線
効果的に伝わるように，効果的に文字の色を変えたり，囲んだり，下線を引いたり
する

3
スライドの見やすさ
（情報量・レイアウト）

ちょうどよい情報量で，レイアウトも見やすく工夫されている
（箇条書きや余白、図表などを用いる）

4 図表の大きさや配色 読みやすい図表の大きさや配色になっている

5 文字と図表の関連 効果的に伝わるように文字と図や表が関連している

6 図表の明快さ
図が流れを示したり、関係性を示したりしている
表を用いて情報を整理したりして、工夫されている
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小学校実践事例⑪「小学校外国語における『情報の取捨選択』を
　　　　　　　　　意識した表現活動Ⅱ」

京都教育大学附属桃山小学校　教諭　山川　拓

⚑．学年・単元名

　第⚖学年　⚙月〜⚑⚐月実施
　Let’s introduce our school　〜学校案内をしよう〜

⚒．目標

【外国語の目標】
・学習した英語表現を活用しながら，学校の施設を紹介することができる。
・学習した表現を使い，英語で質問したり，質問に答えたりすることができる。
【メディア・リテラシーの目標】
・タブレットPCを用途に応じて適切に使用することができる。
・英語で学校を紹介するために，必要な情報を選んだり，伝わるような表現方法を考えた
りすることができる。

⚓．指導の流れ

（⚑）単元構想の意図

　本校はオーストラリアのべレア小学校と交流を行っており，毎年⚔⚐名程度の代表児童が
両校の訪問・ホームステイを交互に行っている。べレア小学校の児童が来校する年度には，
全学年がそれぞれの学習した内容に応じた交流を行い，海外の子どもたちと実際に英語を
使ってやりとりをすることで，日本と外国の違いを直接感じられる体験の場となっている。
　本単元は，今まで学習した表現を活用しながら学校施設を案内し，その中でべレア小学
校の児童と英語を使って簡単なやり取りをしていくという「表現活動」に主眼を置いてい
る。児童が主体的に活動に取り組むためには，活用できる「表現」については慣れ親しん
できたものを取り扱う一方で，各部屋の中に関する具体的なものの名前などは自分で選び，
探し出してくるようにすることが望ましいと考えた。そこで，教室内に英和・和英辞典と
タブレットPCを置き，子どもたちが自由に使えるよう環境を整えた。これまでに児童は
メディア・コミュニケーション科の中で，タブレットPCを活用した調べ学習の方法や，プ
レゼンテーションの方法などを学んできていることから，タブレットPCを英語学習の中
でも有効に活用し，各教科での情報活用に生かせるのではないかと考えた。
　タブレットPCの利点としては，非常に豊富なコンテンツを活用して表現する英語を考
えたり，発表の練習をしたりする補助になる点である。一方で，翻訳機能の内容が英作文
として正しいかどうかについては疑問が残る点もある。そのため，ALTや日本人英語専
科が常に英文のチェックを行い，伝えたいことが伝わるかどうかを確認しながら発表の準
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備をするようにした。
　本校では高学年に週⚒時間の外国語科を設置している。第⚖学年では，自分の思いや調
べてきたことを紹介する「表現活動」を単元のゴールとして取り組んできている。スピー
チやプレゼンテーションについては朝のスピーチの時間や他教科でも数多く経験してきて
いるが，英語の発表となると戸惑う児童も多かった。しかし，Show and Tellの回数を重
ねていく中で，「どのように発表すればよく伝わるか」といった相手への意識も出始めてき
ている。徐々に発表への自信をつけている状態であることがうかがえるが，他方不安に思
う気持ちが大きい児童も少なからずいる。そのような児童に対し，実際に英語を母語とす
る外国の友だちにShow and Tellを行うことへの不安や心配を軽減できるかどうかが大き
な課題となる。加えて，単に調べてきた英語を淡々と述べるのではなく，相手の反応を窺
ったり，質問・応答を行ったりしながら，「何とかして相手に伝えよう」「わかってもらう
ためにはどうしたらよいのか」という点について，自分たちの力で解決していけるような
力をつけてほしいと考えた。
　そこで単元全体を⚓つの小単元に分け，⚓〜⚔人のグループを構成するとともに各グル
ープに⚑台のタブレットPCを渡すようにした。単元構成およびグループ作成の意図は以
下のとおりである。

　・自分たちで案内場所を考えることで，自らの課題が生まれ，ゴールに向けた計画的
な取り組みを進めていくことができる。（プロジェクト型学習）

　・発表は個人で行うようにすることで，「自分の力で伝える」必然性が生まれる。
　・グループを編成することで，表現方法や内容について友だちと吟味することができ
る。

　・タブレットPCに搭載されている様々な機能を活用することで，発表の資料にしたり，
練習の補助にしたりすることができる。

　・課題作成（第⚑次）⇒慣れ親しみ・反復練習（第⚒次）⇒発表（第⚓次）のプロセ
スを踏むことで，児童が最終的に自信をもって発表に臨むことができる。

（⚒）学習計画（全⚘時間）

 第一次　学校の施設名や案内の表現を知り，案内する内容を考える。
○学校の施設の名前に慣れ親しむ。
○グループに分かれ，案内する部屋や順番を考える。
○タブレットPCや辞書を使って施設の紹介を考える。

⚑
⚒
⚓

第二次　機器を活用しながら学校案内の練習をする。

○機器を使いながら学校案内の練習をする。
・発表の内容の確認をする。　・資料として必要な写真などを撮影する。
・発表の様子を撮影し，よりよい発表を目指して練習を重ねる。

⚔
⚕
⚖
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（⚓）授業の実際と児童の様子

　まず，⚑学期末に取り扱った学校内の施設の名前を確認
し，その後，本単元のめあてを伝えた。発表内容は，今ま
で学習してきた表現を使い，⚓〜⚕文程度の簡単なものに
するようにし，一人が⚓〜⚔か所担当するよう子どもたち
に伝えた。「べレア小学校の人たちにぜひ見てもらいたい
場所」「ぜひ伝えたい内容」についてグループで話し合い

を持ちながら案内する場所やその順番を決めるようにした。加えて，各グループに⚑台の
タブレットPCをわたし，自由に使ってよいことも伝えた。子どもたちからは「遊具は遊び
方なんかをビデオでとっておいたらいいんじゃないかな」など，天候なども想定しながら
案内計画を立てる姿が見られた。
　タブレットPCについては，複雑な説明をしようと翻訳機能で文章を作ろうとする児童
もいたが，翻訳された文章では十分意味が伝わらなかったり，内容が難しくなりすぎて表
現できなかったりすることが多かった。そのため，「自分たちの今の力で説明できるか」と
いう点を常に問いかけ，難しい内容についても，なるべく簡単な表現でできるような方法
を考えられるよう支援した。また，実際に慣れ親しんだ表現やALTのデモンストレーシ
ョンをもとに自分たちで発表する英語を考えたのち，ALTやJTEが内容を聞き，表現の
間違いや発音のチェックなどを随時行った。
　第二次では，実際に発表を想定した練習や，発表に必要
な資料を集める作業に移った。この場では，「音楽室が当
日授業で入れないかもしれないから，普段の様子を録画し
ておこう」「今回は見せられないけど，ミシンの動いてい
るところとかも見てもらったいいんじゃないかな」などの
声が聞かれ，その場所を口頭で説明する際に，必要となる
であろう資料をタブレットPCで撮影するなどしながら集めている姿が見られた。また，
発表の様子を録画し，後で確認しながらShow and Tellの精度を上げていく姿も見られた。
　交流当日，子どもたちはとても緊張した面持ちで，直前まで教室で表現の確認やどんな
質問をするか，もし伝わらなかったらどんなふうに伝えたらよいかなどを話し合う姿が見
られた。外国の人と直接英語でやり取りする機会が少ないだけに，緊張度もかなり高く，
心配する声が聞かれたが，実際にべレア小学校の子どもたちと出会い，グループで行動す
るようになりだしてからは，緊張しながら発表する姿と同時に，笑顔でやり取りをする姿
も見られ，学校案内終了前にはすっかりと打ち解けあい，ジェスチャーを交えながらやり

第三次　べレア小学校の友達を連れて，学校の案内をする。

○べレア小学校の友だちと出会い，学校を案内する。
・挨拶をし，自己紹介をする。・学校を案内し，施設について英語で紹介をする。
・学校にある遊具やボールなどを使って一緒に活動し，親交を深める。

⚗
⚘
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とりしたり，一緒に大縄やソフトバレーボールで遊んだりする姿も見られた。事前に準備
したタブレットPCについては，写真や映像を示しているグループもあったが，「雨が降っ
ていた時のための予備だから」ということで，使わずに相手の様子を見ながら説明したり，
実物を一緒に見せたり，演奏を聴いてもらったりしながらどんどんかかわっていく姿もあ
ちこちで見られた。

⚔．実践の成果と課題

　【児童のふりかえりより】
　○自分の声を何度も聞くことができるので，どこをどうしたらよいかを班で相談でき
る。

　○画像を見せながら練習できるので使いやすい。
　○分からないところを直に調べられて，動画なども撮影できるから便利。
　●翻訳ソフトには頼りきれないなあと思った。
　●ベレアの人と話しているときは，タブレットをあまり使わない方がよいかなと思い，
あまり使わないようにした。

　●役立つ時もあるけど，案内の時はそんなに使わなかったし，これからは場面に応じ
てタブレットを上手に使いたいと思います。

　毎時間後のふりかえりの中で，児童に学習への参加度を問うた。また，第⚕・⚘時終了
後に「タブレットPCが役に立っているか」を問うた。
　その結果，児童の学習参加度が授業時数を経るごとに高まり，高い学習意欲の継続を見
て取ることができた。一方，タブレットPCの有益性については，第⚕時よりも第⚘時の
方が「どちらとも言えない」「あまり役に立っていない」
といった意見が多くなっている。これは，児童のふりかえ
りを見ると，活用していく中で，タブレットPCが万能で
はないことや，取捨選択しながら活用していく必要性に気
づく児童が多かったため，その結果が数値として表れてい
るのではないかと考えられる。
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中学校実践事例
「報道の重点の推移を考える
　　　　　　―阪神大震災の⚑年後から⚒⚐年後の記事を読み解く―」

京都教育大学附属桃山中学校　教諭　神﨑　友子

⚑．はじめに

　⚒⚐⚑⚖年の今年，未曾有の大地震であった阪神大震災から⚒⚑年目を迎える。震災後に生ま
れた生徒に震災の記憶はないものの，同じ関西で起きた災害として認識している者が多い。
こうした直接体験のない生徒たちに情報を提供し，問題意識を喚起させるのがテレビや新
聞などのメディアである。筆者は国語科の担当で，授業で新聞や映像資料を活用すること
を通して，メディア・リテラシーや実生活で生きてはたらく資質・能力をつけることをね
らいとした実践をしている。そうした学習の延長として，家庭学習に新聞スクラップをし
ている者も多く，⚑月には阪神大震災をふり返る検証記事や特集記事についての学習が多
く見られた。
　そこで，⚑月中旬に阪神大震災について，⚑年後から⚒⚐年後までの一面記事から報道の
重点がどのように推移してきたかを考えるという学習を⚑年生対象に行った。新聞の見出
し，本文および写真を，小グループで協働的に話し合い活動をしながら読み解き，問題の
解決をはかった。

⚒．学習のねらい

　阪神大震災に関する報道について，全国紙（朝日新聞縮刷版（東京版））の一面（⚑⚙⚙⚖
年⚑月⚑⚗日（⚑年後），⚒⚐⚐⚐年⚑月⚑⚗日（⚕年後），⚒⚐⚐⚗年⚑月⚑⚗日（⚑⚒年後），⚒⚐⚑⚕年⚑月
⚑⚗日（⚒⚐年後））を提示し，報道の重点がどのように推移していったか，報道の重点は何
を基準に作られているかを考えさせる。
　メディアのしくみについて理解し，メディア・リテラシーをつけることをねらいとする。

⚓．学習指導の展開

 形態学習内容

一斉①　阪神大震災について知っていることを確認する。
　→⚒⚑年前に身近な地域で起きた災害であることを知る。
②　新聞がこの⚒⚐年間，阪神大震災についてどんなことを中心に

報道してきたかを考える。＜問題の設定＞

【導入】
・動機づけ
・問題の設定

小グルー
プ

③　地震発生から⚑年後，⚕年後，⚑⚒年後，⚒⚐年後の朝日新聞（東
京版）の一面を読み，阪神大震災に関する記事のポイントを見
出しや本文，写真から抜き出す。

④　それぞれ一面のどこに配置されているかを確認する。
⑤　③について，それぞれ読者にどんなことを伝えようとしてい

るかを考える。
※いずれもグループワークシートに記入する。

【展開Ⅰ】
・問題の解決へ
のステップ
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⚔．生徒の学び

（⚑）「記事のポイント」「記事の配置」「読者にどんなことを伝えようとしているか」

　次の表⚑は各グループから発表し，クラス交流で出た意見をホワイトボードにまとめた
ものである。

表⚑　報道の重点のまとめ（クラス交流より）

※「読者にどんなことを伝えようとしているか」の「○」「▼」「・」は，生徒の判断によるものである。（「○」
はプラスに感じること，「▼」はマイナスに感じること，「・」はどちらともいえないこと。）

 

一斉⇔
小グルー
プ

⑥　③・④・⑤について全体で発表する。
⑦　⑥でホワイトボードにまとめた「⚑年後，⚕年後，⚑⚒年後，⚒⚐

年後の記事のポイント」と「読者に伝えようとしていること」
から，報道の重点はどのように推移しているかを考える。

⑧　提示した資料は全国紙のものであるが，神戸の地元紙ではど
のように記事の重点が推移してきたかを推測する。

⑨　「⚑年後，⚕年後，⚒⚐年後」は節目の年のものであるが，「⚑⚒
年後」やその他の節目の年ではない年の記事を見てみる。

【展開Ⅱ】
・問題の解決

個人
↓
一斉

⑩　学習をふり返る。
　　・学習のねらいについて
　　・汎用的な学びについて

【まとめ】

⚒⚐年後⚑⚒年後⚕年後⚑年後

・震災の日に生ま
れた○○さんに
焦点をあてた記
事と○○さんが
笑顔で家族と肩
を組む写真。
　（本文・写真）
・現在の神戸の夜
景（写真）

・密集地解消策を
強化し，共同住
宅や高層化の特
例を政府が出す。
（見出し）
・真実見つめる瞳
（写真・見出し）

・震災の教訓を世
界の共通財産に
する。（見出し）

・災害に備えて国
際協力をする。
（見出し）

・慰霊と復興のモ
ニュメント

（写真・見出し）

・街と人の傷がま
だ深い。（見出し）

・テント村での生活。
　（写真）
・避難所で生活して
いる人がいたり，
仮設住宅に⚑⚐万人
が暮らす。（見出し）
・橋や道路などは復
旧が進んでいるが，
人々の生活の復
旧はまだ。（本文）

記事のポイ
ント

トップサードトップトップ一面での配
置

・一人の人に焦点
をあてる。
・震災の記憶を伝え
ていくことが大切。
○震災に遭ったか
らこその思い。
○明るい感じ，未
来につなげる。

・政府が大火災を
防ぐための住宅
や道路を整備する。
・真実を見つめ悲劇
を繰り返さない。
・震災は悲しいが，
後世に伝えていか
なければならない。

・震災の教訓を次
の世紀に伝える。

・県の震災対策。
・日本から世界へ

○人々の頑張る姿。
○ボランティアの
活躍。

▼復興が進んでい
ない。

▼現地の人の苦しみ。
▼インフラ＞人

読者にどん
なことを伝
えようとし
ているか
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（⚒）「報道の重点の推移」と「推移のファクター」

　ここでは、（⚑）の「報道の重点のまとめ」をもとに，「報道の重点の推移」について考
察したことについて述べる。各グループから出てきた意見は，次のとおりである。

　・⚑年後は「今」の現状について伝えていて，⚕年後，⚑⚒年後，⚒⚐年後は「これから」
について伝えている。また，⚒⚐年後は「今だから言えること」を伝えている。

　・⚑年後は被災した地域の差し迫った問題について伝えているが，だんだんと地震に
ついて考えていかなければならない問題にかわってきている。

　・国内の問題から世界の問題として広がっていることがわかる。（⚑年後から⚕年後）
　　→＜つけ足し＞⚕年後は「県」が対策をしようとしているが，⚑⚒年後は「政府」に

広がっている。
　・震災を「見つめる」から「後世に伝えていく」に変わっている。

　まず，⚔つのポイントとなる年に焦点化して見ることで，報道の重点がどのように変化
しているかに気づき，簡潔に言葉で表現することができた。
　次に，「現地の現状を伝えるような記事」から「防災や教訓として生かしていく記事」に
変わっていくというように，報道の重点が推移したことについてその理由を話し合った。
各グループから出た意見を次のように整理した。

　これらの記事は朝日新聞すなわち全国紙で，かつ東京版なので，全国の人に神戸の状
況を知らせることから始まり，日本の人々の役に立つ防災や震災の教訓というように
推移している。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

「全国の人」（日本の人々）を視野に推移している。

　ここで「全国紙」というキーワードが出たことに関連させて，神戸の「地元紙」ではど
のように報道の重点が推移したかを推測させた。

　・「神戸の町が復興してく様子や課題」「神戸に重点を置いた防災対策」「被災した
人々の思い」など，「神戸や神戸の人」を中心にその変化が書かれているのではない
か。

　・全国紙と同じように神戸の状況などから始まるが，全国紙との違いはその後も地元
の話題や地元の人を元気にする情報が書かれているのではないか。

　この「全国紙」と「地元紙」の「報道の重点の推移」を比較する（地元紙は推測のみ）
ことで，生徒は「同じ災害が起こってもその情報を受け取る人に合わせて，記事の内容は
変わる」すなわち「報道は情報を受け取る人，記事の読み手に合わせて作られ，その重点
も読み手が求めることを意識して作られる」ということに気づくことができた。
　メディアは「情報を受け取る人」が「必要とする情報」を想定して作られるという，メ
ディアのしくみについて学ぶことができた。
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（⚓）「節目の年」と「節目でない年」との報道の違い

　今回資料として提示した⚑年後，⚕年後，⚒⚐年後はいわゆる「節目の年」である。そし
て⚑⚒年後だけが「節目でない年」であった。実はこの「節目でない年」について生徒に目
を向けさせたかった。「節目の年」は阪神大震災に関する記事は一面のトップであるのに，
「節目でない」⚑⚒年目はサードであった。「金融の利上げ」や「残業代」に関する記事の
方が，優先順位が高いのである。
　そこで，追加資料として震災から⚔年後と⚑⚙年後の一面も提示した。⚔年後は一面に震
災に関する記事はなく，天声人語と中面の記事紹介に書かれているのみである。また，⚑⚙
年後は中面の記事紹介のみとなっている。
　このことについて，生徒の意見交流をもとに考察する。

　（⚑）⚔年目にして一面に記事がないのはいけないと思う。
　（⚒）⚔年や⚑⚙年という節目でない年には，一面にのらないなど，被害を受けた人に

とっては何年たっても変わらないので，その日くらいはたくさんの人に広める
べきだと思います。東京版だからこそ伝えなければならないことがあると思い
ます。

　大災害の後「災害を風化させない」と随所で言われる。しかし，年数が経つと節目の年
でないと大きく取り上げないメディアの姿勢がうかがえる。前項では，「全国紙」と「地元
紙」との違いについて検討したが，（⚑）の意見のように「全国紙」であるからこそ全国の
人に「伝える役割」があるのではないかということが生徒の話題になった。

⚕．まとめ

　本学習は神戸の公立中学校の先生方が授業参観に来られるということも合わせて設定し
たという経緯がある。授業当日はオプションで実際に震災を体験した先生から当時の生々
しいお話をうかがった。生徒たちは自分たちが知らないことを情報メディアだけでなく，
実際に体験した人から伝え聞くことの大切さを学んだ。
　授業の最後に学習のふり返りとして，この授業を通しての気づきや汎用的な学びについ
て個人で考え，クラスで交流した。
　まず，「震災とメディアの役割」についての意見交流を紹介する。（①〜⑥は発話の順を
表す）

　①　私たちの班では，最初はネガティブな目線で被害のことを中心に書いているけれ
ど，年を重ねるにつれて復興の様子や防災など，ポジティブな考え方に変わって
いるとわかりました。

　②　＜①について＞そうしてみんなあまり真剣に考えなくなり，風化していくのだと
思います。

　③　私も⚑年後と⚒⚐年後がここまでちがうことに気づきおどろきました。（中略）記
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事を読んで事の重大さが伝わってきません。記事を書く人，読む人の考えが甘く
なっているように思えました。

　④　発生して，⚑年，⚒年，⚓年は復興するという進歩があります。しかし，⚕年以
上過ぎると復興がだいたいしていて，進歩がないというのもあると思います。だ
からそうなるのは仕方ないと思います。

　⑤　話題が少なくなってきても経験者の減少など，風化がとても大きい問題になって
くるので，それを伝えるのがメディアだと思います。

　⑥　⚔年目や⚑⚙年目など，きりの悪い年や東京は関西に比べて関心が薄いとか，どん
どん全国紙ではなくなっていくことがわかりました。東日本大震災もこんなふう
になるのか気になりました。

　本学習のねらいは「報道の重点」が何を基準に作られているかを探ることであった。し
かし実際の学習では，その確認だけにとどまらず，メディアの情報をどう受け取るか，メ
ディアが発信する情報を決定させている自分たちがどのようにメディアを見つめていくか
など，自分たちとメディアとのかかわりについて考えることができた。
　次に，「汎用的な学び」について，生徒の感想用紙から紹介する。

　（Ａ）⚒⚐年後の記事では個人をトピックにすることによって，他人事ではなく，自分
のことのようにとらえることができた。新聞は自分が経験したことのないこと
を事実でもって教えてくれる。

　（Ｂ）震災の記事から被害を繰り返さないために，私たちができることは，家具の固
定，非常食の確保など多くあると思う。今日，家で避難場所や震災について備
える話しをしたい。

　
　メディアを学ぶ意義として，やはり（Ａ）のような他人事として見過ごしがちなことを
ぐっと自分に引き寄せてとらえるということがあげられる。また，メディアは現実の社会
を写す鏡でもあることから，学校の机の上だけの学習で完結することなく，家に帰って自
律的に発展的な学習をしたり，持続可能な社会について考えたりするなど，実践や活用の
幅が広い。
　このようにメディアについて学習することで，その学習価値を認識させ，生徒が自らの
あり方や実社会を見つめ直ことができる。今後も時宜にかなった教材を提示していきたい。

＜参考資料＞

・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚑⚙⚙⚕年⚑月」（⚑⚙⚙⚕年⚑月⚑⚗日）
・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚑⚙⚙⚙年⚑月」（⚑⚙⚙⚙年⚑月⚑⚗日）
・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚒⚐⚐⚐年⚑月」（⚒⚐⚐⚐年⚑月⚑⚗日）
・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚒⚐⚐⚗年⚑月」（⚒⚐⚐⚗年⚑月⚑⚗日）
・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚒⚐⚑⚔年⚑月」（⚒⚐⚑⚔年⚑月⚑⚗日）
・朝日新聞社「朝日新聞縮刷版（東京版）⚒⚐⚑⚕年⚑月」（⚒⚐⚑⚕年⚑月⚑⚗日） 
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高等学校実践事例①「SNSの不適切画像投稿から考える授業」

聖母被昇天学院高等学校　教諭　岡本　弘之

⚑．はじめに

　⚒⚐⚑⚓年⚗月の「コンビエンスストアの冷蔵庫にアルバイト学生が入り投稿した画像」が
ネット上に拡散し問題化した事件以降，同様の問題が繰り返されている。
　この背景には，携帯電話のカメラ機能など簡単に撮影できる環境がそばにあり，かつ簡
単に画像が投稿できるサービスがあるという情報社会の問題もあるが，インターネット上
の情報の特性である「残存性」（=一度広がった画像は取り消すことができない），「複製
性」（=ディジタル化された画像は質をおとさず短時間で複製できる），「伝播性」（=瞬時
に世界に向けて広がる）といった情報発信への知識が不足していることも原因と考えられ
る。

⚒．目標

　この現状をふまえ，勤務する高校の情報科の授業において「不適切な画像投稿」の事例
から原因や背景を考え，「情報発信者」としてのメディアリテラシー育成を目指した授業を
企画・実践した。「不適切な画像投稿を行わさせない」という目標でなく，賢く情報発信
ができる力を育てることを最終的な目標とし，次の⚔点を授業の目標とした。
　①　問題行動の画像投稿の背景を考える
　②　事例から情報発信の責任を知る
　③　個人情報が漏れにくい情報発信を考える
　④　自分の情報発信について考える　　
　
⚓．指導の流れ・本時の展開

　授業は勤務校の高校⚒年生（女子）の情報科の選択科目「情報選択」（⚒単位）の授業
⚒時間を使って実践した。

（⚑）不適切な画像投稿の背景を考える

　最初に⚒⚐⚑⚓年の不適切な画像投稿の実例や最近問題となった投稿の例を提示し，「他に
同じような事例を知っている？」と生徒に投げかけると，いくつもの事例をあげてくれた。
　次にこれらが起こる原因・背景を，個人で⚓つ以上考えさせて付箋に書かせた。この付
箋を使って⚔人グループで分析しながらKJ法で整理させた。（図⚑）　最後に各グループ
のまとめを発表し，分析結果をクラス全体で共有した。
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  図⚑　生徒が原因をKJ法で整理した画用紙 図⚒　生徒の話し合い結果のまとめ⚑

　次に生徒があげた原因を，授業者がインターネットとは関係がないモラルの問題と，情
報社会が引き起こす問題の二つに大きく分けて整理した。（図⚒）
　前者の代表的な意見としては「目立ちたい」「軽い気持ち」「笑ってもらいたい」。後者
の意見としては，「ネット環境やカメラが身近にある」「ネット投稿に慣れすぎて，投稿す
ることの緊張感がない」「友達だけに見せるつもり」といったものがあった。
　その中で納得させられたのは，「相手の反応が見えるSNSゆえに起こった問題ではない
か」という意見であった。先ほどの「目立ちたい」という理由であっても，見せる相手と
方法が必要である。その点SNSは簡単にたくさんの人に見せることができ，「リツィート，
フォロワー，コメント，シェア，いいね」といった反応が数字となって返ってくる。こう
いったSNSのしくみが，不適切な投稿を生みやすくしているという意見であった。
　生徒たちが，話し合いで不適切な画像投稿の原因・背景を考えることは，その対策も見
えてくる。この学びの中で，「情報発信には慎重さが必要」「SNSでも投稿すれば拡散する
可能性がある」という知識も実習とまとめを通して得ることができた。

（⚒）事例から情報発信の責任を考える

　事例のような不適切な画像投稿の結果，お店はどのような影響（被害，損害など）を受
け，投稿した人自身もどのような結果となったか（損害賠償，個人情報がさらされるなど）
について，これらをまとめたWeb（「Twitterでの炎上による逮捕者まとめ」http://uguisu．
skr．jp/recollection/twitter．html，）を表示し，重大な結果となったことを話した。
　生徒の「投稿の後どうなったかはあまり報道されないので，たいへんなことになったの
がわかった。」という感想に代表される通り，影響や責任について知らなかった生徒が多
く，情報発信には法的責任・社会的責任が伴うことを実感することができた。

（⚓）個人情報が特定される仕組みを考える

　次に「どうやって不適切な画像投稿が広がるのか？」について，考えさせた。
　授業者から不適切な投稿をまとめたサイト（「バカッター」「バカ発見機」など）を示
し，インターネットの世界では不適切な投稿を探し保存・公開している人・Webサイトが
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存在すること，これらを投稿した人物の個人情報を特定し掲示板などにさらす「特定班」
とよばれる人たちが存在する現状を説明した。（特定班についても違法性が高いことを補
足した）
　この説明の後，「匿名の投稿から個人情報がどのように特定されるのか」について，思い
つく方法を個人で⚓つ考え付箋に書かせ，同様の手法で話し合いをし，発表させた。

　　　　　図⚓　ある班の分析結果　　　　　図⚔　生徒の話し合い結果のまとめ⚒

　位置情報・画像・プロフィール・過去の投稿といった本人の情報を組み合わせると特定
できるとことはもちろん，生徒が多く指摘したのは「フォロワーや友達から学校・地域・
年齢が特定できる」というものであった。具体的には「コメントに○○ちゃんとよびかけ
がある」「⚑人くらいプロフィールに学校名・地域を書いている人がいる」という例があ
がった。自分がいくら気をつけていても，友達やフォロワーの情報から連鎖的に個人情報
が漏れてしまうという指摘である。
　ここでの意見をもとに「情報発信をする際に個人情報が特定されにくくするにはどうす
ればよいか」について授業者が知識をまとめた。
　この実習についての生徒の感想には「（SNSでつながっている）友達のためにも，個人
情報は書き込まない方がよい」というものがあった。生徒は個人情報を出すリスクについ
て理解できたようである。

（⚔）ネットが匿名ではないことを知る

　情報発信の責任についてさらに理解を深めさせるために「ネットは匿名ではない」こと
を感じさせる小さな実習を行った。一つは今接続しているパソコンのIPアドレスを調べる
実習である。「インターネットに接続しているときは必ずこのIPアドレスが与えられ，こ
のアドレスを調べれば使っている人が特定できる」ことを説明した。
　次に自分の名前を検索エンジンで検索して確認させる実習を行った。クラブや習い事の
大会に参加した生徒，Facebookの自分のページがヒットする生徒もあり，思わず「こわ〜」
と感想を漏らした生徒もいた。

（⚕）自分の情報発信を考える



－ 120 －

　ここまでの話し合いや実習で学んだ情報発信について必要な知識を，注意事項として整
理（下のスライド）し，自分のワークシートに記入させた。
　しかし注意事項だけを話すと「情報発信は怖いのでしない方がよい」という消極的な対
策になりかねない。情報化社会を生きる生徒には，これら注意事項を知った上で，より有
益な情報発信について考えさせたい。そのことも考えさせたいので，⚑学期に話し合った
情報発信のメリットのスライドを提示し，情報発信の長所を話した。

　　図⚕　注意事項をまとめたスライド　　　　　　  図⚖　情報発信の長所

⚔．まとめ

　今回の授業実践の効果について，最初にあげた授業のねらいから考えてみる。

　①　不適切な画像投稿の背景を考える

　実習で不適切投稿の背景を話し合い・共有する中で，その原因を知り，自分たちも同様
の失敗をする危険性についても実感できた。感想にも「情報発信・写真を載せるリスクを
知れた」，「軽く投稿せず，よく考えて投稿すべきと感じた」（「　」は代表的な生徒の記
述内容）と，情報発信に慎重さが必要なことについても理解できた。
　②　事例から情報発信の責任を知る

　不適切投稿のその後の影響を知ることから，情報発信には責任が伴うことを理解し，問
題化した場合には重大な影響を与えることを事例から理解できた。
　③　個人情報が漏れにくい情報発信を考える

　匿名の投稿が，インターネット上で個人を特定される方法について考えることで，個人
情報が特定されやすい投稿について理解できた。感想からは「待ち合わせ場所をつぶやい
ていたので気をつけたい」，「個人情報を出しすぎることは友達にも迷惑をかける」という
ものがあり，見直すきっかけとなったようだ。
　④　自分の情報発信について考える　　
　実習での気づきは，今の自分の情報発信を見直すきっかけとなった。また「怖いから情
報発信をしない」という結論はほとんどなく，「（他人が）知りたい情報発信し，ネットを
いいものに変えていきたい」，「（他人が不快となる）批判的なことは言わない」など，注
意点を理解したうえで情報発信をいいものにしたいという積極的な感想があった。
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　実際に起こった「不適切な画像投稿」の事件を取り上げた授業は，その投稿の背景を考
えることから情報発信についての知識を得ることができ，自分の行動を振り返ることがで
きた。また活用についても考えることで，SNSの情報発信をどう利活用していけばいいか
を実践的に学ぶことができる授業となった。
　高校生の多くがSNSによる情報発信を行っている中，「不適切な画像投稿を行う生徒を
作らない」という消極的な目標で情報モラルを教えるのではなく，賢く情報発信を行うと
いう積極的な目標を立て，「情報発信についてのメディアリテラシー」を育てることは重要
である。なお本実践で使用したスライド・ワークシートは下記Webにて公開している。
　※筆者Web:「情報科の授業アイデア」：http://www.okamon.jp

＜引用・参考文献＞

（⚑）岡本弘之，浅井和行「不適切な投稿」問題から考える情報発信の授業」日本教育メ
ディア学会第⚒⚐回大会発表論文集，pp．⚗⚗-⚗⚘　（⚒⚐⚑⚓．⚑⚐．⚑⚓　和歌山大学）

（⚒）岡本弘之「SNSで問題行動の画像を公開することについて考える」（⚒⚐⚑⚔．⚕）
　　（公財）学習ソフトウェア情報研究センター「学習情報研究」⚕月号　pp．⚒⚐-⚒⚑
（⚓）岡本弘之「不適切な投稿問題からの情報モラルの授業」（⚒⚐⚑⚔．⚑⚑）数研出版　高校
情報通信「i－Net　第⚔⚐号」，pp．⚖-⚙
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高等学校実践事例②「映像制作から考えるメディア・リテラシー」

聖母被昇天学院高等学校　教諭　岡本　弘之

⚑．はじめに

　メディア・リテラシー教育は，もともと情報の「受け手」としてのリテラシーを育てる
ところから始まったが，ソーシャルメディアが普及した現在，情報の「送り手」としての
リテラシーも重視されている。
　このメディア・リテラシーの今日的な定義として，浅井（⚒⚐⚑⚑）は「メディアを批判的
に読み解く力だけでなくメディアによって創造的に表現し，メディアを効果的に活用する
能力」とし，中橋（⚒⚐⚑⚔）も「メディアの意味と特性を理解した上で，受け手として情報
を読み解き，送り手として情報を表現・発信することができるとともに，メディアのあり
方を考え，行動していくことができる能力」（図⚑）と，情報の「受け手」だけでなく
「送り手」としての両方を育てることを重視している。

⚒．目標

　この現状をふまえ，勤務校の情報科におい
て毎年実践している「学校紹介のショートム
ービー制作」の授業に，この経験をふまえて
「受け手」としてのメディア・リテラシーを
育てる授業を加え，今年度は「映像制作から
考えるメディア・リテラシー」というテーマ
の授業を企画，実践した。
　本実践の授業の目標は，中橋（⚒⚐⚑⚔）「メディア・リテラシーの構成要素」の定義（図⚑）
に沿って，前半の映像制作の授業で「①メディアを使いこなす能力」と「⑤考えをメディ
アで表現する能力」といった「送り手」としてのメディア・リテラシーを，後半の授業で
「②メディアの特性を理解する能力」の中の「情報内容が送り手の意図により構成される
ことを理解する，メディアが価値観を構成していることを理解する」ことを目標とした。

⚓．指導の流れ・本時の展開

　授業は勤務校の高校⚒年生（女子）の情報科の選択科目「情報選択」（⚒単位）の授業
⚒時間を使って実践した。

（⚑）授業の展開（前半「映像制作」⚖時間）

　前半の映像制作は，「学校紹介のショートムービーを作ろう」と題し，「学校を知らない
人（近隣の人，受験生など）」をターゲットに，「学校の良さ・特色を知ってもらう」こと
をコンセプトとした⚓〜⚕分の映像制作を行うことを課題とした。制作は授業者が分けた

図⚑　メディア・リテラシーの構成要素
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⚔〜⚕人のグループで行うこととした。
　①企画（⚑時間）

　映像制作のテーマ・ターゲット・コンセプトについて説明した後，前半を自由に企画の
アイデアを出す時間とした。まず⚑人⚑人で⚓つ以上の企画を考え，それらを書いた付箋
を画用紙に貼りつけながら，グループでアイデアを広げるブレーンストーミングを行った。
　授業の後半は付箋を貼った画用紙をもとに，KJ法の手法で出てきたアイデアを整理し，
グループとして取り組む企画を⚑つに絞らせた。⚑つに絞った企画を相談しながら，配布
した企画書（図⚓ワークシート）に記入し，撮影計画をたてさせた。

　　   図⚒　企画について話し合った画用紙　　　　図⚓　ワークシート（企画書）

　②撮影（⚒時間）・　③編集（⚒時間）

　映像制作については，多くの学校で実践しやすいことを考え特別な機材・ソフトを使わ
ず，ディジタルカメラの動画撮影機能とwindowsに付属するソフト「ムービーメーカー」
を使って編集することとした。授業の最初に，逆光・背景に気をつけること・撮影アング
ルによる印象の違いなど，撮影時に気をつけることを説明し，各グループで撮影を行った。
インタビューなどディジタルカメラだけでは音声が充分に録音できないことも考え，IC
レコーダーも各グループに⚑台貸与した。
　映像編集は生徒にとって楽しい作業であったようで，グループごとに意見交換しながら
写真のように和気あいあいとした雰囲気で作業は進んでいった。

　　　　　図⚔　撮影・編集風景①　　　　　　　　図⚕　撮影・編集風景② 
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　④発表・相互評価（⚑時間）
　完成した作品は順番に映像を映し出しながら，相互評価・自己評価を行った。
　伝える内容はクラブ・生徒・先生・行事など様々であり，同じ伝える内容であっても伝
え方もドキュメンタリー風，町歩き風，インタビューなど工夫があった。生徒は他のグル
ープの作品を見ながら，企画・内容・デザイン・説得力の⚔つの観点で相互評価をした。

表⚑　生徒が制作した作品例

（⚒）授業の展開（後半「メディア・リテラシーについて考える」（⚑時間））

　後半は「映像制作の経験からメディア・リテラシーを考えよう」と題し，授業者が提示
する課題に対し，個人でワークシートに記入し，その記入をもとに制作したグループで話
し合い，数グループに発表させる作業を行った。
　①　映像制作体験から，映像メディアの特性を考える
　最初映像メディアのいいところ，悪いところについてまとめたあと，メディア・リテラ
シーについて考えさせるための次の⚓つの視点を授業者が提示した。
　⚑）映像を編集するときに，どの部分を使い，どこをカットしたのか考えよう！
　⚒）これって「演出し過ぎかな？やらせかな？」と思う場面はなかっただろうか？
　⚓）この映像だけを見た人は，学校にどんな印象を持つだろう？
 

作品の概要タイトル

「うちの学校の先生はやさしい」と
伝えるために，いろいろな先生の前
で教科書をおとして反応を試してみ
た。その結果，みんな親切な先生ば
かりだと伝える作品

うちの学校の
　先生はやさしい？
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表⚒　生徒の意見のまとめスライド

　⚑）編集したところはどういうところ？　 ⚒）演出・やらせかなと思う場面は？

　⚓）映像だけを見た人の印象　　　　　　　②映像の受け手として気をつけること

　　生徒が映像制作体験を振り返り，発表した内容は表⚒のようになった。
　　この振り返りをもとに，授業者から⚑）〜⚓）をそれぞれ以下のようにまとめた。
　　⚑）「映像は制作者の意図によって，切り取られ，編集されている」

　　映像制作では撮影された全ての部分を使うのではなく，何らかの編集が加わり作品と
なる。その編集には，制作者の意図が加わり，その意図に沿って編集されている。
　　⚒）「やらせと演出の境界はあいまいであり，映像には多少の演出はつきものである」
　　映像制作の際，わかりやすくあるいは意図に沿って伝わりやすくするために，何らか
の演出はつきものである。あがった意見から見れば「自分たちの言いたいことを言って
もらった」ということは，「言ってくれそうな人を選んだ」のか「台本を渡したのか」は
不明であるが，そのレベルによっては俗にいう「やらせ」となる。そう考えると「やら
せ」はやってはいけないが，演出と「やらせ」の境界はあいまいである。
　　⚓）「映像は見た人のイメージを作る」
　　映像は制作者が一定の意図を持って制作し，今回の学校紹介の映像では「学校にいい
イメージをもってもらう」ことがその意図である。生徒の発表を見ると，その意図は達
成できる作品になったようであるが，「よいことばかりがありそう」，「やさしそう」と語
尾に「そう」がつくように，本当はそれだけでない現実もあることを生徒は知っている。
自分が知っている学校の姿と，映像で語られているいいイメージだけの学校。映像には
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嘘はないが，全てを伝えているわけではないことを生徒は実感することができた。

　②映像の受け手として気をつけることを考える
　これらの気づき・話し合いのあと，情報の受け手として映像の情報を受けとめるときに
気をつけることを書かせた。（表⚒の②）
　ここには「全てを信じない」，「実際には違った部分があるかもしれない」，「客観的では
ないことを知る」といった，メディア・リテラシーでよく語られる「情報を鵜呑みにしな
い」という注意を，自分たちで気づいて書くことができている。中には「いいものでも悪
く見せられるし，その逆もできる」といった映像の怖さも指摘している者もいた。

⚔．まとめ

　今回の映像制作の後に受け手のメディア・リテラシーについて考える授業は，単に「作
り手」としての制作体験で終わらず，その経験・気づきを振り返ることで，映像メディア
の「受け手」としてのメディア・リテラシーも身につけることができた。
　情報科では「作り手」としての実習も多く，その経験をふまえて「受け手」のメディア・
リテラシーも育てる授業へと発展させることは比較的容易である。授業の効果としても，
講義形式で一方的に伝えるよりも，自分たちの体験と照らし合わせて実感させる授業の方
が，定着する効果が高いといえる。
　情報社会に生きる生徒には「作り手」「受け手」その両方のメディア・リテラシーの育
成が重要である。今後もメディア・リテラシーを育てる実践を開発・実践していきたい。

＜引用・参考文献＞

（⚑）中橋雄（⚒⚐⚑⚔）「メディア・リテラシー論」北樹出版，p．⚙⚙図，p．⚕⚐表　他
（⚒）岡本弘之，浅井和行「メディア・リテラシーを育てる情報科の授業」（⚒⚐⚑⚔．⚑⚐）
　　日本教育メディア学会第⚒⚑回大会発表論文集，pp．⚑⚖⚐-⚑⚖⚑
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第⚑章　総　則

（名　称） 
第⚑条　この法人は，公益財団法人 日本教材文化研究財団
と称する。

（事務所） 
第⚒条　この法人は，主たる事務所を，東京都新宿区に置
く。 
　⚒　この法人は，理事会の決議を経て，必要な地に従たる
事務所を設置することができる。これを変更または廃止
する場合も同様とする。

第⚒章　目的及び事業  

（目　的）
第⚓条　この法人は，学校教育，社会教育及び家庭教育にお
ける教育方法に関する調査研究を行うとともに，学習指導
の改善に資する教材・サービス等の開発利用をはかり，も
ってわが国の教育の振興に寄与することを目的とする。

（事　業） 
第⚔条　この法人は，前条の目的を達成するために，次の各
号の事業を行う。 

　　（⚑）学校教育，社会教育及び家庭教育における学力形
成に役立つ指導方法の調査研究と教材開発

　　（⚒）家庭の教育力の向上がはかれる教材やサービスの
調査研究と普及公開

　　（⚓）前二号に掲げる研究成果の発表及びその普及啓蒙
　　（⚔）教育方法に関する国内外の研究成果の収集及び一

般の利用に供すること
　　（⚕）他団体の検定試験問題及びその試験に関係する教

材の監修
　　（⚖）その他，目的を達成するために必要な事業
　⚒　前項の事業は，日本全国において行うものとする。

第⚓章　資産及び会計

（基本財産） 
第⚕条　この法人の目的である事業を行うために不可欠な別
表の財産は，この法人の基本財産とする。
　⚒　基本財産は，この法人の目的を達成するために理事長
が管理しなければならず，基本財産の一部を処分しよう
とするとき及び基本財産から除外しようとするときは，
あらかじめ理事会及び評議員会の承認を要する。

（事業年度）
第⚖条　この法人の事業年度は，毎年⚔月⚑日に始まり翌年
⚓月31日に終わる。

（事業計画及び収支予算）
第⚗条　この法人の事業計画書，収支予算書並びに資金調達
及び設備投資の見込みを記載した書類については，毎事業
年度開始の日の前日までに，理事長が作成し，理事会の承
認を受けなければならない。これを変更する場合も同様と
する。
　⚒　前項の書類については，主たる事務所に，当該事業年
度が終了するまでの間備え置き，一般の閲覧に供するも
のとする。

（事業報告及び決算）
第⚘条　この法人の事業報告及び決算については，毎事業年
度終了後⚓箇月以内に，理事長が次の各号の書類を作成し，

監事の監査を受けた上で，理事会の承認を受けなければな
らない。承認を受けた書類のうち，第⚑号，第⚓号，第⚔
号及び第⚖号の書類については，定時評議員会に提出し，
第⚑号の書類についてはその内容を報告し，その他の書類
については，承認を受けなければならない。

　　（⚑）事業報告
　　（⚒）事業報告の附属明細書
　　（⚓）貸借対照表
　　（⚔）正味財産増減計算書
　　（⚕）貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書
　　（⚖）財産目録
　⚒　第⚑項の規定により報告または承認された書類のほか，
次の各号の書類を主たる事務所に⚕年間備え置き，個人
の住所に関する記載を除き一般の閲覧に供するとともに，
定款を主たる事務所に備え置き，一般の閲覧に供するも
のとする。

　　（⚑）監査報告
　　（⚒）理事及び監事並びに評議員の名簿
　　（⚓）理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準

を記載した書類
　　（⚔）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこれらに

関する数値のうち重要なものを記載した書類

（公益目的取得財産残額の算定）
第⚙条　理事長は，公益社団法人及び公益財団法人の認定等
に関する法律施行規則第48条の規定に基づき，毎事業年度，
当該事業年度の末日における公益目的取得財産残額を算定
し，前条第⚒項第⚔号の書類に記載するものとする。

第⚔章　評議員

（評議員）
第10条　この法人に，評議員16名以上21名以内を置く。

（評議員の選任及び解任）
第11条　評議員の選任及び解任は，評議員選定委員会におい
て行う。

　⚒　評議員選定委員会は，評議員⚑名，監事⚑名，事務局
員⚑名，次項の定めに基づいて選任された外部委員⚒名
の合計⚕名で構成する。

　⚓　評議員選定委員会の外部委員は，次のいずれにも該当
しない者を理事会において選任する。

　　（⚑）この法人または関連団体（主要な取引先及び重要
な利害関係を有する団体を含む。以下同じ。）の業
務を執行する者または使用人

　　（⚒）過去に前号に規定する者となったことがある者
　　（⚓）第⚑号または第⚒号に該当する者の配偶者，三親

等内の親族， 使用人（過去に使用人となった者も含
む。）

　⚔　評議員選定委員会に提出する評議員候補者は，理事会
または評議員会がそれぞれ推薦することができる。評議
員選定委員会の運営についての詳細は理事会において定
める。

　⚕　評議員選定委員会に評議員候補者を推薦する場合には，
次に掲げる事項のほか，当該候補者を評議員として適任
と判断した理由を委員に説明しなければならない。

　　（⚑）当該候補者の経歴
　　（⚒）当該候補者を候補者とした理由
　　（⚓）当該候補者とこの法人及び役員等（理事，監事及

び評議員）との関係
　　（⚔）当該候補者の兼職状況
　⚖　評議員選定委員会の決議は，委員の過半数が出席し，

公益財団法人　日本教材文化研究財団　定款

公益財団法人 日本教材文化研究財団定款
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その過半数をもって行う。ただし，外部委員の⚑名以上
が出席し，かつ，外部委員の⚑名以上が賛成することを
要する。

　⚗　評議員選定委員会は，第10条で定める評議員の定数を
欠くこととなるときに備えて，補欠の評議員を選任する
ことができる。

　⚘　前項の場合には，評議員選定委員会は，次の各号の事
項も併せて決定しなければならない。

　　（⚑）当該候補者が補欠の評議員である旨
　　（⚒）当該候補者を⚑人または⚒人以上の特定の評議員

の補欠の評議員として選任するときは，その旨及び
当該特定の評議員の氏名

　　（⚓）同一の評議員（⚒人以上の評議員の補欠として選
任した場合にあっては，当該⚒人以上の評議員）に
つき⚒人以上の補欠の評議員を選任するときは，当
該補欠の評議員相互間の優先順位

　⚙　第⚗項の補欠の評議員の選任に係る決議は，当該決議
後⚔年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す
る定時評議員会の終結の時まで，その効力を有する。

（評議員の任期）
第12条　評議員の任期は，選任後⚔年以内に終了する事業年
度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結のときま
でとする。また，再任を妨げない。
　⚒　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任した評
議員の補欠として選任された評議員の任期は，退任した
評議員の任期の満了するときまでとする。

　⚓　評議員は，第10条に定める定数に足りなくなるときは，
任期の満了または辞任により退任した後も，新たに選任
された評議員が就任するまで，なお評議員としての権利
義務を有する。

（評議員に対する報酬等）
第13条　評議員に対して，各年度の総額が500万円を超えな
い範囲で，評議員会において定める報酬等を支給すること
ができる。
　⚒　前項の規定にかかわらず，評議員には費用を弁償する
ことができる。

第⚕章　評議員会

（構　成）
第14条　評議員会は，すべての評議員をもって構成する。

（権　限）
第15条　評議員会は，次の各号の事項について決議する。
　　（⚑）理事及び監事の選任及び解任
　　（⚒）理事及び監事の報酬等の額
　　（⚓）評議員に対する報酬等の支給の基準
　　（⚔）貸借対照表及び正味財産増減計算書の承認
　　（⚕）定款の変更
　　（⚖）残余財産の処分
　　（⚗）基本財産の処分または除外の承認
　　（⚘）その他評議員会で決議するものとして法令または

この定款で定められた事項

（開　催）
第16条　評議員会は，定時評議員会として毎事業年度終了後
⚓箇月以内に⚑回開催するほか，臨時評議員会として必要
がある場合に開催する。

（招　集）
第17条　評議員会は，法令に別段の定めがある場合を除き，
理事会の決議に基づき理事長が招集する。

　⚒　評議員は，理事長に対して，評議員会の目的である事
項及び招集の理由を示して，評議員会の招集を請求する
ことができる。

（議　長）
第18条　評議員会の議長は理事長とする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
評議員の互選によって定める。

（決　議）
第19条　評議員会の決議は，決議について特別の利害関係を
有する評議員を除く評議員の過半数が出席し，その過半数
をもって行う。

　⚒　前項の規定にかかわらず，次の各号の決議は，決議に
ついて特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の⚓
分の⚒以上に当たる多数をもって行わなければならない。

　　（⚑）監事の解任
　　（⚒）評議員に対する報酬等の支給の基準
　　（⚓）定款の変更
　　（⚔）基本財産の処分または除外の承認
　　（⚕）その他法令で定められた事項
　⚓　理事または監事を選任する議案を決議するに際しては，
各候補者ごとに第⚑項の決議を行わなければならない。
理事または監事の候補者の合計数が第21条に定める定数
を上回る場合には，過半数の賛成を得た候補者の中から
得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任する
こととする。

（議事録）
第20条　評議員会の議事については，法令で定めるところに
より，議事録を作成する。

　⚒　議長は，前項の議事録に記名押印する。

第⚖章　役　員

（役員の設置）
第21条　この法人に，次の役員を置く。
　　（⚑）理事　⚗名以上12名以内
　　（⚒）監事　⚒名または⚓名
　⚒　理事のうち⚑名を理事長とする。
　⚓　理事長以外の理事のうち，⚑名を専務理事及び⚒名を
常務理事とする。

　⚔　第⚒項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法
人に関する法律（平成18年法律第48号）に規定する代表
理事とし，第⚓項の専務理事及び常務理事をもって同法
第197条で準用する同法第91条第1項に規定する業務執行
理事（理事会の決議により法人の業務を執行する理事と
して選定された理事をいう。以下同じ。）とする。

（役員の選任）
第22条　理事及び監事は，評議員会の決議によって選任する。
　⚒　理事長及び専務理事並びに常務理事は，理事会の決議
によって理事の中から選定する。

（理事の職務及び権限）
第23条　理事は，理事会を構成し，法令及びこの定款で定め
るところにより，職務を執行する。

　⚒　理事長は，法令及びこの定款で定めるところにより，
この法人の業務を代表し，その業務を執行する。

　⚓　専務理事は，理事長を補佐する。 
　⚔　常務理事は，理事長及び専務理事を補佐し，理事会の
議決に基づき，日常の事務に従事する。 

　⚕　理事長及び専務理事並びに常務理事は，毎事業年度に
⚔箇月を超える間隔で⚒回以上，自己の職務の執行の状
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況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）
第24条　監事は，理事の職務の執行を監査し，法令で定める
ところにより，監査報告を作成する。
　⚒　監事は，いつでも，理事及び事務局員に対して事業の
報告を求め，この法人の業務及び財産の状況の調査をす
ることができる。

（役員の任期）
第25条　理事の任期は，選任後⚒年以内に終了する事業年度
のうち最終のものに関する定時評議員会の終結のときまで
とする。
　⚒　監事の任期は，選任後⚒年以内に終了する事業年度の
うち最終のものに関する定時評議員会の終結のときまで
とする。

　⚓　前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任した理
事または監事の補欠として選任された理事または監事の
任期は，前任者の任期の満了するときまでとする。

　⚔　理事または監事については，再任を妨げない。
　⚕　理事または監事が第21条に定める定数に足りなくなる
ときまたは欠けたときは，任期の満了または辞任により
退任した後も，それぞれ新たに選任された理事または監
事が就任するまで，なお理事または監事としての権利義
務を有する。

（役員の解任）
第26条　理事または監事が，次の各号のいずれかに該当する
ときは，評議員会の決議によって解任することができる。
　　（⚑）職務上の義務に違反し，または職務を怠ったとき
　　（⚒） 心身の故障のため，職務の執行に支障がありまた

はこれに堪えないとき

（役員に対する報酬等）
第27条　理事及び監事に対して，各年度の総額が300万円を
超えない範囲で，評議員会において定める報酬等を支給す
ることができる。
　⚒　前項の規定にかかわらず，理事及び監事には費用を弁
償することができる。

第⚗章　理事会

（構　成）
第28条　理事会は，すべての理事をもって構成する。

（権　限）
第29条　理事会は，次の各号の職務を行う。
　　（⚑）この法人の業務執行の決定      
　　（⚒）理事の職務の執行の監督
　　（⚓）理事長及び専務理事並びに常務理事の選定及び解

職

（招　集）
第30条　理事会は，理事長が招集するものとする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
各理事が理事会を招集する。

（議　長）
第31条　理事会の議長は，理事長とする。
　⚒　理事長が欠けたときまたは理事長に事故があるときは，
専務理事が理事会の議長となる。

 

（決　議）
第32条　理事会の決議は，決議について特別の利害関係を有
する理事を除く理事の過半数が出席し，その過半数をもっ
て行う。

　⚒　前項の規定にかかわらず，一般社団法人及び一般財団
法人に関する法律第197条において準用する同法第96条
の要件を満たしたときは，理事会の決議があったものと
みなす。

（議事録）
第33条　理事会の議事については，法令で定めるところによ
り，議事録を作成する。

　⚒　出席した理事長及び監事は，前項の議事録に記名押印
する。ただし，理事長の選定を行う理事会については，
他の出席した理事も記名押印する。

第⚘章　定款の変更及び解散

（定款の変更）
第34条　この定款は，評議員会の決議によって変更すること
ができる。

　⚒　前項の規定は，この定款の第⚓条及び第⚔条並びに第
11条についても適用する。

（解　散）
第35条　この法人は，基本財産の滅失によるこの法人の目的
である事業の成功の不能，その他法令で定められた事由に
よって解散する。

（公益認定の取消し等に伴う贈与）
第36条　この法人が公益認定の取消しの処分を受けた場合ま
たは合併により法人が消滅する場合（その権利義務を承継
する法人が公益法人であるときを除く。）には，評議員会
の決議を経て，公益目的取得財産残額に相当する額の財産
を，当該公益認定の取消しの日または当該合併の日から⚑
箇月以内に，公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関
する法律第⚕条第17号に掲げる法人または国若しくは地方
公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第37条　この法人が清算をする場合において有する残余財産
は，評議員会の決議を経て，公益社団法人及び公益財団法
人の認定等に関する法律第⚕条第17号に掲げる法人または
国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

第⚙章　公告の方法

（公告の方法）
第38条　この法人の公告は，電子公告による方法により行う。
　⚒　事故その他やむを得ない事由によって前項の電子公告
を行うことができない場合は，官報に掲載する方法によ
り行う。

第10章　事務局その他

（事務局）
第39条　この法人に事務局を設置する。
　⚒　事務局には，事務局長及び所要の職員を置く。
　⚓　事務局長及び重要な職員は，理事長が理事会の承認を
得て任免する。

　⚔　前項以外の職員は，理事長が任免する。
　⚕　事務局の組織，内部管理に必要な規則その他について
は，理事会が定める。
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（委　任）
第40条　この定款に定めるもののほか，この定款の施行につ
いて必要な事項は，理事会の決議を経て，理事長が定める。

附　則

　⚑　この定款は，一般社団法人及び一般財団法人に関する
法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関す
る法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第
106条第⚑項に定める公益法人の設立の登記の日から施
行する。

　⚒　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益
社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行
に伴う関係法律の整備等に関する法律第106条第⚑項に
定める特例民法法人の解散の登記と，公益法人の設立の
登記を行ったときは，第⚖条の規定にかかわらず，解散
の登記の日の前日を事業年度の末日とし，設立の登記の
日を事業年度の開始日とする。

　⚓　第22条の規定にかかわらず，この法人の最初の理事長
は杉山㖊茂，専務理事は新免利也，常務理事は星村平和
及び中井武文とする。

　⚔　第11条の規定にかかわらず，この法人の最初の評議員
は，旧主務官庁の認可を受けて，評議員選定委員会にお
いて行うところにより，次に掲げるものとする。

　　　有田　和正　　　　　尾田　幸雄
　　　梶田　叡一　　　　　角屋　重樹
　　　亀井　浩明　　　　　北島　義斉
　　　木村　治美　　　　　佐島　群巳
　　　佐野　金吾　　　　　清水　厚実
　　　田中　博之　　　　　玉井美知子
　　　中川　栄次　　　　　中里　至正
　　　中洌　正堯　　　　　波多野義郎
　　　原田　智仁　　　　　宮本　茂雄
　　　山極　　隆　　　　　大倉　公喜

　⚕　昭和45年の法人設立時の理事及び監事は，次のとおり
とする。

　　　理事　（理事長）　 平澤　興
　　　理事　（専務理事）堀場正夫
　　　理事　（常務理事）鰺坂二夫
　　　理事　（常務理事）渡辺　茂
　　　理事　（常務理事）近藤達夫
　　　理事　　　　　　　平塚益徳
　　　理事　　　　　　　保田　與重郎
　　　理事　　　　　　　奥西　保
　　　理事　　　　　　　北島織衛
　　　理事　　　　　　　田中克己
　　　監事　　　　　　　高橋武夫
　　　監事　　　　　　　辰野千壽
　　　監事　　　　　　　工藤　清

賛助会員規約

第⚑条　公益財団法人日本教材文化研究財団の事業目的に賛
同し，事業その他運営を支援するものを賛助会員（以下「会
員」という）とする。

第⚒条　会員は，法人，団体または個人とし，次の各号に定
める賛助会費（以下「会員」という）を納めるものとする。
　　（⚑）法人および団体会員　　　一口30万円以上
　　（⚒）個人会員　　　　　　　　一口⚖万円以上
　　（⚓）個人準会員　　　　　　　一口⚖万円未満

第⚓条　会員になろうとするものは，会費を添えて入会届を
提出し，理事会の承認を受けなければならない。

第⚔条　会員は，この法人の事業を行う上に必要なことがら
について研究協議し，その遂行に協力するものとする。

第⚕条　会員は次の各号の事由によってその資格を失う。
　　（⚑）脱退
　　（⚒）禁治産および準禁治産並びに破産の宣告
　　（⚓）死亡，失踪宣告またはこの法人の解散
　　（⚔）除名

第⚖条　会員で脱退しようとするものは，書面で申し出なけ
ればならない。

第⚗条　会員が次の各号（⚑）に該当するときは，理事現在
数の⚔分の⚓以上出席した理事会の議決をもってこれを除
名することができる。

　　（⚑）会費を滞納したとき
　　（⚒）この法人の会員としての義務に違反したとき
　　（⚓）この法人の名誉を傷つけまたはこの法人の目的に

反する行為があったとき

第⚘条　既納の会費は，いかなる事由があってもこれを返還
しない。

第⚙条　各年度において納入された会費は，事業の充実およ
びその継続的かつ確実な実施のため，その半分を管理費に
使用する。
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内閣府所管

公益財団法人　日本教材文化研究財団
理事・監事・評議員

（平成28年⚘月31日現在）⑴　理事・監事名簿（敬称略）⚑⚓名
備　　　　考職務・専門分野就重就任年月日氏　名役　名

筑波大学名誉教授　全日本家庭教育研究会総裁法 人 の 代 表
業 務 の 総 理重平成⚒⚖年⚖月⚖日

（理事長就任 H.⚒⚖.⚓.⚗）村上　和雄理事長
（株）新学社執行役員事 務 総 括

事 業 運 営重平成⚒⚖年⚖月⚖日新免　利也専務理事
（株）新学社代表取締役会長財　 務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中井　武文常務理事
元兵庫教育大学教授　国立教育政策研究所名誉所員社 会科教育重平成⚒⚖年⚖月⚖日星村　平和常務理事
広島大学名誉教授　日本体育大学教授理 科 教 育重平成⚒⚖年⚖月⚖日角屋　重樹理　事
大日本印刷（株）代表取締役社長財  務重平成⚒⚖年⚖月⚖日北島　義俊理　事
元早稲田大学教授　東京学芸大学名誉教授数 学 教 育重平成⚒⚖年⚖月⚖日杉山　㖊茂理　事
（株）新学社代表取締役社長財　 務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中川　栄次理　事
元兵庫教育大学学長　兵庫教育大学名誉教授国 語教育学就平成⚒⚘年⚖月⚓日中洌　正堯理　事
兵庫教育大学大学院教授社会科教育重平成⚒⚖年⚖月⚖日原田　智仁理　事
元文部省初中局長　国立教育政策研究所名誉所員教 育 行 政

教 育 法 規重平成⚒⚖年⚖月⚖日菱村　幸彦理　事
（株）新学社執行役員財  務重平成⚒⚖年⚖月⚖日中合　英幸監　事
大日本印刷（株）常務執行役員財  務就平成⚒⚖年⚖月⚖日古谷　滋海監　事

（⚕⚐音順）

⑵　評議員名簿（敬称略）⚑⚘名
備　　　　考担当職務就重就任年月日氏　名役　名

東京大学大学院教授教育心理学・発達心理学
学 校 教 育 学就平成⚒⚕年⚑⚒月⚑⚑日秋田喜代美評議員

京都教育大学大学院教授教 育 工 学
メ デ ィ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日浅井　和行評議員

名古屋大学名誉教授　神奈川大学特別招聘教授教 育 課 程 論
教育評価・教育方法重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日安彦　忠彦評議員

元東京都教委指導部長　帝京大学名誉教授初 等 中 等 教 育
キ ャ リ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日亀井　浩明評議員

大日本印刷（株）代表取締役副社長財　 務重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日北島　義斉評議員
共立女子大学名誉教授　エッセイスト英 文 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日木村　治美評議員
筑波大学人間系教授認知心理学・発達心理学

キ ャ リ ア 教 育重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日櫻井　茂男評議員
元東京家政学院中・高等学校長　全国図書教材協議会会長社 会 科 教 育

教育課程・学校経営重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日佐野　金吾評議員
日本教材学会副会長　学校法人福山大学理事長教 育 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　厚実評議員
筑波大学人間系教授数 学 教 育 学

評 価 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日清水　美憲評議員
元国立教育政策研究所総括研究官　東洋大学教授国 語 教 育

教 育 方 法 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日下田　好行評議員
熊本大学大学院教授教育工学・情報教育

教育メディア学就平成⚒⚕年⚑⚒月⚑⚑日鈴木　克明評議員
横浜国立大学名誉教授国 語 科 教 育 学

教 育 方 法 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日髙木　展郎評議員
早稲田大学教職大学院教授教 育 工 学

教 育 学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日田中　博之評議員
立教大学教授フ ラ ン ス 思 想

言 語 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日前田　英樹評議員
広島大学大学院教授英語教育学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日松浦　伸和評議員
大阪教育大学教授社会科教育学重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日峯　　明秀評議員
筑波大学人間系教授道 徳 教 育 論

家 庭 教 育 論重平成⚒⚖年⚗月⚒⚕日吉田　武男評議員
（⚕⚐音順）
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